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は じ め に 
この マニ ュ ア ル で 紹介 する の は 、 別 冊 の 『Microsofte Windowse 95 ファ ー ス トス 


テッ プ ガ イド 』 の 補足 情報 で す 。 
MS-DOS や Windows の 知識 を 持っ て いる 方 を 対象 に 、 さ ら に 本 機 を 使い こなす た め 
に 必要 な 機能 、 知 識 お よび 注意 事項 を 説明 し て いま す 。 

本 書 は 、 次 の 機種 を 対象 に し て いま す 。 


・PC-9821Na12/S8、Na12/S10F 
・PC-9821Nb10/5、Nb10/S8、Nb10/S10F 


田 本 書 の 表記 に つい て 


久本 文中 の キー 表記 に つい て 
キー ボー ド の キー は 、 次 の よう に 枠 で 囲ん で 表記 し て いま す 。 


例 : [ESCI キ ー 


久本 文中 の 記号 に つい て 
本 文中 の 記号 に は 次 の よう な 意味 が あり ます 。 


操作 の 際 に 注意 し て いた だ きた いこ と を 表し ます 。 


操作 の 際 に 参考 に する と よい 点 を 表し て いま す 。 


@ 画 面 上 の 文字 の 表記 に つい て 
[ ] で 囲ん で ある 文字 は 、 画 面 に 表示 され る ダイ アロ グ ボ ックス 、 ボ タン な どの 名 前 


を 表し て いま す 。 
例 :[OK] ボタ ン 


⑱@ コ マン ド の 書式 で 使用 する 記号 に つい て 
本 書 で は 、 コ マン ド の 書式 な ど に 次 の 記号 を 使用 し て いま す 。 


この 中 の 項目 は 、 必 ず 入 力 し ます 。 
この 中 の 項目 は 、 必 要 に 応じ て 入力 し ます 。 


この 記号 で 区 切ら れ た 項目 の うち 、 ど れ か 一 つ を 入力 し ます 。 


信用 語 の 表記 に つい て の ご 注意 
本 書 で は 以下 の 用 語 に つい て の 表記 が 、『 ガ イド ブッ ク 』 や 他 の OS の マニ ュ ア テル お よ 
び 画 面 メ ッ セ ー ジ と 異な り ま す 。 


『 ガ イド ブッ ク 』 他 で の 表記 本 マニ ュ ア ル で の 表記 
フロ ッ ピ イィ ディスク フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


固定 ディ スク ハー ド デ ィ スク 
イジ タラ フェース イン ター フェ イス 


@ モ デル に つい て 
本 書 で は 機種 (モデ ル ) に よっ て 次 の よう な 呼び 方 を し て いま す 。 


FAX モデ ム 内 蔵 モ デル 
PC-9821Na12/S10F、PC-9821Nb10/S10F 

CD-ROM ド ライ ブ 内 蔵 モ デル 
PC-9821Na12、PC-9821Nb10/S10F、PC-9821Nb10/S8 


圏 こ の マニ ュ ア ル の 構成 


この マニ ュ ア ル は 、 次 の 内 容 で 構成 され て いま す 。 


第 1 部 本 機 の 機能 を 利用 する 


Windows アプ リ ケ ー シ ョ 0 お コー 


ン を より よく お 使い に な Windows 95 の 入門 ソフ トウ ェ ア 「Windows 95 チ ュー 
る た め の 情 報 が 説明 され タ 」 の 内 容 と 使い 方 に つい て 説明 し て いま す 。 


て いま す 。 本 機 の 便利 な 機能 
本 機 特 有 の Windows 95 の 機能 や Windows 95 使用 時 
Windows アプ リケーション の 注意 事項 な ど を 説明 し て いま す 。 
を 利用 する と き に 、 該 当 す る MS-DOS コマ ンド 、 ド ライ バ の 利用 
部 分 を お 読み くだ さい 。 Windows 95 の MS-DOS プロ ンプ ト や MS-DOS モー 
ド で 利用 で きる コマ ンド や ドラ イ バ の 使い 方 、 注 意 事 項 
な ど を 説明 し て いま す 。 
環境 設定 ユー ティ リティ に つい て 
MS-DOS モ ー ド の 動作 環境 や 本 機 の メモ リス イッ チ の 
設定 を 変更 する 機能 に つい て 説明 し て いま す 。 
ハー ドウ ェ ア の 利用 
Windows 上 で サウ ンド 機能 や 周辺 機器 を 利用 する 方 法 
と 注意 事項 な ど を 説明 し て いま す 。 
イン ター ネッ ト の 利用 
FAX モデ ム 内 蔵 モ デル 以外 の モデ ル で 、 インター ネッ 
ト に 接続 する 方 法 を 説明 し て いま す 。 


別売 の OS を アッ プ グ レー 1 MS-DOS を 利用 する 
ド し た り 、 利 用 する 際 の 本 機 で MS-DOS 6.2、MS-DOS 5.0A、MS-DOS 3.3D 
注意 事項 を 説明 し て い を 利用 する 際 の 情報 を 説明 し て いま す 。 
ます 。 Windows を 利用 する 
本 機 で Windows 3.1、Windows 3.1 (英語 版 ) 、 
3 際 説 8 \ ま す 。 
穫 売 の ソフ トウ ェ ア 現 了 Windows NT を 利用 する 際 の 情報 を 説明 し て いま す 
する と き に 、 該当 する 部 分 OSMZ を 笠間 する 
を お 読み くだ さい 。 本 機 で 日 本 語 MS OS/2 1.21B、OS/2 J2.11、OS/2 
Warp V3- 日 本 語 版 、OS/2 Warp Connect V3- 日 本 
語 版 を 利用 する 際 の 情報 を 説明 し て いま す 。 
その 他 の ソフ トウ ェ ア を 利用 する 
本 機 で Nss- 日 本 語 BASIC(86) や MS LAN マ ネー ジャ リ 
モー ト ア クセ ス サ ー ビ ス を 利用 する 際 の 情報 を 説明 し て 
いま す 。 
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第 1 部 


本 機 の 機能 を 


利用 する 


Windows を より よく お 使い に な る た め の 機 能 や 情報 、 
周辺 機器 の 利用 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


第 1 章 
第 2 章 
第 3 章 
第 4 章 
第 5 章 
第 6 章 


Windows 95 チ ュー タ 

本 機 の 便利 な 機能 
MS-DOS コ マン ド 、 ド ライ バ の 利用 
環境 設定 ユー ティ リティ に つい て 
ハー ドウ ェ ア の 利用 

イン ター ネッ ト の 利用 
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ア で す 。 基 本 的 な 使い 方 と 操作 方 法 を 登場 する 人 物 の 説明 に よっ て 紹介 され る た め 、 
視覚 的 に Windows の 基本 操作 を 覚え て いく こと が で きま す 。 特に 利用 方 法 は 、 実 際 
の 利用 シー ン を 想定 し て スト ー リ ー が 展開 され ます の で 、 ど の よう に Windows 95 を 
活用 し た ら よ いか が 、 楽 し くす ぐに 理解 で きる よう に な っ て いま す 。 ま た 、 項 目 を マ 
ウス で クリ ッ ク す る だ け で すべて の 操作 が 行え ます の で 、 初 め て の 方 で も 簡単 に 利用 
する こと が で きま す 。 


1.1 Windows 95 チ ュー タ の 内 容 


Windows 95 チ ュー タ の 構成 は 、 次 の 表 の と お り で す 。 


Windows 95 メ イン メニ ュー 
カイ テキ ! Windows 95 


ーー 電子 メー ル と FAX で お 仕事 スム ー ズ 


一 | オフ ィ ス が 外 に 飛び 出し た 


ーー | マル チ メ デ ィ ア で プレ ゼン も バッ チリ 


Welcome to Windows 95 


ーー 基本 操作 を 覚え まし ょ う 


ーーー] アク セ サ リ を 使う 


こん な こと も で きま す 


1.2 Windows 95 チ ュー タ を 利用 する 


Windows 95 チ ュー タ を 利用 する に は 、 次 の CD-ROM を 用 意 し ます 。 
・「 チ ュー トリ アル CD-ROM」 


@Windows 95 チ ュー タ の 起動 
Windows 95 チ ュー タ を 起動 し ます 。 
・ 本 機 に 添付 の 「 チ ュー トリ アル CD-ROM」 を CD-ROM ドラ イブ に 挿入 し 、 デ スク 


トッ プ の [Windows 95 チ ュー タ ] を ダブ ルク リッ ク し ます 。Windows 95 チ ュー 
タ が 起動 し て 、Windows 95 チ ュー タ の オー プ ニ ン グ 画 面 が 表示 され ます 。 


> | ダブ ルク リッ ク し な いで くだ さい 。 オ ー プ ニン グ 画 面 が 黒く 表示 され る こと が 
本 あり ます 。 この 場合 、 オ ー プ ニン グ が 終了 する と 正常 な 画面 に 戻り ます 。 


剛 [Windows 95 チ ュー タ ] の 起動 時 、[Windows 95 チ ュー タ ] ア イコ ン を 続け て 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 に Windows 95 チ ュー タ 
進み ます 。 を 終了 し ます 。 
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の 骨 半 付 誠 若 ③ 灘 牙 憶 一 選 


オー プ ニ ン グ 画 面 に 続い て 、Windows 95 チ ュー タ の メイ ン メ ニュ ー 画 面 が 表示 
され ます (表示 され な い 場 合 は 、[START] ボ タン を 押し て くだ さい )。 これ 以降 の 
操作 に つい て は 、 「 カ イ テ キ ! Windows 95)」 また は 「Welcome to Windows 


95」 を 参照 し て くだ さい 。 


Windows 95 チ ュー タ を 
終了 し ます 


まま た まま 上 11 上 上 LLL に まま 」 


Windows95 の 基本 近 た 


@ び カイ テキ ! Windows 95 
Windows 95 チ ュー タ の 「 カ イ テ キ ! Windows 95」 の 画面 に 進み ます 。 


・ 画 面 左 側 [ カ イ テ キ ! Windows 95] の イラ スト 部 分 を クリ ッ ク す る と 、 カ イ テ 
キ ! Windows 95 の オー プ ニ ン グ 画 面 が 動き 出し た 後 、「 カ イ テ キ ! Windows 
95」 の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


メイ シメ ミュ ー 
画面 に 戻り ます 


Windows 95 チ ュー タ を 
終了 し ます 


ご 覧 に な り た い 項 目 を 
選択 し ます 


壮 薄 
いずれ か の 項目 を 選択 する と 、 そ れ ぞ れ の 画面 で キャ ラク ター が 登場 し 、 
Windows 95 の 使い 方 を 説明 し ます 。 


gWelcome to Windows 95 l 
Windows 95 チ ュー タ の 「Welcome to Windows 95」 の 画面 に 進み ます 。 部 
・[Welcome to Windows 95] の イラ スト 部 分 を クリ ッ ク す る と 、「Welcome to な 
Windows 95」 の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 機 

能 

メイ ン メ ミニ ュー を 

画面 に 戻り ます 由 

チ 

る 


Windows 95 チ ュー タ を 
終了 し ます 


ご 覧 に な り た い 項 目 を 選択 
し ます 


EE まま よ ま は も 上 | | | 


ー 
に も まま 上 上 ます | 


いずれ か の 項目 を 選択 する と 、 そ れ ぞ れ の 画面 で キャ ラク ター が 登場 し て 、 
Windows 95 の さま ざま な 使い 方 を て いね い に 説 明 し て いき ます 。 


人 @ 電 子 メ ー ル と FAX で お 仕事 スム ー ズ 


・[ カ イ テ キ ! Windows 95] の メニ ュー か ら 、[ 電 子 メ ー ル と FAX で お 仕事 スム ー 
ズ ] を 選択 し ます 。 
見 た い 項 目 を 選択 し て 、[PLAY] ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 説 明 が 始ま り ま す 。 


Windows 95 チ ュー タ を 


サブ メニ ュー に 戻り ます 
了 終了 し ます 


 ] 3 
LLLLLLILLIIII 
に 


見 た い 項 目 を クリ ッ ク し ます 
選択 し た 項目 の 説明 を 
開始 し ます 
説明 を 一 時 停止 し ます 


説明 を 最初 か ら 開始 
し な お し ます 
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第 2 草 本 機 の 便利 な 機能 


2.1 


コン ピュ ー タ ウイ ルス に 備え る 


JADE ScanVakzin Limited 


コン ピュ ー タ ウイ ルス と は どん な も の か 、 コ ンピュータ ウイ ルス の 予防 方 法 と 、 検 査 
する た め の ア プリ ケー ショ ン ソ フト に つい て 説明 し ます 。 


田 コ ンピュータ ウイ ルス と は 


コン ピュ ー タ を 使用 し た 日 常 業務 で 、 フ ロッ ピー ディ スク や 光ディスク を 使用 し た 
デー タ の 受け 渡し や 、 ネ ットワーク を 通じ て デー タ の や り と り を 繰り 返し て いる と 、 
コン ピュ ー タ ウイ ルス (以降 、 ウイルス) に 感染 し た デー タ を 受け 取る 危険 性 が あり ま 
す 。 ウ イル ス に は 、 他 の プロ グラ ム を 修正 し て 自分 自身 を 複製 し て 付着 する も の 、 感 
染 す る だ け で 実害 の な いも の 、 デ ー タ 破壊 を 引き 起こ す も の 、 長 期間 潜伏 し て 突然 暴 
れ 出 す も の まで さま ざま な タイ プ が 存在 し ます 。 

ウイ ルス は 、 そ の 感染 方 法 に よっ て 次 の 3 種類 に 分 けら れ ま す 。 


・ フ ァイル 感染 型 ウ イル ス 


一 般 に 、 実 行 型 フ ァイル (拡張 子 が COM や EXE) に 感染 する タイ プ の ウイ ルス で 
す 。 フ ァイル 感染 型 ウ イル ス に 感染 し た ファ イル を 実行 する と 、 メ モリ に 常駐 
する か 直接 的 に 他 の 実行 型 フ ァイル に ウイ ルス コー ド を 付着 させ ます 。 


・ マ クロ 感染 型 ウ ィ ル ス 


アプ リケーション ソフ ト の マク ロ 機 能 を 使っ て 作ら れ た ウィ ルス の こと で す 。 
ワー プロ 文書 な どの デー タフ ァイル に 感染 し ます 。 


・ ブ ー ト セク タ 型 ウイ ルス 


ハー ド デ ィ スク や フロ ッ ピ ビー ディス ク の ブー ト セ クタ (IPL) に 感染 する タイ プ の 
ウイ ルス で す 。 本来 の ブー ト セ クタ の 内 容 を ウイ ルス 自身 と 置き 換え る こと に 
より 、 コ ンピュータ 起動 時 に メモ リ の 中 に 常駐 し て 感染 活動 を 行い ます 。 


@ ウ イル ス の 感染 を 防ぐ 


〇 > 


コン ピュ ー タ が ネッ トワ ー ク に 接続 され る 機会 が 多く な り 、 ウ イル ス の 感染 を 少し で 
も 防ぐ こと が で きる よう に 対策 を 立て る こと が ます ます 重要 に な っ て き て いま す 。 ウ 
イル ス の 感染 を 防止 する た め に 、 次 の 方 法 を 参考 に し て くだ さい 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク の マス ター( オ リ ジ ナ ル ) は 、 ラ イト プロ テク トト (書き込み 防 


止 ) を し て 保管 する 


・ 出 所 が 不明 な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や プロ グラ ム は 使用 し な い 
・ 入 手 し た プロ グラ ム は ウイ ルス 検査 を 済ま せ て か ら 使 用 する 
・ パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ の ウイ ルス 検査 は 定期 的 に 行う 


また 、 デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ を 取っ て お く と 、 万 一 ウイ ルス に 感染 し た 場合 で も 、 
ウイ ルス 駆除 後 の 復旧 作業 が 楽に な り ま す 。 た だ し 、 復 旧 に は 、 感 染 前 の バッ クア ッ 
プ が 必要 に な る の で 、 頻 筐 に バッ クア ッ プ と ScanVakzin Limited を 使っ た ウイ ルス 
検査 を 行う こと が 必要 に な り ま す 。 


画 JADE ScanVakzin Limited を 使っ て ウイ ルス を 検査 する 


本 機 で は 海外 の コンピ ュー タウ イル ス を 含め 、 約 7500 種 類 以 上 の ウイ ルス を 発見 す 
る アプ リケーション ソフ ト JADE ScanVakzin Limited を 使っ て 、 指 定 し た ドラ イブ 
や フォ ル ダ の 検査 を 行う こと が で きま す 。 ま た 、 ス ケ ジ ュ ー ラ (自動 ウイ ルス 検査 
(SCW95.EXE)) に よっ て 指定 し た タイ ミン グ で 検査 する こと が で きま す 。 


き ウ イル ス の 検査 
ScanVakzin Limited(SVW95.EXE) を 起動 し て 、 本 機 に 接続 され て v \ る ディ スク 内 の 
ウイ ルス を 検査 し ます 。 


①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [ プログラム] 一 [NEC ユ ー ス フル パッ ク ] か ら [JADE 
ScanVakzin Limited] を 選択 し ます 。 
画面 の 各 ボ タン の 内 容 に つい て は 、 以 下 の と お り で す 。 
詳し い 使い 方 に つい て は 、JADE ScanVakzin Limited の ヘル プ を 参照 し て くだ 
さい 。 


項 目 
[ウイ ルス 検査 ] ウイ ルス の 検査 を 実行 し ます 。 
[設定 ] 検査 条件 を 設定 し ます 。 


[終了 ] JADE ScanVakzin Limited を 終了 し ます 。 
[ドラ イブ ] ウイ ルス 検査 を 行う ドラ イブ を 指定 し ます 。 
[対象 ファ イル ] ウイ ルス 検査 を 行う ファ イル を 指定 し ます 。 


h ロ 検査 対象 ファ イル と し て 圧縮 ファ イル を 指定 し た 場合 は 、 圧 縮 され た ファ イル 
を 自動 的 に 解凍 し て 検査 し ます 。 


W@ ス ケ ジ ュ ー ラ の 起動 
定期 的 に ウイ ルス を 検査 する に は スケ ジュ ー ラ を 使い ます 。 本 機 に は スケ ジュ ー ラ が 
[スタ ー ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ふ ] 一 [スタ ー ト アッ プ ] に 登録 きれ て いま す の で 、 
Windows 95 が 起動 する と タス ク バ ー に 表示 され て いま す 。 ス ケ ジ ュ ー ラ を 起動 する 
に は 、 タ スク バー に ある [スケ ジュ ー ラ (JADE ScanVakzin Limited)] を 選択 し ます 。 
スケ ジュ ー ラ の 設定 画面 が 表示 され ます の で 、 ウ イル ス 検 査 を 行う 時 間 を 設定 し て く 
だ さい 。 設定 の 詳細 に つい て は 、 ス ケ ジ ュ ー ラ の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 
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の ' 崩 演 思 起 茹 き 難 装 叶 一 絹 


ウイ ルス を 発見 し た 場合 
ウイ ルス の 感染 状態 は 、 次 の 通り です 。 


・ 感 染 該当 ファ イル に 既知 の ウイ ルス が 感染 し て いま す 。 
・ 破 壊 該当 ファ イル が ウイ ルス に よっ て 破壊 され て いま す 。 
・ 疑 惑 該当 ファ イル に ウイ ルス が 感染 し て いる 可能 性 が あり ます 。 


ウイ ルス の 駆除 に は 、 該 当 フ ァイル を 削除 し て 、 マ スタ ー ま た は バッ クア ッ プ か ら 再 
イン スト ー ル する こと が 一 番 安全 で 確実 な 方 法 で す 。 な お 、 疑 惑 が 表示 され て いる 場 
合 、 ま た は 感染 し た ウイ ルス が ブー ト セ クタ タイ プ の 場合 に は 上 記 手 段 が 使え ませ ん 
の で 、 復 旧 に つい て は 本 機 添付 の 別紙 の 連絡 先 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 
2 次 感染 を 防ぐ た め 、 ウ イル ス が 発見 され た 場合 は 、 使 用 し た 媒体 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク 、 ハ ー ド ディ スク 、MO な ど ) を すべ て ウイ ルス 検査 する 必要 が あり ます 。 


信 ウ イル ス の 被害 届 に つい て 

日 本 で は 、 企 業 で も 個人 で も ウイ ルス を 発見 し た 場合 は 、 所 定 の 機関 に 届け 出る こと 
が 義務 づけ られ て いま す 。 ウイ ルス の 届け 出先 と し て 、 情 報 処 理 振興 事業 協会 と いう 
通産 省 の 外郭 団体 (通称 IPA) が ウイ ルス 技術 調査 室 を 設け て いて 、 そ こ を 届け 出先 と 
し て 指定 し て いま す 。 こ れ は 、 ウ イル ス の 対策 基準 と し て 平成 7 年 7 月 に 通産 省 か ら 
官報 で 告知 され た も の で (平成 7 年 7 月 7 日 付け 通商 産業 省 告 示 第 429 号 )、 届 け 出 を し 
な く て も 罰則 の 規定 は あり ませ ん が 、 今 後 の 対策 や 被害 状況 を 正しく 把握 する た め に 
も 積極 的 に 報告 し て くだ さい 。 届け 出 の 内 容 は 、 今 後 の 被害 対策 の た め の 貴 重 な 情 報 
と な り ま す 。 

届け 出先 IPA) に つい て は 、 本 機 に 添付 され て いる 別紙 を 参照 し て くだ さい 。 


2.2 か な 漢字 変換 (NECAIIME95) を 利用 する 


本 機 で は 、 日 本 語 を 入力 する た め の 機 能 と し て 、NECAIIME95 を 利用 で きま す 。 こ 
こ で は 、NECAIIME95 に つい て 説明 し ます 。 


注意 


PC-9821Nb10 を お 使い の 場合 、 購 入 時 の 状態 で は 、 か な 漢字 変換 と し て 


の 通訳 誌 灘 き 灘 直 購 一 痛 


MS-IME95 が 選択 され て いま す 。 

日 本 語 入力 シス テム の 切り 替え 方 法 は 、『Microsoft Windows 95 ファ ー ス 
トス テッ プ ガ イド 』 を 参照 し て くだ さい 。 

また 、 [コン トロ ー ル パネ ル ] の [キー ボー ド ] を 起動 し 、[ 言 語 ] タブ 画面 
で 標準 の 日 本 語 入 カシ ステ ム を 切り 替え る こと が で きま す 。 


@NECAIIME95 ツ ー ル バー に つい て 
NECAIIME95 に は 、 入 力 や 変換 な どの 日 本 語 モ ー ド の 状態 を 示し た り 、 環 境 を 設定 
し た りす る の に 便利 な NECAIIME95 ツ ー ル バー が あり ます 。 
ツー ル バ ー に 表示 され る ボタ ン の 種類 は 、 環 境 設定 で 変更 する こと が で きま す 。 ま 
た 、 ツ ー ル バー は ドラ ッ グ し て 自由 に 画面 上 を 移動 する こと も で きま す 。 


出荷 時 の 設定 で 表示 され る ツー ル バ ー と 各 ボ タン の 機能 は 次 の と お り で す 。 


| 図 


9| 較 悦 
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ド RIOI 洪 朱 1 多 リ ス 


ロー マ 字 入力 、 か な 入力 の 状態 を 示し ます 。 ボ タン を クリ ッ ク し て 一 覧 
か ら 選 択 し て くだ さい 。 


現在 の 入力 モー ド を 表示 し ます 。 入力 モー ド に は 、 全 角 ひ ら が な 、 全 角 
カタ カナ 、 全 角 英 数 、 半 角 カ タカ ナ 、 半 角 英 数 が あり ます 。 


現在 の 入力 方 式 を 表示 し ます 。 入力 方 式 に は 、 漠 字 に 変換 する 、 半 角 確 
定 入力 、 固 定 入力 が あり ます 。 


環境 設定 の ダイ アロ グ ボ ックス を 表示 し ます 。 
NECAIIME95 に 関す る オン ライ ン ヘ ルプ を 表示 し ます 。 こ の オン ライ 
ン ヘ ルプ に は 、 日 本 語 入力 の 基礎 や 関連 知識 な ど に つい て 情報 が あり ま 
す の で 、 ぜ ひ 参 照 し て くだ さい 。 

ツー ル バ ー の 表示 を 切り 替え ます 。 ボ タン を クリ ッ ク す る こと に より 、 
初期 状態 の ツー ル バ ー と 全 ボ タン 表示 の ツー ル バ ー が 切り 替わり ます 。 
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全 ボ タン 表示 に する と 、 湊 の よう な ボタ ン が ツー ル バ ー に 追加 され ます 。 


ファ ンク ショ ン ガ イド の 表示 / 非 表示 を 切り 替え ます 。 

文字 の 変換 や 修正 な ど 、 日 本 語 入力 の 基本 的 な 機能 を 一 覧 か ら 選 択 す る 

= こと が で きま す 。 選 択 で きる 機能 は 、 変 換 、 各 種 変換 、1 文 字 確定 、 取 
り 消し 、 削 除 、 カ ー ソ ル 移 動 、 文 節 移動 、 文 節 区 切り 、 確 定 で す 。 

回 | 単 漢字 入力 の 機能 を 一 覧 か ら 選 択 す る こと が で きま す 。 選 択 で きる 機能 
は 、 都 首 変換 、 音 読み 変換 、 画 数 変換 、 コ ー ド 入力 、 記 号 入 力 で す 。 

辞書 切り 替え の ダイ アロ グ ボ ックス を 表示 し ます 。 

単語 登録 お よび 削除 を 行う ダイ アロ グ ボ ックス を 表示 し ます 。 ま た 、 変 
換 候補 の 削除 を 行う こと も で きま す 。 

辞書 保守 ユー ティ リティ を 起動 し ます 。 

優先 変換 モー ド を 表示 し ます 。 優 先 変換 モー ド に は 、 優 先 変換 な し 、 ロ 
語 優先 、 複 合 語 優先 が あり ます 。 

@ 環 境 設定 に つい て 


環境 設定 ダイ アロ グ ボ ックス は NECAIIME95 ツ ー ル バー の [ 拡 ] ボ タン を クリ ッ ク す 
る か 、 キ ー ボ ー ド の [f-1g] キ ー を 押す と 表示 で きま す 。 


入力 モー ド 、 入 力 方 式 な ど 、 日 本 語 入力 の 基本 的 な 設定 を 行う 場合 は [操作 ] タ ブ を 、 
ツー ル バ ー の 表示 を 変更 する 場合 は [表示 ] タ ブ を 、 使 用 する 辞書 の 設定 を 行う 場合 は 
[辞書 タプ を 、 そ れ ぞ れ ク リッ ク し 、 自 分 の 使い や すい 環境 に 整え て くだ さい 。 


2.3 フォ ント を 利用 する FontAvenue フ ォ ン ト 


FontAvenue フ ブフ ォ ン ト は 、 高 品質 な 日 本 語 の 画面 表示 や プリ ンタ 出力 を 実現 し ます 。 
Windows95 か ら 、FontAvenue は TrueType 版 フォ ント を 提供 し ます 。 ま た 、 本 機 
に は Windows 3.1 と の 互換 用 と し て 、WIEE 版 FontAvenue フ ォ ン ト も 添付 し て いま す 。 


四 WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト を 利用 する 場合 は 、 後 述 の 「WIFE 版 
FontAvenue フ ォ ン ト に つい て 」 に 従っ て イン スト ー ル し て くだ さい 。 
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の いせ 骨 似 誠 茹 9 灘 直 叶 一 縛 


田 TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト の ご 紹介 


本 機 に イン スト ー ル され て いる TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト の 用 途 ・ 特 長 を 説 
明 し ます 。 


TrueType 版 


FontAvenue フォ ント 


内 容 


FA 明 朝 


FAP 明 朝 


FA ゴシック 


FA P ゴシック 


F A 文 結 明 朝 


FA 文 結 ゴシック 
FA クリ アレ ター 
F A ぼぼ る 

FA ゴシック B 
FA 丸 ゴ シッ ク M 
F A 教科 書 M 

F A 瑞 筆 行書 M 
F A 閑 書 M 


FA ポッ プ B 


文書 の 本 文 か ら 小見出し まで に 適し て いま す 。 


文字 形状 に 合わ せ た 宇 詰め に よっ て 、 よ り 美 し く 、 
読み や すい 文章 を 作成 で きま す 。 

文章 の 見 出し 、 強 調 お よび プレ ゼン テー ショ ン 用 
に 適し て いま す 。 

文字 形状 に 合わ せ た 宇 詰め に よっ て 、 よ り 美 し く 、 
読み や すい 文章 を 作成 で きま す 。 

FA 明 朝 の 漢字 に 和風 の か な を 組み 合わ せ た 書 体 
で す 。 手 紙 、 案 内 状 、 俳 句 な ど に 適し て いま す 。 
FA デ シク の 漢字 に 和風 の か な を 組み 合わ せ た 書 体 
で す 。 手 紙 、 案 内 状 、 俳 句 な ど に 適し て いま す 。 
FA 明 朝 の 漢字 に 別 デ ザイ ン の か な を 組み 合わ せ 
た 書体 で す 。 多 目的 の 使用 に 適し て いま す 。 

FA コ "シク の 漢字 に ポッ プ 風 の か な を 組み 合わ せ た 
書体 で す 。 チ ラ シ 、 絵 本 な ど に 適し て いま す 。 
FA デ シク の 線 幅 を 太く し た 書体 で 、 文書 の タイ ト 
ル ・ 大 見 出し 、 小さ な 垂 れ 暮 など に 適し て いま す 。 
見 出し ・OHP な どの 他 、 本 文 に も 適し て いる ソフ 
ト な 書体 で す 。 

小学 校 教育 に 関連 する 文書 な どの 他 、 賞 状 ・ 名 刺 
な ど に 適し て いま す 。 

挨拶 状 ・ 案 内 状 な ど に 適し た 、 流 豚 で 伸び や か な 
文字 で す 。 

年 賀 状 な ど 、 フ ォ ー マ ル な 文書 に 適する 一 方 で 、 
広告 ・ 遊 び 文 書 な どの 用 途 に も 使え る 書体 で す 。 
人 目 を 引き 付け や すい デザ イン に よっ て 広告 な ど 
に 使用 され る 、 遊 び イ メー ジ の 強い 書体 で す 。 


画 TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト の JIS 文 字 セ ッ ト を 切り 替え る 


Windows 95 の TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト は 、JIS90 モ ー ド に 設定 され て いま 
す 。JIS78 モ ー ド へ 切り 替え る に は 、[FontAvenue 文 字 セ ッ ト 切 り 奉 え ] を 使用 し ま 
す 。 


@FontAvenue 文 字 セッ ト 切 り 替 え の 起 動 
動作 中 の 全て の アプ リケーション を 終了 し て か ら 、[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ 
ム ] 一 [NEC ユ ー ス フル パッ ク ] に ある [FontAvenue 文 字 セ ッ ト 切 り 奉 え ] を 起動 し ま 
す 。 全 て アプ リケーション を 終了 する よう 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます の で [OK] ボ 
タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。[FontAvenue 文 字 セ ッ ト 切 り 奉 え ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 
され ます 。 本 機 購入 時 の TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト は 、JIS90 モ ー ド に 設定 
され て いる の で 、[JIS90] に 表示 され ます 。 


JIS78(D 


JIS78 文 字 セ ッ ト へ の 切り 替え 
・ フ ォ ン ト を すべ て JIS78 文 字 セ ッ ト に 切り 替え る 場合 
[全て JIS78 に >] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
・ 特 定 の フォ ント を JIS78 文 字 に 切り 替え る 場合 
[JIS90] の フォ ント を 選択 し て [JIS78 に 変更 >) ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


h 複数 の フォ ント を 選択 する 場合 は 、[CTRLI ま た は [SHIFT| を 押し た まま フォ ン 
ト を 選択 し ます 。 


JIS90 文 字 セ ッ ト へ の 切り 替え 
・ フ ォ ン ト を すべ て JIS90 文 字 セ ッ ト に 切り 替え る 場合 
[< 全て JIS90 に ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
・ 特 定 の フォ ント を JIS90 文 字 セ ッ ト に 切り 替え る 場合 
[JIS78] の フォ ント を 選択 し て [<JIS90 に 変更 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
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の 骨 半 人 哉 敬 き 落 赴 半 一 疹 


・[FontAvenue 文 字 セ ッ ト 切 り 替 え ] を 起動 し て いる 間 は フォ ント の 削除 や 追 


加 を 行わ な いで くだ さい 。 


・ 他 の アプ リケーション が フォ ント ファ イル を 使用 し て いる 時 は 、 文 字 セッ ト 


を 切り 替え る こと が で きま せん 。 他 の プロ グラ ム を すべ て 終了 し て か とら 実行 
し て くだ さい 。 ま た 、 フ ォ ン ト が 他 の コン ピュ ー タ 上 に ある と 切り 替え る こ 
と が で き な い 場合 が あり ます 。 


・TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト を 印刷 し た 場合 、FontAvenue JIS 文 字 


セッ ト 切 り 替 え で 指定 し た 文字 セッ ト と 、 プ リン ト 結 果 の 文字 セッ ト が 一致 
し な い 場 合 が あり ます 。 こ れ は 、 プ リン タ ド ライ バ 等 の 設定 に より 、 

TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト が 、 プ リン タ の 内 蔵 フ ォ ン ト に 置き 替え 
て 出力 され た こと が 原因 で す 。 こ の よう な 場合 に は 、 文 字 セッ ト の 不一致 が 
発生 し た フォ ント を 、 プ リン タ の 内 蔵 フ ォ ン ト で 置き 替え な いよ うに 、 プ リ 
ンタ の 設定 を 変更 し て くだ さい 。 


田 WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト を TrueType 版 FontAvenue 
フォ ント で 代替 する に は 


本 機 で は 、 既 存 の 文書 な ど で 使 用 し て いる 従来 の WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト を 、 
TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト で 代替 する よう に 設定 され て いま す 。 


14 


この 設定 で は 、 以 下 の よ うに フォ ント が 代替 され ます 。 
WIFE 版 TrueType 版 
FA 明 朝 玉 FA 明 朝 
明 朝 -LFA ー* F A 明 朝 
FA デシ ッ ク 2 FA ゴシック 
バッ シッ ク -M FA つつ 。 FA ゴシック 
ゴ ッ シッ ク -B FA つ FA ゴシック B 
丸 * クーM FA つ 。 FA 丸 ゴシック M 
教科 書 -M FA つ 。 FA 教科 書 M 
瑞 筆 行書 -MFA つ  FA 筆 行書 M 


・TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト が イン スト ー ル され て いな い 場 合 は 、 適 


当 な フォ ント に 自動 的 に 代替 され ます が 、 体 裁 が 崩れ る 場合 が あり ます 。 


・WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト が イン スト ー ル され て いる 場合 、 代 替 機能 は 


働き ませ ん 。 


ーー で 作成 し た FontAvenue の 外字 を Windows 95 


ーー 
ーー 


Windows 3.1 で 作成 し た WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト の 外字 は 、[FontAvenue 外 宇 
コン バー タ ] を 使用 し て Windows 95 用 の 外字 と し て 利用 する こと が で きま す 。 


[FontAvenue 外 字 コ ン バ ー タ ] で 外字 を 利用 する に は 、Windows3.1 の 
[FontAvenue 外 字 エ ディ タ ] の [補助 機能 ] メ ニュ ー の [外字 デー タ の FD 媒 体 へ 
E 到 欄 の 退避 ] コ マン ド で 作成 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 用 意 す る 必要 が あり ます 。 


@Windows 3.1 で 作成 し た FontAvenue 外 字 の Windows 95 へ の 移行 
Windows 3.1 で 作成 し た FontAvenue 外 字 を Windows 95 用 の 外字 に 変換 し ます 。 
①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] 一 [NEC ユ ー ス フル パッ ク ] か ら [FontAvenue 


外字 コン バー タ ] を 起動 し ます 。[FontAvenue 外字 コン バー タ ] ウ ィ ン ド ウ が 表 
示さ れ ま す 。 


用 し て いた FontAvenue 外 字 が 見 つか り ま せん "と いう メッ セー ジ を 表示 し ま 
す 。[OK] ボ タン を 押す と 、[FontAvenue 外字 コン バー タ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され 
ます 。 


MM FontAvenue 外 字 が 見 つか ら な い 場 合 は 、 “アッ プ グ レー ド 前 の シス テム で 使 
主意 


0 rd 品 gnue 汗 写 
上 
1 1 


| フォ ント 名 (⑥: 


誠 換 対象 の 外 手 デ ー タ の 指定 ……ーーーーーーーーー 
@ アッ プ グ レー ド 前 の シス テム で 使用 し て いた FontAvanus 外 手 ⑮⑯ 
| | で 〇 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 退 部 し た FontAvanue 外字 (⑤ 1 


ーーー ツ mmm 


| | で 全文 字 ⑩ 
で 文字 コー ド ⑯ 1 
1 (F040~F9FC)  (FO40^F9FC) 
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③[ 変 換 対象 の 外字 デー タ の 指定 ] で [アッ プ グ レー ド 前 の シス テム で 使用 し て いた 
FontAvenue 外 字 ] ま た は [フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 退避 し た FontAvenue 外 字 ] の 
[ドラ イブ ] を 選択 し ます 。 ま た 、[ 変 換 範囲 ] で [全文 守 ま た は [文字 コー ド ] の 範囲 
を 設定 し ます 。 


に FontAvenue 外 字 フ ァイル の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク ドラ イブ に 挿入 し て お いて くだ さい 。 

・[ フ ロッ ピー ディ スク に 退避 し た FontAvenue 外 字 ] は 、Windows 3.1 で 
[FontAvenue 外 字 エ ディ タ ] の [補助 機能 ] メ ニュ ー の [外字 デー タ の FD 媒 体 
へ の 退避 ] コ マン ド で 作成 し た FontAvenue 外 字 フ ァイル だ けが 変換 で きま 
ず 。 


7| ・[ フ ロッ ピー ディ スク に 退避 し た FontAvenue 外 字 ] を 選択 する 場合 は 、 事 前 
まな 


④[OK] ボ タン を 押す と 、 変 換 す る FontAvenue 外 字 が [フォ ント 名 ] の 一 覧 に 表示 さ 
れ ま す 。 


⑥⑤[ フ ォ ン ト 名 ] の 一 覧 に 表示 され て いる FontAvenue 外 字 を 選択 し た 後 、[ 変 換 ] ボ 
タン を 押し ます 。 


複数 の フォ ント を 選択 する こと は で きま せん 。 


注意 


⑥「 指 定 し た フォ ント を 変換 し て よろ し いで すか ?」 と いう メッ セー ジ が 表示 され 
る の で 、[OK] ボ タン を 押し て くだ さい 。Windows 3.1 で 作成 し た FontAvenue 
外字 が Windows 95 用 の 外字 に 変換 され ます 。 

⑦「 変 換 し た ファ イル を 保存 し ます か ? 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 
[OK] ボ タン を 押し て くだ さい 。[ 変 換 後 の ファ イル を 保存 する ] ダ イア ログ ボッ ク 
ス が 表示 され ます 。 

⑧[ 保 管 さ れる 場所 ] と [ファ イル 名 ] を 指定 し た 後 、[ 保 存 ] ボ タン を 押し ます 。 変換 
し た ファ イル が 保存 され ます 。 


念 変 換 し た FontAvenue 外 字 の 外字 エディ タ へ の 取り 込み 


変換 し た FontAvenue 外 字 を 外字 エディ タ に 取り 込ん で Windows 95 で 利用 で きる よ 
うに し ます 。 手 順に つい て は 、 [外字 エディ タ ] の ヘル プ を 参照 し て くだ さ い 。 


る 場合 が あり ます 。 詳し く は 、[FontAvenue 外字 コン バー タ ] の ヘル プ の 、 
は 「 ト ラブ ル シ ュ ー テ ィング 」 一 「 外 字 を 使用 する と 文字 位置 が ずれ る 」 の 項目 
を 参照 し て くだ さい 。 


4 WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト と あわ せ て 外字 を 使用 する と 、 文 字 位置 が ずれ 


圏 WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト に つい て 


WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト は 、Windows3.1 に 標準 搭載 され て いた フォ ント で 
すず 。 

従来 WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト を ご 利用 いた だ いて いた 方 の た め に 、CD-ROM 
ドラ イブ 内 蔵 モ デル を お 使い の 場合 は 、 添 付 の 「 チ ュー トリ アル CD-ROM」 に 、 
PC-9821Nb10/5 を お 使い の 場合 は 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に 、FA 明 朝 、FA マ シッ 2 
の 2 種類 の 書体 を 添付 し て いま す 。 な お 、 初 め て FontAvenue フ ォ ン ト を ご 利用 に な 
る 場合 は 、 よ り 高 品質 な TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト を お 勧め し ます 。 
WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト フ ァイル は 、[FontAvenue イ ンス トール] か ら イ ンス 
トー ル し で ぐ 定 ざ MA 


@FontAvenue イ ンス トー ル を 利用 する 
WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト を 利用 する 際 に 、 追 加 、 再 登録 、 フ ォ ン ト 名 と 高 さ の 
設定 、 文 字 飾り の 設定 、 削 除 、JIS 文 字 セ ッ ト の 切り 替え を 行う に は 、[FontAvenue 
イン スト ー ル 」] を 使用 し ます 。 


FontAvenue 外 字 は 使用 で きま せん 。 


注意 


@FontAvenue イ ンス トー ル の 起動 
[スタ ー ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] 一 [NEC ユ ー ス フル パッ ク ] か ら [FontAvenue イ ン 
スト ー ル ] を 起動 する と 、[FontAvenue イ インストール] ウィンド ウ が 表示 され ます 。 
[FontAvenue イ ンス トール] の 操作 方 法 に つい て は 、 オ ン ラ イン ヘル プ を 参照 し て く 
だ さい 。 
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・CD-ROM ドラ イブ 内 蔵 モ デル 添付 の WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト を 使用 す 
計 | る 場合 は 、CD-ROM ドラ イブ に CD-ROM ドラ イブ 内 蔵 モ デル 添付 の 
は 「 チ ュー トリ アル CD-ROM」 を セッ ト し 、[FontAvenue イ ンス トー ル ] の 
[追加 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、[ イ ンス トール 媒 体 の ドラ イブ ] に 次 の よう に 
指定 し ます 。 
<CD-ROM ド ライ ブ 名 >:\USEFULPK 


・PC-9821Nb10/5 で 、 本 機 添 付 の WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト を 使用 する 
場合 は 、[FontAvenue イ ンス トー ル ] の [追加 ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ イ ン 
スト ー ル 媒体 の ドラ イブ ] に 次 の よう に 指定 し ます 。 < ドラ イブ 名 > に は Win- 
dows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ (通常 は 「A:」) を 指定 し て くだ 
さい 。 


く < ドラ イブ 名 >:\WINDOWS\SYSTEM 


・PC-9821Nb10/5 で 、WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト を 、「 フ ォ ン ト も 削除 
する 」 を 選択 し て 削除 し た 場合 、 再 追加 する に は 、 バ ッ ク ア ッ プ し た ディ ス 
ク か ら の シス テム の 再 セ ッ ト ア ッ プ が 必要 で す 。 

・[FontAvenue イ ンス トール] を 起動 する 際 に は 、 あ ら か じ め す べ て の アプ リ 
ケー ショ ン を 終了 させ て くだ さい 。 

・[FontAvenue イ ンス トール] に は 、TrueType 版 FontAvenue フ ォ ン ト の イ 
ンス トー ル 機 能 は あり ませ ん 。 

・WIFE 版 FontAvenue の フォ ント が イン スト ー ル され て いな い 状 態 で は 、 
[FontAvenue イ ンス トール] ウィ ンド ウ 表 示 直 後 、[ 追 加 ] ダ イア ログ ボッ ク 
ス が 表示 され ます 。 

・ ネ ットワーク 上 の CD-ROM ド ライ ブ お よび フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ か 
ら は 、 フ ォ ン ト を 追加 で きま せん 。 

・ 登 録 先 の ディ レク トリ 名 が ロン グフ ァイル 名 の 場合 、 フ ォ ン ト を 追加 で きま 
せん 。 

・WIFE 版 FontAvenue フ ォ ン ト の JIS 文 字 セ ッ ト 切 り 替 え が 正 常に 動作 し な 
い 場 合 は 、 以 下 の 操 作 を 行っ て くだ さい 。 


① 他 の アプ リケーション を 終了 させ ます 。 

②[FontAvenue イ ンス トール] を 起動 し て 、 文 字 セ ッ ト 切 り 替 え が 正常 に 実 
行 で き な い フォ ント を 選択 し ます 。 

③[ 削 除 ] ボ タン を 押し 、 [削除 ] ウ ィ ン ド ウ で 「 フ ァイル も 削除 する 」 
チェ ッ ク ボ ックス を 選択 し な いで [は い ] ボ タン を 押し ます 。 

(《④Windows 95 を 再起 動 し ます 。 

⑤[FontAvenue イ ンス トー ル ] を 起動 し て 、 文 字 セ ッ ト 切 り 替 え が 正 常に 行 
われ な い フ ォ ン ト を 選択 し ます 。 

⑥[ 再 登録 ] ボ タン を 押し ます 。 

⑦Windows 95 を 再起 動 し ます 。 


田 FontAvenue ボ ー ド の 注意 事項 


FontAvenue ボ ー ド (PC-9801-89) は 、 使 用 で きま せん 。 
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PC-VAN は 、NEC が 運営 する 国内 最大 の パソ ュ ン 通信 で す 。「 最 新 の 情報 を 知り た 
い !」 「 ネ ットワーク を 通し て 友達 の 輪 を 広げ ば たい! 」 と いう よう な 目的 に 、PC- 
VAN の サー ビス は 最適 で す 。 パ ソコ ン 通 信 で PC-VAN を 利用 する は じ め て の 方 の た 
め に 、PC-VAN へ の 入会 か ら PC-VAN サ ービス へ の 接続 、 利 用 まで 、PC-VAN ナ ビ 
ゲー タ で 行う こと が で きま す 。 


@ パ ソコ ン 通 信 を する に は 
FAX モデ ム 内 蔵 モ デル で パソ コン 通信 を する た め に は 、 本 機 の FAX モデ ムカ ー ド と 電 
話 回線 と を 接続 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 接続 方 法 に つい て は 、『 ガ イド ブッ 
ク 』 を 参照 し て くだ さい 。 
その 他 の モデ ル で パソ ュ コン 通信 を する た め に は 、 本 機 と モデ ム ま た は モデ ムカ ー ド と 
電話 回 線 と を 接続 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 接続 方 法 に つい て は 、「 ガ イド ブッ 
ク 」 お よび モデ ム ま た は モデ ムカ ー ド 添付 の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
パソ ュ コン 通信 を PC-VAN で 利用 する に は PC-VAN へ の ユー ザ 登 録 や サー ビス の 利用 
方 法 を 知る 必要 が あり ます 。 こ れ ら に つい て は 、 以 降 の 各 項 を 参照 し て くだ さい 。 


PC-VAN の 利用 
パソ コン 通信 サー ビス 「PC-VAN」 ヘ ユー ザ 登 録 す る と 、「PC-VAN」 の サー ビス 
が 利用 で きま す 。 ユ ー ザ 登録 や サー ビス の 利用 は 、PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ を 使う こ 
で 、 科 単に 行え ます 。 
PC-VAN を 利用 する た め に は 、 あ ら か じ め ユ ー ザ 登録 を する 必要 が あり ます 。 
な お 、 す で に PC-VAN ヘ ユー ザ 登 録 さ れ て いる 場合 は 、「PC-VAN を 利用 する 」 に 
お 進み くだ さい 。 


田 PC-VAN に ユー ザ 登 録 す る 
[オン ライ ン サ イン アッ プ ] を 利用 し て 、PC-VAN ヘ へ ユーザ 韻 録 し ます 。 
①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] 一 [コミ ュ ニ ケー ショ ン ] か ら [ オ ン ラ イン サイ ン 


アッ プ ] を 起動 し ます 。 
[PC-VAN オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ 画面 が 表示 され ます 。 


ン ラ イン は イフ 7 ョ 共 
0222 
PCI の TB 


の 「 中 止 」 き 、 災 続 する 場合 に は 「 サ イン アッ ブ 


AA 


0 つい て は 、 ヘ ルプ を ご 覧 くだ さい 。 
ン ラ イン サイ ン ア ッ プ 上 の 注意 
03 ン ア ッ プ に て お 四 し 込み いた だ く 方 挨 に は 下記 の 箇 


②[ サ イン アッ プ 開 始 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[会 員 規約 の 確認 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され て 、 会 員 規 約 が 表示 され ます 。 
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の 慎 情 半 枚 甚 若 ③ 諾 直 半 一 絹 
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③ 会 員 規約 に 同意 し て 料金 表 や サー ビス 内 容 を 確認 し た 後 、[ 会 員 規 約 に 同意 し 処理 
を 継続 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[回 線 の 設定 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 


ご 利用 に な る 環境 に 合わ せ て 、 以 下 の 設 定 を 行っ て くだ さい 。 


[回 線 の 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス の 項目 


目 
[セン ター の 電話 番号 ] 


[電話 番号 設定 ] 


[内 線 の 使用 ] 


[回 線 の 形式 ] 


[通信 ポー ト ] 


フリ ー ダ イア ル の 電話 番号 が 設定 され て いま す の で 、 変更 し な 
いで くだ さい 。。 


0 発信 の 内 線 か ら ご 利用 の 場合 に は 、 [内 線 を 使用 する ] の 欄 
に チェ ッ ク し て くだ さい 。 


※ 0 発信 以外 の 内 線 発信 の 場合 に は 、 内 線 の 欄 を チェ ッ ク 
せ ず に 、 セ ンタ ー 番 号 欄 で 、“0120” の 前 に 内 線 発信 番号 
を 追加 し て くだ さい 。 


例 ) 9 発信 の 場合 : 9.0120-00-9896 


トー ン ま た は パル ス の 中 か ら 、 ご 利用 の 電話 回 線 に 合わ せ て 設 
定 し て くだ さい 。 


使用 する COM ポ ー ト 番号 を 設定 し ます 。 FAX モデ ム 内 蔵 モ 
デル の 場合 、 本 機 購入 時 は 「3」 に 設定 され て いま す 。 


[使用 キ デ ム ] 


[モデ ム の 設定 ] 


[モデ ム ノ 通信 ポー ト 設 定 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 


メー カー :FAX モデ ム 内 蔵 モ デル の 場合 は 、「NEC」 が 設定 
され て いま す 。 そ の 他 の モデ ル で は リス ト か ら 選 
択 し て くだ さい 。 


型 名 : FAX モデ ム 内 蔵 モ デル の 場合 は 、「PC-9801N- 
J15」 が 設定 され て いま す 。 その他 の モデ ル で は 
リス ト か ら 選 択 し て くだ さい 。 


[モデ ム ノ 通信 ポー ト 設 定 ] で 設定 され て いる 内 容 で す 。 
[モデ ム ノ 通信 ポー ト 設 定 ] で 設定 され て いる 内 容 で す 。 


に 、 型 名 を 「 汎 用 』 に し て お いて くだ さい (詳細 は ご 利用 の モデ ム の マニ ュ ア 


ご 利用 の モデ ム の メー カー が リス ト 中 に な い 場 合 は 、 メ ー カ ー を 「AT モ デム 」 
キ 


ル を ご 覧 くだ さい ) 。 


(《④ す べ て の 項目 を 入力 し た ら [ 次 画面 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[サイ ン ア ッ プ 情報 ・ 住 所 氏名 (1/2)] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 


以下 の 内 容 を 入力 し て くだ さい 。 漢字 や 全角 文字 を 入力 する 際 は 日 本 語 入力 モー 
ド を オン に し て くだ さい 。 


[サイ ン ア ッ プ 情報 ・ 住 所 氏名 (1/2)] ダイ アロ グ ボ ックス の 項目 


[職業 ・ 
昼間 連絡 先 ] 


[氏名 ] 
[フリ ガ ナ ] 
[性 別 ] 
[生年 月 日 ] 


[職業 ] 
[勤務 先 ] 


[勤務 先 ま た は 昼間 連 
絡 先 電話 番号 ] 


[郵便 番号 ] 
[ 都 道 府 県 ] 
[都市 区 ] 


[町 番地 ] 
[電話 番号 ] 


漢字 で 入力 し て くだ さい 、。 
半角 カナ 文字 で 入力 し て くだ さい 。。 
該当 する 項目 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
半角 文字 で 入力 し て くだ さい 。 


[! ] ボタ ン を 押し 、 一 覧 か ら 選 択 し て くだ さい 。 
漢字 で 入力 し て くだ さい 。 

半角 文字 で 入力 し て くだ さい 、。 

例 ) 03-1234-5678 


半角 文字 で 入力 し て くだ さい 。 
[!] ボタ ン を 押し 、 一 覧 か ら 選 択 し て くだ さい 。 
[!] ボタ ン を 押し 、 一 覧 か ら 選 択 し て くだ さい 。 


※ 政令 指定 都市 の 場合 は [市 ] は 表示 され ませ ん 。 [区 ] を 選 
択 し て くだ さい 。 


[} ] ボタ ン を 押し 、 一 覧 か ら 選 択 し て くだ さい 

※ [都市 区 ] で 選択 し た 都市 に よっ て は 選択 不要 の 場合 が あ 
り ます 。 

漢字 で 入力 し て くだ さい 

半角 文字 で 入力 し て くだ さい 。 

例 ) 03-1234-5678 
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の いせ 且 半 対 哉 敬 ③ 藻 直 習 一 絹 


⑤ す べ て の 項目 を 入力 し た ら 、「[ 次 画面 ] ボ タン を 押し ます 。 
[サイ ン ア ッ プ 情報 ・ 住 所 氏名 (2/2)] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 


引き 続き 、 以 下 の 内 容 を 入力 し て くだ さい 。 


[サイ ン ア ッ プ 情報 ・ 住 所 氏名 (2/2)] ダイ アロ グ ボ ックス の 項目 


項 目 設定 方 法 
[加入 方 法 ] [利用 明細 書 送 付 ] 該当 する 項目 を 選択 し て くだ さい 。 
[入会 方 法 ] [優待 会 員 ] を 選択 し て くだ さい 。 
[マニ ュ ア ル ] 該当 する 項目 を 選択 し て くだ さい 。 
[月 額 料金 の 料金 制 ] | 該当 する 項目 を 選択 し て くだ さい 。 


[機種 情報 ] [使用 機種 名 ] [! ] ボタ ン を 押し 、[PC-9800 シリ ー ズ ] を 選択 し て く 
だ さい 。 


[通信 速度 ] [!] ボタ ン を 押し 、 一 覧 か ら 選 択 し て くだ さい 。 


[クレ ジッ トカ ー ド ] [カー ド 種 別 ] [! ] ボタ ン を 押し 、 一 覧 か ら 選 択 し て くだ さい 。 
[カー ド 番 号 ] 半角 文字 で 入力 し て くだ さい 。 

[有効 期限 ] 半角 文字 で 入力 し て くだ さい 。 

[名 義人 氏名 ] 漢字 で 入力 し て くだ さい 。 


[優待 会 員 情報 ] [D] 添付 の 「PC-VAN ウェ ルカ ムキ ッ ト 」 を 参照 し 、 半角 文 

字 で 入力 し て くだ さい 。 

※ 「 入 会 方 法 」 で [優待 会 員 ] を 選択 し た 方 の み 入力 し 
ます 。 

[パス ワー ド ] 添付 の 「PC-VAN ウェ ルカ ムキ ッ ト 」 を 参照 し 、 半角 文 

字 で 入力 し て くだ さい 。 

※ 「 入 会 方 法 」 で [優待 会 員 ] を 選択 し た 方 の み 入力 し 
ます 。 


⑥[ 登 録 ] ボ タン を 押し ます 。 
⑦「 サ イン アッ プ 処 理 を 開始 し て よろ し いで すか ? 」 と いう 確認 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す の で 、[ は い ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
⑧ 最 後に 、 も う 一 度 会 員 規約 の 同意 を 確認 し ます の で 、 同 意 する 場合 は [は い ] ボ タ 
ン を クリ ッ ク し ます 。 
入力 し た 個人 情報 を 通信 ソフ ト が 自動 的 に PC-VAN へ 転送 し ます 。 
⑨ サ イン アッ プ の 最後 に 、 あ な た の ID と 仮 パ スワ ー ド が 表示 され ます 。 忘 れ な いよ う 
に 、 必 ず メ モ し て くだ さい 。 
⑩ID と パス ワー ド を 確認 後 、[ 確 認 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 サ イン アッ プ 処 理 が 終 
了 し まず す 。 
オン ライ ン サ イン アッ プ を 行う と 、PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ の ID と パス ワー ド の 項目 
に 、 今 表示 され た ID と 仮 パ スワ ー ド が 自動 的 に 登録 され ます 。 


田 PC-VAN を 利用 する 


@PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ の 起動 
[PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ ] を 起動 し て 、PC-VAN を 利用 し ます 。 
①[PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ ] を 起動 し ます 。 
[スタ ー ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] を ポイ ント し 、[ コ ミュ ニケ ーション ] か ら [PC- 
VAN ナ ビ ゲ ー タ ] を クリ ッ ク し ます 。 


[」 うま く 起 動 し な いと き は 、 他 の アプ リケーション を すべ て 終了 させ て か ら 再 起 
ーー| 動 し て くだ さい 。 
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@PC-VAN へ の 接続 


パソ ツユ コン 通信 を 利用 し て 、PC-VAN に 接続 し ます 。 

① は じ め て ナビ ゲー タ を 起動 し た 場合 は 、[ 設 定 ] ボ タン を 押し て くだ さい 。[ 通 信 設 
定 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 以下 の 項目 を ご 自分 の 通信 環境 に 合わ せ 
て 設定 し て くだ さい 。 


[通信 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス の 項目 


項 目 


設定 方 法 


[通信 速度 ] 


[ラフ ロー 制御 ] 


[ポー ト 番 号 ] 


[ID、 パ スワ ー ド ] 


[アク セス ポイ ント 
第 1 候補 一 第 3 候補 ] 


[P アド レス ドメイン 名 ] 


[初期 化 文 字 列 ] 


右側 の [! ] ボタ ン を 押す と 、 通 信 速 度 の リス ト が 表示 され ます の で 、 こ の 
中 か ら 選 択 し ます 。 初 期 値 は 9600bps に 設定 され て いま す 。 こ こ で 設定 さ 
れる 通信 速度 は モデ ムー パソ コン 間 の 通信 速度 で す 。PC-VAN の アク セス 
ポイ ント の 通信 速度 と は 異な り ま す 。 


右側 の [! ] ボタ ン を 押す と 、 フ ロー 制御 方 法 の リス ト が 表示 され ます の で 、 
この 中 か ら 選 択 し ます 。 初期 値 の 「CTS/RTS」 の まま に し て お いて くだ さ 
い 。 


使用 する COM ポ ー ト 番号 を 指定 し ます 。 FAX モデ ム 内 蔵 モ デル の 場合 は 、 
初期 値 の 「3」 に し て お いて くだ さい 。TELNET 接続 を 行なう 場合 は 、 
「TELNET」 に 設定 し ます 。 


PC-VAN の ID と パス ワー ド を 入力 し ます 。 こ こ で ID と パス ワー ド を 設定 
する と 、 初 期 画面 の ID と パス ワー ド 欄 に 反映 され ます 。 


お 近く の PC-VAN+ の アク セス ポイ ント の 電話 番号 の 設定 を し て くだ さい 。 

[参照 ボタ ン を クリ ッ ク す る と アク セス ポイ ント 選択 画面 が 表示 され ます の 

で 、 接 続 す る アク セス ポイ ント の [地区 名 ] と [速度] を 選択 し ます 。[ ア ク 

セス ポイ ント 第 1 候補 ] は 必ず 指定 し て くだ さい 。 

内 線 使用 : 0 発信 の 内 線 か ら ご 利用 の 場合 に は 、[ 内 線 ] の 欄 に 
チェ ッ ク し て くだ さい 。 

ダイ アル の 種別 : パル ス (10) プ パ ルス (20) プ ト ー ン の 中 か ら 、 ご 利用 の 
電話 回 線 に 合わ せ て 設定 し て くだ さい 。 


[ポー ト 番 号 ] で 「TELNET」 を 指定 し た 場合 の み 入 力 で きま す 。PC-VAN 
の P ア ドレ ス ま た は ドメイン 名 を 設定 し ます 。 ド メイ ン 名 は "pcvan.or.jp” 
と な り ま す 。 


初期 化 文字 列 を 表示 し ます 。 通常 は 、 空 白 の まま に し て お いて くだ さい 。 


設定 方 法 


[モデ ム 設 定 ] 


[ディ レク トリ ] 


[ログ ファ イル ] 


[ダウ ン ロ ー ド ] 


デ ッ ジ グロー 


[オプ ショ ン ] 


[音声 読み 上 げ を 利用 
する ] 


[辞書 引き を 利用 する ] 


[翻訳 機能 を 利用 する ] 


メー カー : FAX モデ ム 内 蔵 モ デル の 場合 は 、「NEC」 が 設定 され て いま す 。 
その 他 の モデ ル で は 、 リ スト か ら 選 択 し て くだ さい 。 


:FAX モ デム 内 蔵 モ デル の 場合 は 、「PC-9801N-J15」 が 設定 され 
て いま す 。 そ の 他 の モデ ル で は 、 リ スト か ら 選 択 し て くだ さい 。 


ご 利用 の モデ ム が リス ト 中 に な い 場 合 は 、 メ ー カ ー を 「AT モ デム 」 に 、 
型 名 を 「 汎 用 』 に し て お き 、 必 要 に 応じ て [初期 化 文 字 列 ] を 設定 し て 
くだ さい 。 

初期 化 文字 列 を 設定 する 場合 は 、 先 頭 の 「AT」 は 省略 し て くだ さい 。 


ログ ファ イル や ダウ ン ロ ー ド ファ イル 、 ア ッ プ ロー ド フ ァイル を 格納 する ディ 
レク トリ を 指定 し ます 。 デ ィ レ クト リ の 設定 方 法 は 、 次 の 2 つが あり ます 。 


・ 入 力 欄 に 直接 キー ボー ド か ら 入 力 する 。 
・[ 参 照 ] ボタ ン を 押し て 、 リ スト 中 か ら 選 択 す る 。 


ログ ファ イル を 格納 する ディ レク トリ を 指定 し ます 。「PC-VAN ナビ ゲー 
タ 」 で は 、 ロ グフ ァイル が 自動 的 に 作成 され 、 デ ィ ス ク に 保存 され ます 。 初 
期 値 は 「A : 計 PCNAVI」 で す 。 ロ グフ ァイル の ファ イル 名 は 、「PC-VAN 
ナビ ゲー タ 」 を 起動 し た 日 付 と な り ま す 。 


PC-VAN か ら ダ ウン ロー ド す る ファ イル を 格納 する ディ レク トリ を 指定 し 
ます 。 JPEG 画像 を オン ライ ン 表 示し た 後 、 保存 する と きも 、 こ こ で 設定 し 
た ディ レク トリ に 保存 され ます 。 


PC-VAN へ アッ プロ ー ド する ファ イル を 格納 する ディ レク トリ を 指定 し ます 。 
他 ア プリ ケー ショ ン と の 連動 機能 を 使用 する か どう か を 選択 し ます 。 


音声 読み 上 げ 機 能 を 使用 する か どう か を 選択 し ます 。 使 用 する 場合 は 、 メ 
マー ク を 付け ます 。 この 機能 を 使用 する と 、 メ ー ル の 本 文 を 音声 で 開く こと 
が で きま す 。 


※ 音声 読み 上 げ 機 能 は 、「 テ キス トリ ー ダ 」 を 使用 し ます 。 


辞書 引き 機能 を 使用 する か どう か を 選択 し ます 。 使用 する 場合 は 、 メ マー ク 
を 付け ます 。 この 機能 を 使用 する と 、 メ ー ル や ニュ ー ス な ど て で 英 単語 の 意味 
が 分 か ら な いと き に 、 ア プリ ケー ショ ン を 切り 替え る こと な く 、 辞 書 を 引い 
て 調べ る こと が で きま す 。 


※ 辞書 引き 機能 は 「 英 日 ちょ っ と 辞書 引き 君 」 を 使用 し ます 。 
FAX モデ ム 内 蔵 モ デル 以外 の モデ ル で は 、 別途 購入 する 必要 が あり ます 。 
辞書 引き 機能 こつ いて は 、「 英 日 ちょ っ と 辞書 引き 君 」 の ヘル プ を 参照 し て く 
だ さい ^。 


翻訳 機能 を 使用 する か どう か を 選択 し ます 。 使 用 する 場合 は 、 メ マー ク を 付け 
ます 。 こ の 機能 を 使用 する と 、 メ ー ル や ニュ ー ス な ど で 英 語 の 内 容 が 分 か ら な 
いと き に 、 ア プリ ケー ショ ン を 切り 替え る こと な く 、 翻 訳す る こと が で きま す 。 


※ 翻訳 機能 は 「 英 日 翻訳 アダ プ タ 」 を 使用 し ます 。 
FAX モデ ム 内 蔵 モ デル 以外 の モデ ル で は 、 別途 購入 する 必要 が あり ます 。 
翻訳 機能 に つい て は 、「 英 日 翻訳 アダ プ タ 」 の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 


辞書 引き 機能 と 翻訳 機能 を 同時 に 使用 する こと は で きま せん 。 辞 書 引き 
機能 と 翻訳 機能 を 共に 「 使 用 する 」 に 設定 し た 場合 は 、 辞書 引き 機能 の 
み が 利 用 可能 と な り ま す 。 
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の いせ 情 半 国 誠 灘 ③ 誠 選 一 痛 


項 目 設定 方 法 


[項目 選択 は ダブ ルク | 項目 の 選択 を ダブ ルク リッ ク に する か どう か を 選択 し ます 。 使 用 する 場合 
リッ ク に する ] は 、 メ マー ク を 付け て チェ ッ ク し ます 。 この 機能 を 使う と 、 項 目 の 選 択 を 
「 ダ ブル クリ ッ ク 」 で 行い ます 。 


[WWW 連携 プロ グラ | PC-VAN ナビゲータ Ver1.51 は 、 WWW ブラ ウザ と の 連携 機能 を 持っ て い 
ム の 指定 ] ます 。 連携 機 能 を 使う 場合 は 、 連 携 さ せる WWW ブラ ウザ の 実行 ファ イル 
名 を フル パス 名 で 指定 し ます 。 この 機能 を 使う と 、PC-VAN を 通し て イン 
ター ネッ ト 上 の ホー ムペ ー ジ に アク セス する こと が で きま す 。 


※ PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ と 連携 させ る こと の で きる WWW プ ブラ ウザ は 、 連 
携 機能 を 付加 し た ブラ ウザ の み で す 。 


[CD 信号 を 監視 し な い ]| PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ 動作 中 に 、 CD 信号 を 監視 する か どう か を 選択 し ます 。 
監視 し な い 場 合 は 、 メ マー ク を 付け て チェ ッ ク し ます 。 


[フォ ント ] フォ ント を 指定 し ます 。 


② 設 定 終了 後 、[ 通 信 設定 ] 画 面 で [OK] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

③[ID]、[ パ スワ ー ド ] に 自分 の 番号 を 入力 し た 後 、[ 接 続 ] ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 
[PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ ] が 自動 的 に PC-VAN の セン ター に 電話 を か け て 、PC-VAN 
サー ビス に 接続 し ます 。 画 面 が 切り 替わり 、PC-VAN か ら の お 知ら せ が 表 示さ れ 
ます 。 
[マッ プ ] ア イ ュ コン を 選択 し て メニ ュー を 選ん で いく こと に よっ て PC-VAN の 数 多く 
の サー ビス を 利用 する こと が で きま す 。 


M 邊 PC-VAN メ イン メニ ュー 画面 以降 の メニ ュー の 選択 方 法 に つい て は 、[PC- 
| VAN ナ ビ ゲ ー タ の ヘル プ ] を 参照 し て くだ さい 。 


た 地 


2.5 文章 を パソ コン に 読ま せる ンー テキ スト リー ダ 


テキ スト リー ダ は 、 ク リッ プ ボ ー ド に コピ ー さ れ た 文章 (テキ スト デー タ ) を 、 音 声 で 
読み 上 げ ま す 。 キ ー で 入力 し た 文章 を 、 音 声 で 読み 上 げ て 確認 し た い 場 合 な ど に 利用 
まお 。 


テキ スト リー ダ の 操作 方 法 に つい て は 、 次 の 通り で す 。 


第 
1 
部 
本 
機 
の 
機 
能 
を 
利 
用 
す 
る 


@ 文 章 (テキ スト デー タ ) を 読み 上 げ る 
文章 (テキ スト デー タ ) を 読み 上 げ ま す 。 


① 文 章 ( テ キス ト デ ー タ ) を 読み 上 げた い ア プリ ケー ショ ン ( た と えば [メモ 帳 ] や [ワー 
ド パ ッ ド ] な ど ) を 起動 し て 、 文 章 ( テ キス ト デ ー タ ) を 表示 し て お きま す 。 

② 読 み 上 げ る 範囲 を マウ ス で 選択 し て 、[ 編 集 ] メ ニュ ー の [コピ ー] コ マン ド を 選択 し 
立 訟 。 
クリ ッ プ ボー ド に 文章 (テキ スト デー タ ) が 読み 込ま れ ま す 。 

③[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] 一 [NEC ユ ー ス フル パッ ク ] か ら [ テ キス トリ ー 

ダ ] を クリ ッ ク し 、 タ スク バー の [テキ スト リー ダ ] を クリ ッ ク し ます 。 

[テキ スト リー ダ ] が 起動 し ます 。 


④[ ] ボ タン を 押す と 、 マ ウス で 選択 し た 範囲 の 文章 (テキ スト デー タ ) を [テキ スト 
リー ダ ] が 読み 上 げ ま す 。 


| 他 の アプ リケーション が オー ディ オデ バイ ス を 使用 し て いる と き に は 、 読 み 上 
げ は で きま せん 。 


注意 


制御 ボタ ン に は 次 の 機能 が あり ます 。 


[em] テキ スト デー タ の 読み 上 げ を 開始 し ます 。 

[II] 読み 上 げ を 一 時 停止 し ます 。 

[ 田 ] 読み 上 げ を 停止 し ます 。 次 回 の 読み 上 げ 時 は 、 テ キス ト デ ー タ の 最初 か 
ら 開始 し ます 。 
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@ シ ステ ム 環 境 の 設定 を 変更 する 


[オプション ] ボ タン を 押す と 、 オ プシ ョ ン の 設定 画面 が 表示 され ます 。 
設定 する 項目 に つい て は 、 次 の 通り で す 。 


で 読ま な い 


アルト 
ド 大 / 小 文字 を 区 別 する 


る 句点 
で 名 読点 


で リターン 


内 。 容 
[ 語 者 ] 読み 上 げ 時 の 声 を 男性 に する か 女性 に する か を 選択 し ます 。 


[デジ ン ポ ボ / ビ ピッ チ / ア 読み 上 げ る 速度 (テン ポ )、 声 の 高 さ (ピッ チ )、 抑揚 の 強弱 (アク セン ト ) を 、 
クセ ント ] スラ イダ を 操作 し て 調整 し ます 。 


桁 読み (「123」 を 「 ひ ゃ くに じゅ うさ ん 」 と 読む ) か 、 棒読み (「123」 を 「 い 
ち に さん 」 と 読む ) か を 選択 し ます 。 


記号 を 読む か 読ま な いか を 設定 し ます 。 
[アル ファ ベッ ト ] チェ ッ ク し て お く と 、 大 文字 と 小文字 を 区 別して 読み 上 げ ま す 。 


[区 切り モー ド ] 読み の 区 切り を 設定 し ます 。 最 初 は 、「 句 点 」 の 人 箇所 で 区 切っ て 読む 設定 に 
な っ て いま す 。 


さら に 画面 上 部 の ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 次 の 設定 が で きま す 。 詳しく は 各 画 面 で 
[ヘル プ ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、 ヘ ルプ を 参照 し て くだ さい 。 


内 。 容 
[辞書 ] ユー ザー 辞書 の 新規 作成 や 意 録 が で きま す 。 


[シス テム ] 音声 出力 モー ド や テキ スト リー ダ を 常に 前 面 に 表示 させ る か どう か の 設定 が 
で きま 涼 。 


[ボリ ュー ム ] ボリ ュー ムコ ント ロー ル が 表示 され ます 。 


2.6 文章 を 英文 に する ~ 日 英 辞 書 引き 君 ( 単 文 変換 版 ) 


日 英 辞 書 引き 君 ( 単 文 変換 版 )( 以 降 、 日 英 辞書 引き 君 ) を 使う と 、 日 本 語 を 入力 する 操 
作 と 同じ 感覚 で 、 日 本 語 を 英語 に 変換 し た り 、CD-ROM 辞 書 で 、 変 換 し た 英 単 語 の 
意味 を 調べ た りす る こと が で きま す 。 


日 英 辞書 引き 君 で は 以下 の こと が で きま す 。 


・ 単 語 を 辞書 引き する 
・ 日 本 語 の 文 を 英文 に 変換 する 
・CD-ROM 辞 書 の 検索 


ここ で は 、 日 本 語 の 文 を 英文 に 変換 する 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


[」 日 英 辞 書 引 き 君 の 詳し い 使用 法 や 設定 方 法 に つい て は 、 日 英 辞書 引き 君 の ヘル 
LL プ を 参照 し て くだ さい 。 


@ 日 本 語 の 文 を 英文 に 変換 する 


① [日 英 辞書 引き 君 ] を 起動 し ます 。 
[スタ ー ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] を ポイ ント し 、[NEC ユ ー ス フル パッ ク ] か ら 
[日 英 辞書 引き 君 ( 単 文 変換 版 )) を クリ ッ ク し ます 。 
使用 方 法 を 説明 し た 画面 と 、 以 下 の ボ タン が 表示 され ます 。 使 用 方 法 の 画面 を 終 


②CTRLT[XFER] キ ー を 押す な ど し て 、 日 本 語 入 カ モード を オン に し ます 。 
③ 文 章 を 作成 する エディ タ や ワー プロ を 起動 し ます 。 
④ 日 本 語 を 入力 する と 自動 的 に [日 英 辞書 引き 君 ] の 変換 ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


第 2 章 本 機 の 便利 な 機能 29 


第 
1 
部 
本 
機 
の 
機 
能 
を 
利 
用 
す 
る 


30 


Windows 3.1 用 の か な 漢字 変換 を 使用 し て いる 場合 は 、 ボタ ン を クリ ッ ク 
し て 、[ 日 英 辞書 引き 君 ] の 変換 ウィ ンド ウ を 表示 し て くだ さい 。 


⑤ か な 漢字 変換 を 確定 する と 日 英 の 単語 変換 が 行わ れ 、 日 英 混じり 文 が 表示 され ま 
すら 。 


1 1 ar down 0 Eiso3 


動詞 [描く] 


franscribe 多 す ] 

compose 動詞 [ 詩 / 作 文 を (indite よ り 普 通 )| 
describe 動詞 [記述 / 摺 写 ] 

Say 【 動 記 [新聞 / 掲 示 等 が 書い て いる | 


HHe draws a diagram 


⑦[ に キー を 押し て 、 各 単語 の 後ろ に カー ソル が 移動 する と 、 そ れ ぞ れ の 単語 の 別 の 
訳語 候補 が 表示 され ます 。 ま た 、 こ の 状態 ([ 活 用 変更 ] ボ タン ) を クリ ッ ク す 
る と その 単語 の 活用 が 表示 され ます の で 、 マ ウス で クリ ッ ク し て 活用 を 指定 し ま 
まず 。 


1 [動詞 [典型 訳語 
aa down on) (動詞 書き留める] 


国 draw [原形 ・ 現 在 形 ] 
動詞 半 知る 


動詞 | 書 drew 
了 六 を dfe よ り 和 | drawn [過去 


| drawind [現在 
動詞 | 掲 示 革 が 書い て いる ーー 


⑧ 調 (確定 ] ボ タン ) を クリ ッ ク す る と 変換 結果 が 元 の エディ タ や ワー プロ に 取り 込 
まれ ます 。 


He draws a diagram 
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2.7 イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ を 使う 


イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ は 、 イ メー ジス キャ ナ か ら 画 像 を 読み 込ん で デー 
タ に し 、 そ の 画像 デー タ を 編集 する ユー ティ リティ で す 。 

[イメ ー ジ スキ ャ ナ ュ ユー ティ リティ ] を 起動 する に は 、[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ 
ム ] を ポイ ント し 、[NEC ユ ー ス フル パッ ク ] の [イメ ー ジ スキ ャ ナ ユ ー テ ィ リ ティ ] を ク 
リッ ク し ます 。 


画 機 器 の 設定 を する 


イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ を 使用 する 前 に 、 イ メー ジス キャ ナ と パー 
結 | ソナ ルコ ンピュータ を 接続 し て いる イン ター フェ イス ボー ド と ケー ブル が 正常 
* 叶 本 に 接続 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 正 常に 接続 され て いな いり い 場合 は 、 

正常 に 接続 後 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ の 起動 か ら や り 直 し て くだ さい 。 


イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ を お 使い に な る 前 に 、 お 使い の イメ ー ジ スキ ャ ナ に 
あわ せ て 設定 を 変更 する 必要 が あり ます 。 
・ 機 器 の 設定 は [スキャ ナ ] メニ ュー の [機器 設定 ] コマ ンド で 行い ます 。 


通信 速度 (P) 


le00bps | 
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詳し く は イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 
イメ ー ジ スキ ャ ナ の 設定 は 、 お 使い の 機器 に よっ て 次 の 2 つの 設定 方 法 に 分 ける こと 


が で きま す 。 


PC-IN502、PC-IN503 で 、PC-IN505、PC-IN506、 
PC-IN500/4C、PC-IN500/6 


機 器 イン ター フェ イス 


RS-232C ま た は GP-IB 


PC-IN700/4C、 PC-IN700/6C、 その 他 の TWAIN を 
サポ ー ト し て いる スキ ャ ナ 


mm 


TWAIN ドラ イ バ で イン ター フェ イス を 
設定 (設定 方 法 に つい て は 、 ご 使用 の イ 
メー ジス キャ ナ に 添付 され て いる マニ ュ 
アル を 参照 し て くだ さい )。 


モー ド 2 の 設定 方 法 に つい て は 、 各 イメ ー ジ スキ ャ ナ に 添付 され て いる マニ ュ 
アル を 参照 し て くだ さい 。 ま た 、 イ メー ジス キャ ナ に よっ て は 使用 で き な い イ 
ンタ ー フ ェ イ ス が あり ます 。 


設定 の 際 に は 、 イ メー ジス キャ ナ ユ ー テ ィ リ ティ の ヘル プ の 記載 事項 の 他 に 、 次 の こ 


と に 注意 し て くだ さい 。 


@ シ リア ル ま た は GP-IB の イン ター フェ イス で 使う スキ ャ ナ の 場合 の 注意 


・RS-232C を 使用 する 場合 の 注意 


・ 本 機 の シリ アル コネ クタ に RS-232C ス トレ ー ト ケー ブル で イメ ー ジ スキ ャ ナ を 


接続 し て くだ さい 。 


・ イ メー ジス キャ ナ ユー ティ リティ で は 、 ス トッ プ ビ ッ ト 1 ビ ッ ト で 9600bps、 
19200bps、 イ メー ジス キャ ナ と 通信 し ます 。 
・ イ メー ジス キャ ナ 側 の 設定 も 、 イ メー ジス キャ ナ の マニ ュ ア ル を 参照 の 上 、 こ 


の 設定 に あわ せ て くだ さい 。 


・COM ポ ー ト は 通常 「COM1」 に 設定 され て いま す 。 


思 


2 


・ イ メー ジス キャ ナ 側 の 通信 速度 の 設定 方 法 に つい て は 、 各 イメ ー ジ スキ ャ ナ 
に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


・19200bps で 通信 中 に リー ド エ ラ ー( 読 み 込み 不可 ) が 多発 する 場合 は 、 通 信 


速度 を 遅く し て くだ さい 。 
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@ の 骨 半 思 誠 灘 ③ 燥 直 書 一 絹 


・GP-IB を 使用 する 場合 の 注意 
・ イ メー ジス キャ ナ と の 接続 に は 、GP-IB イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド (PC-9801- 
29N) が 必要 に な り ま す 。 
・[ コ ント ロー ルル パネル] ウィ ンド ウ の [シス テム ] の [デバ イス マネ ー ジ ャ ] を 使用 し 
て 、GP-IB イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド で 設定 し て いる INT/ROM ア ドレス が 他 の 
機器 で 使用 きれ て いな いか どう か 確認 し て くだ さい 。 イ メー ジス キャ ナ 側 の 
GP-IB 機 器 番号 は 、 通 常 「2」 で 設定 され て いま す 。 


hh Windows 95 用 イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ で は 、PC-IN503G、POC- 
IN505、PC-IN500/4C、PC-IN500/6 で は SCSI を 使用 し た 読み 取り は で き 
ませ ん 。 


価 TWAIN を サポ ー ト し て いる スキ ャ ナ を ご 使用 の 場合 の 注意 
イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ で は 、Windows 95 対 応 の 32bit TWAIN ドラ 
イ バ が 提供 され て いる イメ ー ジ スキ ャ ナ で あれ ば 、 使 用 する こと が で きま す 。 


四 「 カ ラー イメ ー ジ ユー ティ リティ 」 ま た は 「 イ メー ジス キャ ナ ユー ティ リ 

ーー| ティ 」 が イン スト ー ル され た 状態 で は 、「PC-IN700 シ リー ズ 用 TWAIN32 ド 
ライ バ 」 が イン スト ー ル され て いま す 。 こ の ドラ イ バ は 、PC-IN700/4C、6C 
シリ ー ズ の イメ ー ジ スキ ャ ナ を 使用 する 際 に 必要 な ドラ イ バ で す が 、 本 ドラ イ 
バ の 使用 時 に は 仮 読み 込み 中 お よび ズー ム 中 の 中 止 は で きま せん 。 


一読 み 込む 画像 の 設定 を 変更 する 


スキ ャ ナ で 読み 込み の 作業 を 行う と き 読 み 込む 前 に 、 画 像 デー タ を どう 読み 込む か を 
設定 する 必要 が あり ます 。 

[スキ ャ ナ ] メ ニュ ー の [パラ メー タ 設 定 ] コ マン ド を 選択 する と 、[ パ ラメ ー タ の 設定 ] ダ 
イア ログ ボッ クス が 表示 され 、 画 像 デー タ の 読み 込み 方 法 を 設定 で きま す 。 


| 表示 MI 障 調 (D) 一 。 @ R り 締 講 度 ()) 一 


… [60DPI 


本 了 1 


1 ロ 


Y-Size:1344 


| | 2 | 
| 仮 読み 取り | 


| X-Sze:1854 
| | 設定 
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詳細 に つい て は 、 イ メー ジス キャ ナ ユー ティ リ テ イ の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 


が あり ます 。 詳 細 に つい て は 、 イ メー ジス キャ ナ の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ 


4 これ ら の 項目 は イメ ー ジ スキ ャ ナ に よっ て は 無効 な も の や 、 設 定 で き な い 項目 
本 さい 。 
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画 画 像 を 読み 込ん で 編集 する 


M 四 イメ ー ジ スキ ャ ナ の 読み 取り の 基本 手順 に つい て は 、 イ メー ジス キャ ナ の マ 

ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 こ こ で は 、 読 み 取る 原稿 (画像 イメ ー ジ ) が す で 
に イメ ー ジ スキ ャ ナ に セッ ト さ れ 、 イ メー ジス キャ ナ の 電源 が ON で ある こと 
を 前 提 に し て いま す 。 


画像 デー タ は 、 基 本 的 に は 次 の よう な 手順 で 読み 込ん で 編集 し て いき ます 。 


人 @ 画 像 デー タ の 読み 込み 


①[ ス キャ ナ ] メ ニュ ー の [読み 取り ] コ マン ド を 選択 し ます 。 設 定 し た イメ ー ジ スキ ャ 
ナ お よび イン ター フェ イス を 使用 し ます 。 [パラメータ の 設定 ] ダ イア ログ ボッ クス 
が 表示 され ます 。 

② 画 像 デー タ を 読み 込む 場合 は 、[ 仮 読み 取り ] ボ タン を 押し て くだ さい 。 全 画面 を 一 
度 読み 込み ます 。 仮 読み 込み を 行う と 、 ボ タン が [範囲 指定 の 仮 読み 取り] ボタ ン に 
変わ り ま す 。 

③ 読 み 込む 範 囲 を 指定 で きる よう に な り ま す の で 、 全 範囲 の 中 か ら 必要 な 部 分 だ け マ 
ウス で 範囲 を 指定 し て 、[ 範 囲 指 定 の 仮 読み 取り ] ボ タン を 押し て くだ さい 。 読み 込 
み 中 に 表示 され る ダイ アロ グ ボ ックス で [中 止 ] ボ タン を 押す と 、 仮 読み 込み を 中 止 
し ます 。 

④ 仮 読み 込み 時 の 設定 で 読み 込ん だ 画像 デー タ が 十分 で な か っ た 場合 、 読 み 込み 条件 
(表示 色 、 疑 似 階 調 、 読 み 取 り 線 密度 等 ) を 再度 設定 し 直し 、[ 設 定 ] ボ タン を 押し て 
くだ さい 。 

⑤[ ス キャ ナ ] メ ニュ ー の [読み 取り ] コ マン ド を 選択 し 、 読 み 込み を 開始 し ます 。 読 み 
込み 中 に 表示 され る ダイ アロ グ ボ ックス で 、[ 中 止 ] ボ タン を 押す と 、 読 み 込 み を 中 
止 し ます 。 


読み 込み を 中 止 す る 場合 、 イ メー ジス キャ ナ 側 の スト ッ プ ボタ ン で は 中 止 する 
人 こと は で きま せん 。 ま た 、GP-IB で は 読み 込み 中 は 中 止 す る こと は で きま せ 
注意 ん 。 
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人 @ 画 像 デー タ を 編集 する 
イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ で は 、 ウ ィ ン ド ツウ 内 に 表示 され て いる 画像 デー タ 
を 回 転 き させ た り 反 転 さ せ た り する こと が で きま す 。 
この 部 分 の ボタ ン 
を 使う と 簡単 に 編 
集 が 可能 で す 


マ < 


画像 デー タ 回 転 前 右 90' 回 転 後 180 回 転 後 左 90 回 転 後 


NEC つ ヨ M MEC 


画像 デー タ 反 転 前 左右 反転 後 上 下 反転 後 


また 、 行 っ た 編集 を 取り 消し た けれ ば 、[ 編 集 ] 一 [ 元 に 戻す ] コ マン ド で 実行 直前 の 画 
像 デー タ を 元 に 戻す こと も で きま す 。 元 に 戻せ る の は 直前 に 行っ た 作業 だ け で す 。 


@ 読 み 込ん だ 画像 デー タ を ほか の アプ リケーション に 貼り 付け る 
イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ で 読み 込ま れ た 画像 デー タ は 、 ク リッ プ ボ ー ド に コ 
ピー し て 、 ほ か の アプ リケーション に 貼り 付け る こと も で きま す 。 


① 貼 り 付 けた い 範囲 を マウ ス で ドラ ッ グ し て 指定 し ます 。 指 定 し た 範囲 が 四角 形 の 枠 
で 囲ま れ ま す 。 


②[ 編 集 ] メ ニュ ー の [コピ ー] を 選び ます 。 範囲 指定 を 行っ て いな い 場 合 は 画像 全体 が 
選択 され ます 。 


hh ・ こ の 方 法 で は クリ ッ プ ボー ド に デー タ が コピ ー さ れ て いま す 。 ク リッ プ ボ ー 
ド に コピ ー さ れ た 画像 デー タ に つい て は 、Windows の [クリ ッ プ ボー ド 
ビュ ー ア ] を 起動 し て 確認 し て くだ さい 。 


ぶ 考 


③ 他 の アプ リケーション の 画像 デー タ を 貼り 付け た い 場 所 を 指定 し て 、[ 編 集 ] メ 
ニュ ー の [貼り 付け ] コ マン ド を 選択 し ます 。 画像 デー タ が 他 の アプ リケーション に 
貼り 付け られ ます 。 


@ 読 み 込ん だ 画像 デー タ を 保存 する 

イメ ー ジ スキ ャ ナ で 読み 込ん だ 画像 デー タ を 新規 に 保存 し ます 。 

〈①[ フ ァイル ] メ ニュ ー の [名 前 を 付け て 保存 ] コ マン ド を 選択 し ます 。[ フ ァイル 名 を 
付け て 保存 ]J ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 

② 読 み 込 ん だ デー タ を 保存 する [ドラ イブ ]、[ デ ィ レ クト リ ]、[ フ ァイル 名 ]、[ フ ァ イ 
ル の 種類 ] を 設定 し ます 。 

③ 画 像 ファ イル の 形式 を (*.BMP、*.RLE、*.TIF、*.IMF) か ら 選 択 し て くだ さい 。 
それ ぞ れ の デー タ 形 式 の 違い と 特長 は イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ の ヘル プ 
を 参照 し て くだ さい 。 

④[OK] ボ タン を 押し て くだ さい 。 


圏 イ メー ジス キャ ナ ユー ティ リティ の 注意 事項 


・PEFF 形 式 (Windows 2. 又 に 付属 し て いる [ペイ ント ] で 利用 で きる ファ イル の 形 
式 ) の ファ イル は 、 [ペイ ント ] と の 互換 性 の た め に 存在 し て お り 、Windows 95 
で は BMP 形式 が 一 般 的 に 利用 され て いま す 。 

・IMFF 形 式 (イメ ー ジ スキ ャ ナ ユー ティ リティ 専用 の ファ イル 形式 ) で 保管 され 
た カラ ー 画 像 は 、 保 管 時 に モノ クロ デー タ と な り ま す 。IMFF 形 式 の ファ イル 
は 、 従 来 の [イメ ー ジ スキ ャ ナ ユ ー テ ィ リ ティ ] と の 互換 性 の た め に 存在 し て お 
り 、Windows 95 で は BMP 形式 が 一 般 的 に 利用 され て いま す 。 

・GP-IB を 使用 し て デー タ を 読み 取る 場合 、[ 中 止 ] ボ タン を 使用 し て 読み 取り を 
中 断 す る こと は で きま せん 。 ま た 、ROM ア ドレス D4000-D5FFF の 領域 が ほ 
か の デバ イス に 使用 され て いな いこ と を [デバ イス マネ ー ジ ャ ] で 確認 し て くだ 
さい 。 
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2.8 カラ ー イ メー ジ ユー ティ リティ を 使う 


カラ ー イ メー ジ ユー ティ リティ で は 、 イ メー ジス キャ ナ か ら 画 像 を 読み 込ん で デー 
タ 化 し 、 そ の デー タ や Photo CD な どか ら 読 み 込 ん だ 写真 な どの イメ ー ジ デー タ を 編 
集 す る ユー ティ リティ で す 。 

[スタ ー ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] を ポイ ント し て 、[NEC ユ ー ス フル パッ ク ] の [カラ ー 
イメ ー ジ ュ ユーティリティ] を クリ ッ ク し て 起動 し ます 。 


カタ ー イ メー ジュ ニー ティ リ デ ティ は 、 イ メー ジス キャ ナ ニー ティ リティ より も きら に 高 
度 な 編集 を する こと が で きま す 。 


・ ビ ッ ト マ ッ プ 形式 、TIFF 形 式 、JPEG 形 式 、Photo CD 形式 ファ イル を 読み 込む 
ご ど ど でき 財 す 。 

・ 高 品質 の フル カラ ー(1600 万 色 ) 画 像 を 扱え ます 。 

・ コ ント ラス ト 、 彩 度 、 シ ャ ー プ ネス を 自動 調整 し 、 最 適 表示 し ます 。 

・ 知 形 、 権 円 、 ポ リ ゴ ン (多角 形 )、 ベ ン 、 色 に よっ て 自由 に マス ク ( 指 定 領域 ) を 作 
成 で きま す 。 

・ マ スク で 囲ま れ た 特定 の 色 を 別 の 自由 な 色 に 変更 で きま す 。 

・OLE 2.0 に 対応 し て いま す の で 、OLE 機 能 を 備え た アプ リケーション に 画像 を 
貼り 付け る こと も で きま す 。 


イメ ー ジ ユー ティ リティ ] の 起動 時 に 「mfcans32.dIIl フ ァイル が 見 つか り ま せ 
ん 」 と いう 内 容 の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され る こと が あり ます 。 そ の 場合 
は 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] の [アプ リケーション の 追加 と 削除 ] で Windows 95 
の [ワー ド パ バッ ド ]、[ ペ イン ト ] の どちら か を イン スト ー ル し て くだ さい 。 


7| Windows 95 の [ワー ド バ パッ ド ] ま た は [ペイ ント ] が 削除 され て いる と 、[ カ ラー 
ま 意 


圏 デ ィ ス プレ イ の 設定 
イメ ー ジ デー タ を 高 画質 で 表示 する た め に は 、 お 使い の ディ スプ レイ に あわ せ て カ 
ラー イメ ー ジ ユー ティ リティ の ディ スプ レイ 設定 の 変更 が 必要 で す 。 
ディ スプ レイ の 設定 は 、 [オプション] メニ ュー の [ディ スプ レイ 設定 ] で 行い ます 。 


詳し く は 、 カ ラー イメ ー ジ ユー ティ リティ の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 


体 的 に ピン ク 色 が か っ て 表示 され る 場合 が あり ます 。 


色 温 度 が D65 ま た は D50 の 場合 、 お 使い の ディ スプ レイ に よっ て は 、 画 像 が 全 
ea 本 この 場合 は 、 色 温度 を 「 モ ニタ 依存 白色 」 に 設定 し て くだ さい 。 


田 イ メー ジ デ ー タ を 編集 する 


イメ ー ジ スキ ャ ナ か ら も デー タ を 読み 込む こと が で きま す が 、 こ こ で は 市 販 さ れ て い 
る Photo CD サン プラ ー を 使用 し て 、Photo CD に 書き 込ま れ て いる イメ ー ジ デー タ を 
読み 込ん で 編集 し て み ま す 。 

詳し く は カラ ー イ メー ジ ユー ティ リティ の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 


①CD-ROM ドラ イブ に 、Photo CD サン プラ ー の CD-ROM を 挿入 し ます 。 

②[ フ ァイル ] メ ニュ ー の [開く ] コ マン ド を 選択 し ます 。[ 開 く ] ダ イア ログ ボッ クス が 
表示 され ます 。 

③[ フ ァイル の 場所 ] と [ファ イル 名 ] を 選択 し た 後 、[ 開 く ] ボ タン を 押し ます 。Photo 
CD が 読み 込ま れ て [カラ ー イ メー ジ ユー ティ リティ ] ウ ィ ン ド ウ に イメ ー ジ デー タ 
が 表示 され ます 。 

④[ イ メー ジ ] メ ニュ ー の [自動 高 画質 化 ]】 コ マン ド を 選択 し ます 。 イ メー ジ デ ー タ が 変 
更 さ れ て 、 以 前 より 自然 に 見 える よう に な り ま す 。 
この 他 に も カラ ー イ メー ジ ユー ティ リティ に は さま ざま な 編集 機能 が つい て いま 
す の で 、 同 様 に し て イメ ー ジ デー タ の 加工 を 行っ て くだ さい 。 

⑤[ フ ァイル ] メ ニュ ー の [名 前 を 付け て 保存 ] コ マン ド を 選択 し ます 。[ 名 前 を 付け て 
保存 ]J ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 
[保存 する 場所 ] を 選択 し 、[ フ ァイル 名 ] を 入力 し た 後 、[ フ ァイル の 種類 ] で 保存 す 
る ファ イル の 形式 (BMP、TIFF、JPG) を 選択 し て 、[ 保 存 ] ボ タン を 押し ます 。 
保存 で きる デー タ 形 式 に つい て 、 詳 し く は カラ ー イ メー ジュ ユー ティ リティ の ヘル プ 
を 参照 し て くだ さい 。 
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・ イ メー ジス キャ ナ で 読み 込む 場合 は 、TWAIN32 対 応 の イメ ー ジ スキ ャ ナド ラ 


イ バ が 必要 で す (16 ビ ッ ト の TWAIN ド ライ バ で の 読み 込み は サポ ー ト し て いま 
せん )。 ドラ イ バ の 入手 方 法 に つい て は 、 各 スキ ャ ナ の 発売 元 に お 問い 合わ せく 
だ さい 。 ま た 、 設 定 方 法 に つい て は 、 イ メー ジス キャ ナ に 添付 され て いる マ 
ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 

「 六 ラー イメ ー ジ ュー ディ リティ 」 央 放 策 イメージ スキ ャ チ ラー ディ リ 》 
ティ 」 が イン スト ー ル され た 状態 で は 、「PC-IN700 シ リー ズ 用 TWAIN32 ド 
ライ バ 」 が イン スト ー ル され て いま す 。 こ の ドラ イ バ は 、PC-IN700/4C,6C シ 
リー ズ の イメ ー ジ スキ ャ ナ を 使用 する 際 に 必要 な ドラ イ バ で す が 、 本 ドラ イ バ 
の 使用 時 に は 仮 読み 込み 中 お よび ズー ム 中 の 中 止 は で きま せん 。 


・NEC 製 フシ カラ ー イ メー ジス キャ ナ (PC-IN700/4C、PC-IN700/6C) を ご 使用 


の 場合 、 読 み 取 り 時 の パラ メー タ 設 定 で 、[ 色 ノッ 補正 ]、[ コ ント ラス ト ]、[ プ ブラ 
イト ]、[ 彩 度 ]、[ 色 合い ] の 各 設 定 値 は 、 既 定 値 で 読み 取り し た 場合 に 限っ て 自動 
的 に 最適 化し て 画像 を 表示 し ます 。 


・ 圧 縮 形 式 の 種類 に よっ て は 、 読 み 込め な い ビ ッ ト マ ッ プ ファ イル が あり ます 。 
・ 圧 縮 形 式 お よび マス ク を 考慮 し た TIFF フ ァイル は 読み 込む こと は で きま せん 。 
・CMYK 形 式 の JPEG フ ァイル を 読み 込む こと は で きま せん 。 

・Photo CD 形式 の 読み 込み で は 、Base サ イズ (512X768) 以 外 の ファ イル は 読み 


込む こと は で きま せん 。 


・8 ビ ッ ト モ ノ ク ロ また は 24 ビ ッ ト RGB フ ルカ ラー 以外 の JPEG フ ァイル は 読み 込 


むこ と は で きま せん 。 


・PC-PR820/3 の プリ ンタ ドラ イ バ に よっ て は 、 独 自 の 色 変 換 が 行え な い 場 合 が 


あり ます 。 


2.9 ディ スク の 内 容 を 見 る <FD/CD 表 示 


FD/CD 表 示 で は 、 フ ロッ ピー ディ スク や CD-ROM な どの 内 容 を すぐ に 見 た いり 場合 、 

初め て 使用 する 方 で も 簡単 に ディ スク の 内 容 を 表示 で きま す 。 ま た 、 表 示さ れ て いる 
ファ イル を 作成 し た アプ リケーション で 起動 し た い 場 合 も 、 ク リッ ク す る だ け で 簡単 
に 起動 で きま す 。 


一 FD/CD 表 示 を 利用 する 


FD/CD 表 示 を 起動 し て ディ スク の 内 容 を 表示 し ます 。 
①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] 一 [NEC ユ ー ス フル パッ ク ] か ら [FD/CD 表 示 ] を 
クリ ッ ク し 、 タ スク バー の [FD/CD 表 示 ] を クリ ッ ク し ます 。[FD/CD 表 示 ] ウ ィ ン ド 
ウ が 表示 され ます 。 


『 


の 革 通 半 似 誠 若 9 藻 直 叶 一 弓 


人 PC-9821Nb10/5 を お 使い の 場合 、 購 入 時 の 状態 で は CD-ROM ア イコ ン は 表 
示さ れ ま せん 。CD-ROM ド ライ ブ を 接続 する と 表示 され ます 。 


[FD/CD 表示 ] ウィ ンド ウ に 表示 され る アイ コン 


内 容 


ハー ド デ ィ スク の 内 容 を 表示 し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 を 表示 し ます 。 


CD-ROM の 内 容 を 表示 し ます 。 


[FD/CD 表示 ] を 終了 し ます 。 
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②[FD/CD 表 示 ] ウ ィ ン ド ウ の 各 ア イコ ン を クリ ッ ク す る と 、 デ ィ ス ク の 内 容 が 表示 さ 
れ ま す 。 
CD-ROM の 場合 は 、CD-ROM を ドラ イブ に 挿入 する と 、 自 動 的 に 内 容 が 表示 され 
cas 


(お 使い の 環境 に より 、 画 面 の 内 容 は 多少 異な り ま す ) 


⑪[ 関 連 付 け フ ァイル ] ボ タン ……… び … Windows 95 に 関連 付け られ た ファ イル を 表示 
じ レ ま ま お: 


②[ プ ログ ラム ファ イル ] ボ タン ……… プロ グラ ム フ ァ イル を 表示 し ます 。 
③[ 関 連 付け ファ イル 削除 ]) ボ タン …… 関 連 付け ファ イル を 削除 で きま す 。 
④[ 閉 じ る ] ボ タン … re ドラ イブ 内 容 の 表示 を 終了 し ます 。 


議 ・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ が 2 台 以 上 接続 され て いる 場合 、3 台 目 以降 の フ 
ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の 内 容 は 表示 され ませ ん 。 
・ 再 生 用 の プロ グラ ム (98 プ レー ヤ な ど ) が 自動 起動 する CD-ROM で は 、CD- 
ROM の 内 容 を 自動 的 に 表示 する こと は で きま せん 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 台 と 光 磁 気 デ ィ ス ク 装 置 (MO) が 接続 され て い 
四 る 場合 、 光 ディ スク の 内 容 は 、2 つ 目 の [ フ ロッ ピー ディ スク ] ア イコ ン で 表 
示さ れ ま す 。 
・ PC カード の 内 容 を 表示 する に は 、Windows の [エク スプ ロー ラ ] を 利用 し て 
くだ さい 。 
・ 表 示さ れる アイ コン は 、Windows 95 に 関連 づけ られ た ファ イル の アイ コン 
だ け で す 。 
・ 長 い フ ァイル 名 の ファ イル の アイ コン は 、 省 略し て (.…) 表 示さ れ ま す 。 
・ [関連付け ファ イル 削除 ] ボ タン で 削除 し た ファ イル は 、Windows の [ゴミ 箱 ] 
に は 入り ませ ん 。 


上 位 層 の フォ ル ダ の 内 容 を 表示 し ます 。 


下位 の フォ ル ダ の 内 容 を 表示 し ます 。 


の ' 朋 半 人 蔵 灘 9 落 牙 叶 一 絹 


ビッ トマ ッ プ 形式 の ファ イル で す 。 左 クリ ッ ク す る と [ペイ ント ] が 起動 
し 、 フ ァイル の 内 容 を 加工 ・ 修 正 で きま す 。 


テキ スト 形式 の ファ イル で す 。 左 クリ ッ ク す る と [メモ 帳 ] が 起動 し 、 フ ァ 
イル の 内 容 を 加工 ・ 修 正 で きま す 。 


ワー ド パ ッ ド で 作成 し た 文書 ファ イル で す 。 左 クリ ッ ク す る と [ワー ド 
パッ ド ] が 起動 し 、 フ ァイル の 内 容 を 加工 ・ 修 正 で きま す 。 


アプ リケーション の 操作 方 法 な ど を 説明 し て いる ヘル プ フ ァ イ ル で す 。 左 
クリ ッ ク す る と ヘル プ の 内 容 が 表示 され ます 。 


ル の アイ コン に は 、 サ ウン ド デ ー タ (*.WAV) や ビデ オデ ー タ (*.AVI) な ども あり 


思 [FD/CD 表 示 ] ウ ィ ン ド ウ に 表示 され る Windows 95 に 関連 づけ られ た ファ イ 
ます 。 


@ ア プリ ケー ショ ン の 実行 
① デ ィ ス ク の 内 容 を 表示 し て いる ウィ ンド ウ で 、[ プ ログ ラム ファ イル ] ボ タン を クリ ッ 
ク し ます 。[ プ ログ ラム ファ イル 表示 ] ウ ィ ン ド ウ に 変わ り 、 そ れ ぞ れ の [アプ リ ケ ー 
ショ ン 起 動 ] ア イコ ン が 表示 され ます 。 


(お 使い の 環境 に より 、 画 面 の 内 容 は 多少 異な り ま す ) 


②@ 起 動 す る [アプ リケーション 起動 ] ア イコ ン を クリ ッ ク し ます 。 選 択 し た アプ リ ケ ー 
ショ ン が 起動 し ます 。 
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[ FD/CD 表 示 で は 、 ル ー ト ディ レク トリ に セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 持つ CD- 
LLI ROM を CD-ROM ドラ イブ に セッ ト す る と 自動 的 に セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム を 
検出 し 、 実 行 する 機能 を 持っ て いま す 。 


2.10 オー ディ オ CD/ ビ デオ CD/ フ ォ ト CD を 再生 する 
<98 プ レー ヤ 


オー ディ オ CD、 ビ デオ CD( カ ラオ ケ CD) や フォ ト CD に 対応 し た 再生 用 の アプ リ ケ ー 
ショ ン が 起動 し ます 。 


@CD の 規格 
98 プ レー ヤ が 対応 し て いる CD の 規格 は 次 の と お り で す 。 規 格 外 の CD は 再生 で き な 
い 場合 が あり ます 。 


・ オ ー デ ィ オ CD 

・ ビ デオ CD(Ver1.1) プ カラ オケ CD(Ver1.1) 
・ ビ デオ CD(Ver2.0) 

・ フ ォ ト CD 

・ フ ォ ト CD ポー ト フ ォ リ オ 


田 CD を 再生 する 


L 共 グー トリ メニ ュー の [ デ ロ グ ラム -[ ア クセ サリ 1 [マルチ メデ ィ ア ] を ボ ポイ ント し 
て 、[98 プ レー ヤ ] を クリ ッ ク す る と CD の 種類 に 応じ て 、 次 の よう な 画面 が 表示 され 
ます 。 


@ オ ー デ ィ オ CD の 場合 

総 ト ラ ッ ク 数 と 総 演奏 時 間 が 表示 され て いま す 。 

ボタ ン の 操作 方 法 に つい て は 、 後 述 す る 「 田 オー ディ オ CD を 聴く 」 を ご 覧 くだ さ 
い 。 
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ビデ オ CD( カ ラオ ケ CD) の 場合 
総 ト ラ ッ ク 数 が 表示 され ます 。 
ボタ ン の 操作 方 法 に つい て は 、 後 述 の 「 較 ビデ オ CD( カ ラオ ケ CD) を 見 る 」 を ご 覧 くだ 
さい 。 


h プレ イ バ ッ クコ ント ロー ル 機 能 付き の ビデ オ CD の 場合 は 、 プ レイ バッ クコ ン 
トロ ー ル ウィ ンド ウ も 表示 され ます 。 詳 し く は 、「 ビ デオ CD( カ ラオ ケ CD) 
を 見 る 」 を ご 覧 くだ さい 。 


@ フ ォ ト CD の 場合 
1 枚 目 の 写真 が 表示 され ます 。 
ボタ ン の 操作 方 法 に つい て は 、「 較 フォト CD を 見 る 」 を ご 覧 くだ さい 。 


オ ー デ ィ オ CD を 聴く 


オー ディ オ CD 再 生 時 の ボタ ン 操 作 に つい て 説明 し ます 。 
[Option] を クリ ッ ク す る と 、98 プ レー ヤ の 下 に 、 拡 張 ボ タン が 表示 され ます 。 


@ 基 本 的 な 使い 方 
・ 再 生 プ ーー 時 停止 
[e」 ボ タン ・ ク リッ ク す る と 、 再 生 が 始ま り ま す ([ 上 ] に 変わ る )。 
[Il]」 ボ タン ・ ク リッ ク す る と 、 一 時 停止 し ます (([] に 変わ る )。 
再度 [ 障 ] を クリ ッ ク す る と 、 一 時 停止 し た 場所 か ら 再 生 し ま 
を 
・ 停 止 
[ 園 」 ボ タン ・ ク リッ ク す る と 再生 を 停止 、 ま た は 一 時 停止 状態 を 解除 し ま 
す 。 
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の 通 半 訳 哉 敬 9 藻 直 半 一 絹 


] 1 [ 國 ] ボ タン で 停止 させ た 後 [ 匠 ] を クリ ッ ク す る と 先頭 の 曲 に 戻っ て 再生 を 始め 


ます 。 
・ 巻 き 戻 し ノ 早 送り 
[ 較 」 ボ タン ・ 再 生 中 、 ま た は 一 時 停止 中 に クリ ッ ク し 続け る と 巻き 戻し 、 ボ 
タン を 離す と 再生 し ます 。 
[ 刺 | |] ボタ ン ・ 再 生 中 、 ま た は 一 時 停止 中 に クリ ッ ク し 続け る と 早送り 、 ボ タ 
ン を 離す と 再生 し ます 。 


」 画面 のど 時間 表示 が 変化 し ます 。 ボ タン を 離す と その と き 表 示さ れ て いる 時 間 か 
| 再生 を 開始 し ます 。 


・ 曲 の 頭 出し 
[ 園 ] ボ タン ・ 再 生 中 、 ま た は 一 時 停止 中 に クリ ッ ク す る と 、 再 生 中 の 曲 の 先 
頭 に 戻っ て 再生 し ます 。 
・ 再 生 中 、 ま た は 一 時 停止 中 に 連続 し て クリ ッ ク す る と 、 一 曲 ず 
つ 再 生 する 曲 番号 が 戻り ます 。 
・ 停 止 中 に 連続 し て クリ ッ ク す る と 、 ク リッ ク し た 数 だ け 戻 っ て 
再生 し ます 。 
[ 軸 ] ボ タン ・ 再 生 中 、 ま た は 一 時 停止 中 に クリ ッ ク す る と 、 再 生 中 の 次 の 曲 
か ら 再 生 し ます 。 


・ 再 生 中 、 ま た は 一 時 停止 中 に 連続 し て クリ ッ ク す る と 、 一 曲 ず 
つ 曲 番号 が 先 に 進ん で 再生 し ます 。 
・CD-ROM ト レイ の イジ ェクト 
[会 ] ボ タン ・ 停 止 中 に クリ ッ ク す る と トレ イ が イジ ェクト され 、 再 度 ク リッ ク 
する と トレ イ が 収納 され ます (本 機 で は 使用 で きま せん )。 


較 | イジ ェクト 機能 は 、CD-ROM ド ライ ブ に よっ て は 使用 で き な い 場合 が あり ま 
す 。 


注意 


・98 プ レー ヤ の 終了 
[Exit]l ボ タン ッ グ リッ みす る る 。 維 了 し 素 す 。 


@[Option] ボ タン の 使い 方 
・ リ ピー ト [ の 」 ポ ボタ シ 
クリ ッ ク す る た びに 、 リ ピー ト 再 生 モ ー ド が 1 曲 の み 、 全 曲 へ と 切り 替わり 、 イ ンジ ケー 
タ が 表示 され ます 。 
・ 演奏 時 間 表示 切り 替え [( 〇 ] ボ タン 
クリ ッ ク す る た びに 、 表 示 デ ィ ス プレ イ 部 分 の 時 間 表 示 が 、 現 在 の トラ ッ ク 内 の 演奏 
経過 時 間 か 残り 演奏 時 間 に 切り 替わり ます 。 


・[Program] ボ タン 

再生 順序 を 指定 で きま す 。 詳しく は 、「 オ ー デ ィ オ CD ビデ オ CD の 再生 順序 を 指定 
する 」 を ご 覧 くだ さい 。 
・ ミ ュー ト [lMwM ] ボ タン 

左右 の 音声 出力 を 同時 に OFF し ます 。 音 声 出力 が 左右 と も OFF の 場合 に 、 こ の ボタ ン 
を クリ ッ ク す る と 、 左右 同時 に ON に な り ま す 。 

た だ し 、CD の 再生 中 は 使用 で きま せん 。 
・ 音 声 チ ャ ン ネ ル [ 貴 ][ 大 ] ボ タン 

[ 出 ] ボ タン は 、 左 チャ ン ネ ル 、 [ 剛 ] ボ タン は 右 チャ ン ネ ル の 音声 出力 の ON/OFF を 切 
り 奉 えま す 。 
・[ 状 態 設 定 ] ボ タン 

[自動 再生 ] サ チェ ッ ク ボ ックス を 選択 する と 、98 プ レー ヤ の 起動 時 に 自動 的 に 再生 が 始 
まり ます 。 


4 [ 元 の 画像 サイ ズ で 表示 ] ボ タン と [カラ オケ 一 覧 表示 ] ボ タン は 利用 で きま せ 
ん 。 


注意 


遼 ビ デオ CD( カ ラオ ケ CD) を 見 る 


ビデ オ CD 再 生 時 の ボタ ン 操 作 に つい て 説明 し ます 。 
[Opition] を クリ ッ ク す る と 、98 プ レー ヤ の 下 に 、 拡 張 ボ タン が 表示 され ます 。 


人 @ 基 本 的 な 使い 方 
基本 的 な 操作 は 、 オ ー デ ィ オ CD と ほとん ど 同 じ で す 。 
前 述 の 「 弄 オー ディ オ CD を 聴く 」 の 「 久 基本 的 な 使い 方 」 を ご 覧 くだ さい 。 


・ ビ デオ CD の 再生 中 に ウィ ンド ウサ イズ を ひん ぱん に 変更 する と 、 ビ デオ の 
時 | 表示 が 乱れ る こと が あり ます 。 こ の よう な と き は 、98 プ レー ヤ を いっ た ん 
終了 させ て 再起 動 す る と 、 表 示 が 正常 に 戻り ます 。 
・ プ レイ バッ クコ ント ロー ル 機 能 に 対応 し た ビデ オ CD の 再生 時 に は 、 頭 出し 
機能 は 利用 で きま せん 。 
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@[Option] ボ タン の 使い 方 
・ リ ピー ト [ の ] ボ タン 


クリ ッ ク す る た ぴ に 、 リ ピー ト 再 生 モ ー ド が 1 プロ グラ ム の み 、 全 プロ グラ ム へ と 切 
り 替 わり 、 イ ンジ ケー タ が 表示 され ます 。 


・[Program] ボ タン 


再生 順序 を 指定 で きま す 。 詳 しく は 、「 オ ー デ ィ オ CD ビデ オ CD の 再生 順序 を 指定 
する 」 を ご覧 くだ さい 、。 


・ ミ ュー ト [ 馬 昌 ]」 ボ タン 


左右 の 音声 出力 を 同時 に OFF し ます 。 音 声 出力 が 左右 と も OFF の 場合 に 、 こ の ボタ 
ン を クリ ッ ク す る と 、 左右 同時 に ON に な り ま す 。 


・ 音声 チャ ン ネ ル [ 條 二 [大 ] ボ タン 


[ 出 」 ボ タン は 、 左 チャ ン ネ ル 、 [内] ボタ ン は 右 チ ャ ン ネ ル の 音声 出力 の ON/OFF を 切 
り 奉 えま す 。 


カラ オケ CD で は 、 カ ラオ ケ 演 奏 と ボー カル 音声 は 、 左 右 ど ちら か の チャ ン ネ 
ル に 分 か れ て 録音 され て いま す 。 ボー カル 音声 を 消す と き は 、 左 右 ど ちら か 、 
ボー カル 音声 が 録音 され て いる チャ ン ネ ル の 音声 を ほ 消 す 必 要 が あり ます 。 左 
右 ど ちら か の 音声 を 消す と き は 、[ 細 ] ま た は [ 央 ] を クリ ッ ク し ます 。 ま た 、 
[WMW] を クリ ッ ク す る と 、 両 方 の 音声 を 消す こと が で きま す 。 


・[ 元 の 画像 サイ ズ で 表示 ] ボ タン 


ビデ オ CD の 再生 時 に 、 ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 起動 時 の サイ ズ に 戻し ます 。 


・[ カ ラオ ケー 一 覧 表示 ] ボ タン 


カラ オケ CD の 曲目 が 一 覧 表示 され ます 。 再 生 し た 曲目 を クリ ッ ク し 、 さ ら に [演奏 ] ボ 
タン を クリ ッ ク す る と 、 す ぐに 再生 が 始ま り ま す 。 


・ [状態 設定 ] ボ タン 


[自動 再生 ] チ ェ ッ クボ ックス を 選択 する と 、98 プ レー ヤ の 起動 時 に 自動 的 に 再生 が 始 
まり ます 。 

[画像 再生 時 に スク リー ン セ ー バ を 起動 し な い ] チ ェ ッ クボ ックス を 選択 する と 、 ビ デ 
オ CD の 再生 時 に スク リー ン セ ー バ を 起動 させ な いよ うに し ます 。 


・[ 演 奏 時 間 表示 切り 替え ] ボ タン は 、 利 用 で きま せん 。 
・ プ レイ バッ クコ ント ロー ル 機 能 を 用 いて 独自 の メニ ュー 表示 を 行っ て いる カ 
Pi ラオ ケ CD で は 、[ カ ラオ ケ 一 覧 表示 ] ボ タン 、[ リ ピー ト ] ボ タン 、 お よび 
[Program] ボ タン は 利用 で きま せん 。 


@ プ レイ バッ クコ ント ロー ル の 使い 方 
プレ イ バ ッ クコ ント ロー ル 機 能 付 き の ビ デオ CD の 再生 時 に は 、98 プ レー ヤ と と も に プ 
レイ バッ クコ ント ロー ルウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


・ 議 畔 ボタ ン 
画面 を 表示 し ます 。 
・ 議 謀 ボタ ン 
前 画面 に 戻り ます 。 
・ 国 較 ボタ ン 
次 画面 に 進み ます 。 
・ 識 畔 ボタ ン 
メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
・ 圏 一 較 ボタ ン 
数 値 を 選択 する と き に 使い ます 。 
証 一 回 の 数 字 ボ タン で 番号 を 決定 し て 較 較 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 画 面 を 表示 
に ます 。 
・[ ヤ ] ボ タン 
プレ イ バ パッ クコ ント 品 m 光 7 ンド を デイ ョ シン 公 し ます 。 
・ 軒 証 男 


番号 表示 部 分 を クリ ッ ク す る と 、 数 字 ボ タン で 選択 され た 番号 を キャ ン セ ル し ます 。 


各 ボ タン の 機能 は 、CD-ROM に より 多少 異な っ て いま す の で 、CD-ROM 添 付 
| の 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


注意 


圏 オ ー デ ィ オ CD ビデ オ CD の 再生 順序 を 指定 する 
①98 プ レー ヤ の [Option] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
98 プ レー ヤ の 下 に 拡張 ボタ ン が 表示 され ます 。 


②[Program] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[プロ グラ ムッ ム 予約] ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 。 
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・ プ ログ ラム の 再生 中 と 一 時 停止 中 は 、[Program] ボ タン は 使用 で きま せん 。 
・ プ レイ バッ クコ ント ロー ル 機 能 に 対応 し た ビデ オ CD で は 利用 で きま せん 。 


③[ ト ラッ ク ] の 一 覧 に 表示 され て いる プロ グラ ム の どれ か を クリ ッ ク し 、[ 追 加 ] ボ タン 
を クリ ッ ク し ます 。 
[予約 し た 曲 ] へ 、 選 択 し た プロ グラ ム が 登録 され ます 。 


予約 済み の プロ グラ ム を 解除 する と き は 、[ 予 約 さ れ た 曲 ] の 一 覧 か ら 解 除 し た 
い 曲 を 選択 し 、[ 削 除 ]) ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 ま た 、 す べ て の 予約 を 解除 す 
る と き は 、[ 全 削除 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


④[OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

予約 内 容 を 設定 し な い 場 合 は [Cancell ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
⑤98 プ レー ヤ の [mw ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

登録 し た 順 訂 で 再生 を 始め ます 。 


圏 フ ォ オト CD を 見 る 


フォ ト CD 再 生 時 の ボタ ン 操 作 に つい て 説明 し ます 。 


@ 基 本 的 な 使い 方 


・ 自動 表示 停止 
[ 隊 ]」 ボ タン クリ ッ ク す る と 、 自 動 表 示 を 行い ます 。 
[ 國 ]」 ボ タン クリ ッ ク す る と 、 自 動 表 示 を 停止 し ます 。 
・ 表 示 


[回 」 ボ タン クリ ッ ク す る 、 巻 き 戻 し ます (ポー ト フ ォ リ オ の 再生 時 の み )。 
[ 碧 本] ボタ ン クリ ッ ク す る 、 早 送り し ます (ポー ト フ ォ リ オ の 再生 時 の み )。 
[ 因 ]」 ボ タン クリ ッ ク す る と 、1 つ 前 の 写真 に 戻り ます 。 
[ 馬 ] ボ タン クリ ッ ク す る と 、 次 の 写真 を 表示 し ます 。 
・CD-ROM ト レイ の イジ ェクト 
[ 全 ] ボ タン 停止 中 に クリ ッ ク す る と 、 ト レイ が イジ ェクト され 、 再 度 ク リッ 
ク す る と トレ イ が 収納 され ます (本 機 で は 使用 で きま せん )。 


イジ ェクト 機能 は 、CD-ROM ド ライ ブ に よっ て は 使用 で き な い 場 合 が あり ま 
の 
注意 


・98 プ レー ヤ の 終了 
[Exitl ボ タン 98 プ レー ヤ を 終了 し ます 。 


@[Option] ボ タン の 使い 方 

・[Open] ボ タン 
フォ ト CD に 記録 され て いる 写真 の ファ イル 名 一 覧 を 表示 し ます 。 表 示し た い フ ォ ト 
CD の ファ イル 名 を 選択 し 、[OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

・[List] ボ タン 
フォ ト CD に 記録 さき れ て いる 写真 を 縮小 一 覧 表示 し ます 。 写 真 を クリ ッ ク す る と 、 拡 
大 表示 し ます 。 

・[Size] ボ タン 
クリ ッ ク す る と 、[PhotoCD 画 面 サ イズ の 設定 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 
画面 サイ ズ を 指定 で きま す 。 

・[Color]l ボ タン 
クリ ッ ク す る と 、[ 表 示 色 数 の 設定 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 表 示 色 数 を 
指定 で きま す 。 

・[copy] ボ タン 
クリ ッ ク す る と 、 表 示さ れ て いる 写真 を クリ ッ プ ボー ド ビ ュ ー ア ヘコ ピー し ます 。 


思 [Copy] ボ タン を クリ ッ ク す る だ びに 、 新 し い 写真 デー タ が クリ ッ プ ボー ド に 上 


書き され 、 前 に コピ ー し た デー タ は 消え て し まい ます 。 コ ピー し た デー タ は 次 
の コピ ー を 行う 前 に 必ず 保存 し て くだ さい 。 
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・[Save] ボ タン 


クリ ッ ク す る と 、 [ファ イル 名 を 指定 する ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 ファ 
イル 名 を 指定 し て 、 写 真 を ビッ トマ ッ プ 形式 の ファ イル (BMP) と し て 保存 で きま す 。 


・[Extension] ボ タン 


JPEG に 関す る 各種 設定 を 行い ます 。 詳 し く は 、[Help] ボ タン を クリ ッ ク し て 、 オ ン 
ライ ン ヘ ルプ を ご 覧 くだ さい 。 


の 機能 は 利用 で きま せん 。 

ea 柚 フォ ト CD ポ ー ト フォ リオ の CD で 、[Open] ボ タン 、[List] ボ タン の 機能 を 利用 
する と き は [Extension] ボ タン を 選び 、 ダ イア ログ ボッ クス 中 の 「PhotoCD 
ポー ト フ ォ リ オ の と き は ポー ト フ ォ リ オモ ー ド で 再生 」 チ ェ ッ クボ ックス を 
OFF に し て 、 通 常 の 98 プ レー ヤ と し て 利用 し て くだ さい 。 


4 フォ ト CD ポ ボート フォ リオ を 再生 し て いる 場合 、[Open] ボ タン 、[List] ボ タン 


2.11 英語 モー ド フ ォ ン ト を 使用 する 


日 本 語 モ ー ド フォ ント の まま で 海外 製 Windows 95 ア プリ ケー ショ ン を Windows 95 
で 利用 する 場合 、 著 作 権 (《@⑥) や 登録 商標 (⑥) が 正しく 表示 され ませ ん 。 そ の た め 、 使 用 
する フォ ント の 一 部 を 英語 モー ド フ ォ ン ト に 切り 奪え て 正しく 表示 する 必要 が あり ま 
す 。 ま た 、 そ の 逆 に 英語 モー ド の まま で 日 本 語 版 Windows 95 ア プリ ケー ショ ン を 
Windows 95 で 利用 する 場合 も 、 正 し く 表 示さ れ な い 文 字 が あり ます 。 そ れ ぞ れ の 
モー ド で の 表示 状態 に つい て は 、 次 の 通り で す 。 


海外 製 Windows 95 日 本 語 版 Windows 95 
アプ リケーション を 使用 アプ リケーション を 使用 


日 本 語 モ ー ド フォ ント |「@」ー「 ゥ 」、「⑤⑯」 つ 「 ョ 」、 正しく 表示 され る 


IM 一 「 学 」 
英語 モー ド フ ォ ン ト 正しく 表示 され る 「 ゥ 」 一 「@」、「 ョ 」ー「⑧」、 
「 補 」… 「M 


@ 英 語 モ ー ド フォ ント へ の 切り 替え 
使用 する フォ ント を 日 本 語 モ ー ド か ら 英 語 モ ー ド に 切り 替え ます 。 


①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [設定 ] 一 [コン トロ ー ル パネ ル ] か ら [ フ ォ ン ト ] を 選択 し ま 
す 。[Fonts] フ ォ ル ダ が 開き ます 。 

②[ フ ァイル ] メ ニュ ー の [新しい フォ ント の イン スト ー ル ] コ マン ド を 選択 し ます 。 
[フォ ント の 追加 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 

③[ ドライブ] に Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ (出荷 時 は 「A:」) 
を 指定 し 、[ フ ォ ル ダ ] に 「\WINDOWS\USFONT」 を 指定 し ます 。 

④[ フ ォ ン ト の 一 覧 ] の リス ト ボ ックス に 、「EnglishModeFixedSys (Set 6)」、 
「EnglishModeSystem (Set 昔 6)」、「EnglishModeTerminal (Set 存 6)」 が 表示 
され る こと を 確認 し て か ら 、[ す べ て 選択 ] ボ タン を 押し た 後 、[OK] ボ タン を 押し 
ます 。[Fonts] フ ォ ル ダ 内 に 英語 モー ド フ ォ ン ト が 追加 され 、 英 語 モ ー ド フォ ン 
ト に 切り 替わり ます 。 


ケー ショ ン を Windows 95 で 利用 する と 、「 ウ 」、「 ヨ ョ 」、「\」 が 正しく 表 
示さ れ な く な り ま す 。 この 場合 、 英 語 モ ー ド を 日 本 語 モ ー ド に 切り 替え て くだ 
さい 。 


使用 し て いる フォ ント が 英語 モー ド の まま で 、 日 本 語 版 Windows 95 ア プリ 
主 
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@@ 日 本 語 モ ー ド フォ ント へ の 切り 替え 
使用 する フォ ント を 英語 モー ド か ら 日 本 語 モ ー ド に 切り 替え ます 。 


①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [設定 ]-[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] か ら [ フ ォ ン ト ] を 選択 し ま 
す 。[Fonts] フ ォ ル ダ が 開き ます 。 

②[Fonts] フ ォ ル ダ 内 の 「EnglishModeFixedSys(Set 厚 6)」、「EnglishMode Sys- 
tem (Set 6)」、「EnglishModeTerminal (Set 昔 6)」( 実 際 に は 名 前 が 短く 表示 
され る 場合 も あり ます ) を 選択 し 、[ フ ァイル ] メ ニュ ー の [削除 ] コ マン ド を 選択 し 
ます 。「 こ れ ら の フォ ント を 削除 し て も よろ し いで すか ?」 と いう メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 [はい] ボタ ン を 押す と 英語 モー ド フ ォ ン ト が 削除 され 、 日 本 語 モ ー 
ド フ ォ ン ト に 切り 替わり ます 。 


使用 し て いる フォ ント が 日 本 語 モ ー ド の まま で 、 海 外 版 Windows 95 ア プリ 

4 ケー ショ ン を Windows 95 で 利用 する と 、 著 作 権 (⑥) や 登録 商標 (⑥) が 正しく 表 

本 示さ れ な く な り ま す 。 この 場合 、 日 本 語 モ ー ド を 英語 モー ド に 切り 替え て くだ 
さい 。 


2.12 LAN シ リー ズ の デー タ を 見 る 
と LANPLAN/G、LANFILE、LANWORD ファ イル の クイ ッ ク 表 示 


Windows 95 で は 、Windows ベ ー ス の アプ リケーション で 作成 され た ファ イル は 、 
アプ リケーション を 起動 し な く て も 、 ク イッ クビ ュー ア で その 内 容 を 簡単 に 表示 する 
こと が で きま す 。 本 機 で は 、LAN シ リー ズ で 作成 し た ファ イル も クイ ッ ク ビ ュー ア 
で 表示 する こと が で きま す 。 ク イッ クビ ュー ア で 表示 で きる LAN シ リー ズ の ファ イ 
ル 形 式 に つい て は 、 各 項 を 参照 し て くだ さい 。 


@ び ファ イル を クイ ッ ク 表 示す る 
ファ イル の 内 容 を クイ ッ ク ビ ュー ア で 表示 し ます 。 


①⑪[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] を ポイ ント し [エク スプ ロー ラ ] を 起動 する か 、 
また は デス クト ッ プ の [マイ コン ピュ ー タ ] を ダブ ルク リッ ク し ます 。 

② 表 示し た い フ ァイル を 選択 し た 状態 で 、 マ ウス の 右 ボ タン を クリ ッ ク し ポッ プ 
アッ プ メ ニュ ー か ら [ ク イッ クビ ュー ア ] を 選択 する か 、 同 じ 状 態 で 、[ フ ァイル ] 
メニ ュー か ら の [クイ ッ ク ビ ュー ア ] を 選択 し て くだ さい 。 
[クイ ッ ク ビ ュー ア ] が 起動 し 、 選 択 さ れ た ファ イル の 内 容 が [クイ ッ ク ビ ュー ア ] 
ウィ ンド ウ に 表示 され ます 。 


@⑱ ク イッ ク 表 示す る と き の 注 意 


・LANPLAN/G ワ ー ク シー ト フ ァイル の クイ ッ ク 表 示 の 注意 事項 


・ ク イッ ク 表 示 の 対象 と な る ファ イル は 、LANPLAN/G(Windowss 版 、 
Windowse 95 版 、Windows NTrw 版 ) ワ ー ク シー ト フ ァイル (*.DST) ま た は 文豪 
DP-PLAN の ワー クシ ー ト ファ イル (*.DST) の み で す 。 マ クロ シー ト フ ァイル 
(*kDMT) や PTOS 版 LAN シ リー ズ 、 文 豪 PLAN の ファ イル を クイ ッ ク 表 示す る 
こと は で きま せん 。 

・ ク イッ ク 表 示 機 能 は ファ イル 内 容 の 簡易 表示 を 目的 と し て いま す 。 し た が っ 
て 、 ワ ー ク シー ト に 設定 され た 書式 情報 ( 野 線 プ パ ター ンズ 文字 色 等 ) の 一 部 は 
省略 し て 表示 され ます 。 

・ 最 大 表示 範囲 は 、20 列 X50 行 で す 。 


・LANFILE デ ー タ ベー ス フ ァ イル の クイ ッ ク 表 示 の 注意 事項 


・ ク イッ ク 表 示 の 対象 と な る ファ イル は 、LANFILE(Windowss 版 、Windowss 
95 版 ) デ ィ レ クト リフ ァイル (*.DDR) に 関連 付い て いる デー タベース ファ イル と 
送信 形式 ファ イル (*.DDS) の み で す 。 マ クロ シー ト フ ァイル (*.DDM) や 帳票 
ファ イル (*.DDT)、PTOS 版 LANFILE、LANFOLDER、 文 豪 CARD の ファ イ 
ル は クイ ッ ク 表 示 で きま せん 。 

・ ク イッ ク 表 示 機 能 は ファ イル 内 容 の 簡易 表示 を 目的 と し て いま す 。 し た が っ 
て 、 デ ィ レ クト リフ ァイル に 設定 され た 書式 情報 (文字 色 文 字 フ ォ ン トノ 文字 
サイ ズ ) の 一 部 は 省略 し て 表示 され ます 。 


第 2 章 本 機 の 便利 な 機能 5 


第 
1 
部 
本 
機 
の 
機 
能 
を 
利 
用 
す 
る 


56 


・ 最 大 表示 桁 数 は 100 件 まで で す 。 

・ デ ィ レ クト リフ ァイル に 関連 付い て いる ファ イル が な く 、 同 じ デ ィ レ クト リ に 
同じ 名 前 の デー タフ ァイル が 存在 し な い 場 合 、 表 定義 情報 の み ク イッ ク 表 示さ 
れ 、 デ ー タ は 表示 され ませ ん 。 

・ 表 定義 の み で 作成 し た ディ レク トリ ファ イル を クイ ッ ク 表 示し た 場合 、 表 定義 
情報 の み ク イッ ク 表 示さ れ 、 デ ー タ は 表示 され ませ ん 。 

・1 レ コー ド の 表示 幅 が 340 バ イト を 超え る 場合 、340 バ イト 以内 の 項目 まで 表示 
じ ま ず 。 

・ デ ィ レ クト リフ ァイル に 関連 付い て いる デー タフ ァイル を 読み 込ん で いる と き 
に エラ ー が 発生 し た 場合 、 デ ィ レ クト リフ ァイル の エラ ー と し て メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 


・LANWORD 文 書 フ ァイル の クイ ッ ク 表 示 の 注意 事項 
クイ ッ ク 表 示 の 対象 と な る ファ イル は 、LANWORD(Windowse 版 、Windowse 95 
版 、Windows NTru 版 ) 文 書 フ ァイル (*kDWD) ま た は 文豪 DP-WORD の 文書 ファ イル 
(*IDWD) の み で す 。PTOS 版 LAN シ リー ズ の ファ イル を クイ ッ ク 表 示す る こと は で 
きま せん 。 


2.13 DOS AP イン スト ー ラ 


Windows 95 の 動作 環境 を 変更 せ ず 、MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル を 


行う こと が で きま す 。 ま た 、 既 に イン スト ー ル され て いる MS-DOS ア プリ ケー ショ 


ン の ショ ー ト カッ ト を 作成 し た り 、 使 用 し て いる デバ イス ドラ イ バ の 内 容 を 確認 / 修 


正す る こと も で きま す 。 


注意 


次 の よう な MS-DOS ア プリ ケー ショ ン は 、Windows 上 で は 実行 で きま せん 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク か ら の 起動 が 必要 な アプ リケーション 

この よう な アプ リケーション は 、Windows を 終了 し て MS-DOS モ ー ド で 再 
起動 し て か ら 実 行 し て くだ さい 。 起 動 方 法 の 詳細 に つい て は 、 ア プリ ケー 
ショ ン に 添付 し て いる マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 

・ADDDRV コ マン ド に 対応 し て いな いか な 漢字 変換 機能 を 利用 する アプ リ 
ケー ショ ン や 、 終 了 後 MS-DOS に 戻ら な い ア プリ ケー ショ ン 


この よう な アプ リケーション は 、 後述 の 「 ア プリ ケー ショ ン を 利用 する 際 
の 注意 」 を 参照 し て くだ さい 。 


ここ で 「 シ ョ ー ト カッ ト を 作成 する 」 と は 、「[ ス ター ト ] メ ニュ ー に アプ リ 
ケー ショ ン を 登録 する 」 と いう 意味 で す 。 


アプ リケーション を イン スト ー ル する 前 に アプ リケーション 添付 の マニ ュ ア ル 
を よく 読ん で 、 ア プリ ケー ショ ン が イン スト ー ル 中 に コン ピュ ー タ を 自動 的 に 
リセ ッ ト す る か どう か を 調べ て くだ さい 。 

イン スト ー ル 中 に コン ピュ ー タ を 自動 的 に リセ ッ ト す る アプ リケーション は 、 
DOS AP イン スト ー ラ で は イン スト ー ル で きま せん の で 、MS-DOS モ ー ド で 
コン ピュ ー タ を 再起 動 し て 、 手 作業 で イン スト ー ル し て くだ さい 。 

手 作 業 に よる アプ リケーション の イン スト ー ル に つい て は 後述 の 「 手 作業 に よ 
る アプ リケーション の 登録 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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画 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を イン スト ー ル し て ショ ー ト カッ ト 
を 作成 する 


DOS AP イン スト ー ラ を 使用 し て 、 新 し く MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を イン スト ー 
ルレ た 後 、 シ ョ ー ト カッ ト を 作成 する に は 、 湊 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


@DOS AP イン スト ー ラ で の イン スト ー ル 


MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を DOS AP イン スト ー ラ を 使用 し て イン スト ー ル し ま 
し 記 


〈①⑰[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] を ポイ ント し 、[DOS ア プリ ケー ショ ン ] か ら 
[DOS AP の 登録 ] を 起動 し ます 。 
[DOS ア プリ ケー ショ ン の 登録 ]1 ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され て 、 イ ンス トー ル 
に 必要 な 手順 や 注意 事項 が 説明 され ます の で 、 確 認 し な が ら [ 次 へ ] ボ タン を 押し 
て 進め て くだ さい 。 

② 処 理 を 進め て いく と 、MS-DOS プ ロン プ ト が 起動 し て 、MS-DOS モ ー ド の DOS 
AP イン スト ー ラ の 画面 が 表示 され ます 。 イ ンス トー ル す る MS-DOS ア プリ ケー 
ショ ン の イン スト ー ル 手順 に し た が っ て 、 イ ンス トー ル を 行っ て くだ さい 。 


・MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 中 に CONFIG.SYS と 
了 | AUTOEXEC.BAT の 変更 を 選択 する 場面 が ある 場合 は 、 必 ず “変更 する "を 
FM 選択 し て くだ さい 。 
・ イ ンス トー ル に 際 し て 必要 な ファ イル が ハー ド デ ィ スク に 存在 し な い 場 合 、 
以降 の 操作 が 正しく 実行 で き な い 場合 が あり ます 。 


[ MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 方 法 に つい て は 、MS-DOS ア プリ 
に ケー ショ ン に 添付 され て いる イン スト ー ル また は セッ ト ア ッ プ 関連 の マニ ュ ア 
ル を 参照 し て くだ さい 。 
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③MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 終了 後 、EXIT 過 と 入力 する と Win- 
dows 95 の 画面 に 戻り ます 。 


場合 が あり ます が 、 絶 対 に 行わ な いで くだ さい 。 必ず イン スト ー ル 終了 後 は 、 


4 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン ス トー ル 後 、 リ セッ ト ( 再 起動 ) の 指示 が ある 
回 杜 EXITl と 入力 し て 、Windows 95 の 画面 に 戻っ て くだ さい 


DOS AP イン スト ー ラ で イン スト ー ル で き な か っ た 場合 は 、 後 述 の 「 手 作業 に よ 
る アプ リケーション の 登録 」 を 参照 し て イン スト ー ル し て くだ さい 。 

④ 引 き 続 き 、[DOS ア プリ ケー ショ ン の 登録 ]1 ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され て 、 イ 
ンス トー ル し た MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を [スタ ー ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] 
ー[DOS ア プリ ケー ショ ン ] フ ォ ル ダ に 登録 する 作業 が 行わ れ ま す の で 、 こ れ 以 降 
の 「 イ ンス トー ル し た MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト の 作成 」 の 処 
理 を 進め て くだ さい 。 ま た 、 登 録 し な い 場 合 は 、[ 終 了 ] ボ タン を 押し て [DOS AP 
イン スト ー ラ ] を 終了 し て くだ さい 。 


の イン スト ー ル し た MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト の 作成 
イン スト ー ル し た MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト を 作成 し ます 。 


〈①MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 方 法 を 選択 する 画面 で 、[ コ マン ド で 起動 ] ま た 
は [自動 的 に 起動 ] の どちら か を 選択 し た 後 、[ 次 へ ] ボ タン を 押し て MS-DOS ア プ 
リケーション を 起動 する コマ ンド 名 を 入力 する 画面 に 進ん で くだ さい 。 

② の コマ ンド 名 に は MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 コマ ンド を 入力 する か 、[ 参 照 ] 
ボタ ン を 押し て 起動 用 に 作成 、 イ ンス トー ル し た 実行 ファ イル (*.EXE)、 バ ッ チ 
ファ イル (*.BAT) ま た は コマ ンド ファ イル (*.COM) を 選択 し た 後 、[OK] ボ タン を 
押し て くだ さい 。 


自生 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 コマ ンド に つい て は 、MS-DOS ア プリ ケー 
ショ ン に 添付 され て いる イン スト ー ル また は セッ ト ア ッ プ 関連 の マニ ュ ア ル を 
参照 し て くだ さい 。 


⑧③ 選 択 し た コマ ンド を 表示 し ます の で 、 確 認 し た 後 、[ 次 へ ] ボ タン を 押し て くだ さい 。 
次 に 、 起 動 す る MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 登録 名 を 指定 する 画面 が 表示 され ま 
す の で 、 ア プリ ケー ショ ン 名 を 入力 し た 後 、[ 次 へ ] ボ タン を 押し て くだ さい 。 

④ 次 に MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 に 必要 な デバ イス ドラ イ バ や 環境 変数 を 設 
定 する 作業 が 行わ れ ま す の で 、 こ れ 以 降 の 「MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 用 
アイ コン の デバ イス ドラ イ バ 、 環 境 変数 の 設定 」 の 処理 を 進め て くだ さい 。 
ショ ー ト カッ ト の 作成 が 必要 な い 場 合 は 、[ 終 了 ] ボ タン を 押し て [DOS AP イン ス 
トー ラ ] を 終了 し て くだ さい 。 


自 四 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 に 必要 な デバ イス ドラ イ バ や 環境 変数 に つ 
いて は 、MS-DOS ア プリ ケー ショ ン に 添付 され て いる イン スト ー ル また は 
セッ ト ア ッ プ 関連 の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
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@MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の デバ イス ドラ イ バ 定 義 フ ァイル の 編集 
イン スト ー ル し た MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 起 動 用 デバ イス ドライ バ 、 環 境 変数 を 
設定 し ます 。 た だ し 、MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 時 に CONFIG.SYS 
や AUTOEXEC.BAT が 変更 され た 場合 は 、 こ の 処理 は 行え ませ ん 。 


①⑪①[ オ プシ ョ ン ] ボ タン を 押し ます 。[DOS ア プリ ケー ショ ン の 登録 ]J1 ダ イア ログ ボッ 
クス が 表示 され ます 。 [デバ イス ドライ バ 定 義 フ ァイル の 編集 ] プロ パテ ィ シ ー ト 
が 表示 され ます 。 


デバ イス ドライ バ を 新規 に 追加 する 場合 は 、[ 追 加 ] ボ タン を 押す と 、 デ バイ ス ド 
ライ バ を 選択 する 画面 が 表示 され ます 。[ フ ァイル の 場所 ]、[ フ ァイル 名 ]( デ バイ 
ス ド ラ イ バ 名 : *.DRV) を 選択 し た 後 、[ 開 く ] ボ タン を 押す と [有効 な 内 容 ] に 新規 
に 追加 し た デバ イス ドライバ が 表示 され ます 。 


M 四 [追加 ] は 、Windows の [マイ コン ピュ ー タ ] ま た は [エク ス プロ ー ラ ] の [表示 ] 一 
[オプ ショ ン ] を 実行 し て 、[ す べ て の ファ イル を 表示 ] を チェ ッ ク し て か ら 行 っ 
で くだ さい 。 


こっ 


③ す で に 設定 され て いる デバ イス ドライ バ を 削除 する 場合 は 、[ 有 効 な 内 容 ] に 表示 
され て いる デバ イス ドラ イ バ を 選択 し た 後 、[ 無 効 | ] ボ タン を 押し ます 。 デ バイ 
ス ド ラ イ バ が [無効 な 内 容 ] に 移動 し ます 。 

一 度 、 削 除 し た デバ イス ドラ イ バ を 設定 する 場合 は 、[ 無 効 な 内 容 ] に 表示 され て 
いる デバ イス ドラ イ バ を 選択 し た 後 、[ 1 有効 ] ボ タン を 押し ます 。 

(《④ デ バイ ス ドラ イ バ の 設定 内 容 が 変更 で きた ら 、[ 更 新 ] ボ タン を 押し て くだ さい 。 
デバ イス ドライ バ の 設定 内 容 が 更新 され ます 。 引 き 続 き 、 環 境 変数 の 設定 内 容 の 
変更 を 行い た い 場 合 は 、[DOS AP 起動 用 フ ァイル の 編集 ] タ グ を 押し て くだ さ 
い 。[DOS AP 起動 用 ファ イル の 編集 ] プ ロ パ ティ シー ト が 表示 され ます の で 、 こ 
れ 以 降 の 「MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 用 フ ァイル の 編集 」 の 処理 を 進め て 
くだ さい 。 必要 な い 場 合 は 、[ キ ャ ン セ ル ] ボ タン を 押し て 「MS-DOS ア プリ ケー 
ショ ン の 起動 用 メモ リサ イズ の 設定 」 の 処理 に 進ん で くだ さい 。 


」 ・ すでに 設定 され て いる デバ イス ドラ イ バ を 編集 し た り 、 パ ラメ ー タ を 変更 す 
| る 場合 は 、[ 有 効 な 内 容 ] に 表示 され て いる デバ イス ドライバ を 選択 し た 後 、 
[編集 ] ボ タン を 押し ます 。[ 指 定 行 の 修正 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ま 
す 。 行 の 修正 を し た 後 、[ 更 新 ] ボ タン を 押す と 、 デ バイ ス ドラ イ バ の パラ 
メー タ が 更新 され ます 。 
・ 他 の アプ リケーション で 使っ て いる デバ イス ドラ イ バ 定 義 フ ァイル を 共有 す 
る 場合 は 、[ フ ァイル 変更 ] ボ タン を 押し て 共有 する ファ イル を 選択 し て くだ 
きい 。 


@MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 用 ファ イル の 編集 

イン スト ー ル し た MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 起 動 用 環境 変数 を 設定 し ます 。 

①[DOS AP 起動 用 ファ イル の 編集 ] プ ロ パ ティ シー ト で 環境 変数 を 新規 に 追加 する 
場合 は 、[ 追 加 ] ボ タン を 押す と 、 環 境 変数 を 入力 する た め の 画 面 が 表示 され ま 
す 。 環境 変数 を 入力 し た 後 、[ 更 新 ] ボ タン を 押す と [有効 な 内 容 ] に 表示 され ま 
す 。 

② す で に 設定 され て いる 環境 変数 を 削除 する 場合 は 、[ 有 効 な 内 容 ] に 表示 され て い 
る 環境 変数 を 選択 し た 後 、[ 無 効 | ] ボ タン を 押し ます 。 環 境 変数 が [無効 な 内 容 ] 
に 移動 し ます 。 
削除 し た 環境 変数 を 設定 する 場合 は 、[ 無 効 な 内 容 ] に 表示 され て いる デバ イス ド 
ライ バ を 選択 し た 後 、[ 1 有効 ] ボ タン を 押し ます 。 

③ 環 境 変数 の 設定 内 容 が 変更 で きた ら 、[ 更 新 ] ボ タン を 押し て 、[OK] ボ タン を 押し 
て くだ さい 。 環 境 変数 の 設定 内 容 が 更新 され て 、[DOS ア プリ ケー ショ ン の 登録 ] 
ダイ アロ グ ボ ックス が 終了 し 、 メ モリ サイ ズ を 設定 する 画面 に 進み ます 。 メ モリ 
サイ ズ の 設定 が 必要 な 場合 は 、「MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 用 メモ リサ イ 
ズ の 設定 」 の 処理 を 進め て くだ さい 。 


WMS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 用 メモ リサ イ ズ の 設定 
イン スト ー ル し た MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 起動 用 メモ リサ イズ を 設定 し ます 。 
①[ オ プシ ョ ン ] ボ タン を 押す と 、 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を 実行 する ディ レク 
トリ を 設定 する 画面 が 表示 され ます 。 


[XXX] を 実行 する ディ ルト リ を 入力 し て くだ さい 


ディ L2 ト V(D) 
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② 実 行 す る ディ レク トリ 名 を 入力 し た 後 、[ 次 へ ] ボ タン を 押し ます 。 設 定 内 容 が 有 
効 に な り 、 メ モリ サイ ズ を 設定 する 画面 に 進み ます 。 


[XXX] で 使用 する 巡 リサ イス" 裕 入 力 し て くだ さい 


ヤ ペ ツナ ル 江上 や 2 
evs oy 部 本 
XMS 地 り (①) M 


環境 実 表 の 0 基 サス [ 邊 動 ご] 
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③[ コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ ]、[EMS メ モリ ]、[XMS メ モリ]、[ 環 境 変数 の 初期 サ 
イズ ] を 設定 し た 後 、[ 次 へ ] ボ タン を 押し ます 。 コ マン ド 、 実 行 デ ィ レ クト リ 、 メ 
モリ サイ ズ の 設定 を 確認 する 画面 が 表示 され ます 。 

④ 設 定 を 確認 し た 後 、[ 次 へ ] ボ タン を 押し ます 。MS-DOS ア プリ ケー ショ ン が 、 
[スタ ー ト ] メ ニュ ー か ら ア イコ ン を 選択 する こと で 起動 で きる よう に な り ま す 。 


@MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を 起動 する 
トス ネ ター ト ] メ ニュ ー の [ブロ グラ ラム] を ポイ ント し 、 [DOS ア デリ ケー ショ ン ] に ある 
MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の アイ コン を 選択 し て くだ さい 。 起 動 し た い MS-DOS ア 
プリ ケー ショ ン が 起動 し ます 。 ま た は 、[DOS ア プリ ケー ショ ン ] フ ォ ル ダ を 開い て 
MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て くだ さい 。 


田 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト を 作成 する 
DOS AP イン スト ー ラ を 使用 し て 、 新 し く MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト 
カッ ト を 作成 する に は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


WMS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト の 作成 
MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト を 作成 し ます 。 


①[DOS AP ショ ー ト カッ ト の 作成 ] を 起動 する と 、[DOS ア プリ ケー ショ ン の 登録 ] 
ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 。 

② 画 面 に 表示 され る 指示 に し た が っ て 、[ 次 へ ] ボ タン を 押し て 処理 を 進め て くだ さ 
い 。 ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル され て いる MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を 起動 
する コマ ンド を 入力 する 画面 が 表示 され ます 。 起動 コマ ンド を 入力 する か 、[ 参 
照 ] ボ タン を 押し て 起動 用 に 作成 、 ま た は イン スト ー ル され て いる 実行 ファ イル 
(*.EXE)、 バ ッ チ ファ イル (*.BAT) ま た は コマ ンド ファ イル (*.COM) を 選択 し た 
後 、[OK] ボ タン を 押し て くだ さい 。 

③ ア プリ ケー ショ ン 名 を 設定 する 画面 が 表示 され ます の で 、 ア プリ ケー ショ ン 名 を 
入力 し た 後 、[ 次 へ ] ボ タン を 押し て くだ さい 。 以降 の デバ イス ドライバ 、 環 境 変 
数 、 メ モリ サイ ズ の 設定 は 、 前 述 の 「MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を イン スト ー ル 
し て ショ ー ト カッ ト を 作成 する 」 で 行っ た の と 同じ 手順 で 設定 し て くだ さい 。 
MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト が 、[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グ 
ラム ]-[DOS ア プリ ケー ショ ン ] に 登録 され ます 。 


WMS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト の 起動 
MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト を 起動 する に は 、 次 の 2 つの 方 法 が あ 
り ま す 。 


・[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] 一 [DOS ア プリ ケー ショ ン ] か ら MS-DOS ア プ 
リケーション の ショ ー ト カッ ト を クリ ッ ク す る 

・[ マ イ コン ピュ ー タ ] や [エク スプ ロー ラ ] か ら \Windows\ ス ター トメ ニュ ー\ プ 
ログ ラム に ある [DOS ア プリ ケー ショ ン ] フ ォ ル ダ を 開い て 、MS-DOS ア プリ ケー 
ショ ン の ショ ー ト カッ ト を ダブ ルク リッ ク す る 


田 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の ショ ー ト カッ ト の デバ イス ドラ イ 
バ 、 環 境 変数 を 変更 する 


ショ ー ト カッ ト の デバ イス ドラ イ バ の 内 容 を 変更 し ます 。 


① デ バイ ス ド ラ イ バ の 内 容 を 確認 する ショ ー ト カッ ト ア イコ ン を 選択 し ます 。 
ショ ー ト カッ ト ア イコ ン に マウ スカ ー ソ ル を 近づけ た まま 右 ク リッ ク す る か 、 ま 
た は 、[ エ クス プロ ー ラ ] の [ファ イル ] メ ニュー を 選択 し 、[ デ バイ ス ドラ イ バ の 変 
更 ] を 選択 し て くだ さい 。 使用 し て いる デバ イス ドラ イ バ の 一 覧 が 表示 され ます 。 

② 以 降 の デバ イス ドラ イ バ と 環境 変数 の 設定 に つい て は 、「MS-DOS ア プリ ケー 
ショ ン の デバ イス ドラ イ バ 定 義 フ ァイル の 編集 」 と 「MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 
の 起動 用 フ ァイル の 編集 」 の 手順 を 繰り 返し ます 。 
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田 DOS AP イン スト ー ラ の 注意 事項 


・ か な 漢字 変換 ドラ イ バ の み の 登 録 は で きま せん 。 

・MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 終了 後 、 自 動 的 に リセ ッ ト を 行う 
(リセ ッ ト ボ タン を 押す 以外 の 操作 を 受け 付け な い 場 合 も 含み ます )MS-DOS ア 
プリ ケー ショ ン は 登録 で きま せん 。 

・MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 途中 で エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 環 
境 設定 ファ イル (CONFIG.SYS、AUTOEXEC.BAT) は 変更 され た まま の 状態 
に な り ま す 。 

・ ブ ロッ ク デ バイ ス を 使用 する MS-DOS ア プリ ケー ショ ン は 、 正 常に 動作 し な い 
こと が あり ます 。 

・ 起 動 コ マン ド に バッ チ フ ァイル (*.BAT) を 指定 し て いる アイ コン を 起動 し た 場 
合 、 ア プリ ケー ショ ン を 終了 し て も MS-DOS プ ロン プ ト が 終了 し な いこ と が あ 
り ま す 。EXIT[ 記 と 入力 し て MS-DOS プ ロン プ ト を 終了 させ て くだ さい 。 

・MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 固 有 の か な 漢字 変換 ドラ イ バ を 使用 する MS-DOS 
アプ リケーション は 、MS-DOS プ ロン プ ト が 起動 し た 後 で か な 漢字 変換 ドラ イ 
バ を 使用 する 環境 を 作成 (CONFIG.SYS、AUTOEXEC.BAT を 変更 ) し 、 
MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル を 行っ て くだ さい 。 

・MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 動作 時 に 必要 な 設定 を 手 作 業 で 行う 場合 は 、 
MS-DOS プ ロン プ ト 終 了 前 に 行っ て くだ さい 。 


還 手 作業 に よる アプ リケーション の 登録 
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DOS AP イン スト ー ラ で イン スト ー ル で き な い アプ リケーション は 、 本 項 の 説明 を 
参考 に し て 登録 し て くだ さい 。 以下 に 具体 的 な 操作 手順 を 説明 し ます 。 あ ら か じ め 、 
フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を 1 枚 用 意 し て くだ さい 。 な お 、 説 明 は 以下 
の 前 提 で 行い ます 。 お 使い の シス テム 構成 と 異な る 場合 は 、 読 み 替 えて くだ さい 。 


・Windows が イン スト ー ル され て いる 内 蔵 ハ ー ド ディ スク : A 人 ドラ イブ 

・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ :B ド ライ ブ 
DOS AP イン スト ー ラ で イン スト ー ル し よう と し て 成功 し な か っ た 場合 は 、 手 順 ① 
か ら 順 に 、 そ う で な い 場 合 は 手順 の か ら お 読み くだ さい 。 


①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] を ポイ ント し 、[ エ クス プロ ー ラ ] を 選択 し ま 
3 [エク スプ ロー ラ ] ウ ィ シン ドウ が 表示 され ます 。 

②[ 表 示 ] 一 [オプ ショ ン ] を 選択 する と [オプ ショ ン ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。[ 表 
示 ] タ ブ を 選択 し 、[ す べ て の ファ イル を 表示 ] を 選択 し て 、[OK] ボ タン を 押し ま 
悪 。 

③ エ クス プロ ー ラ で [Windows] フ ォ ル ダ を 開き 、 順 に [スタ ー ト メニ ュー]、[ プ ロ 
グラ ム ]、[DOS ア プリ ケー ショ ン ] と 開い て いき 、 最 後に [DATA] フ ォ ル ダ を 開き 
表す 

④[X_AUTO.BAT]、[X_CONF.SYS]OX は ドラ イブ 名 ) の 2 つの ファ イル を ドラ ッ グ 
アン ドド ロッ プ で ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に コピ ー し ます ( 元 の 
CONFIG.SYS、AUTOEXEC.BAT は 削除 し て お きま す )。 


⑤ コ ピー し た ファ イル を 選択 し 、[ フ ァイル ] メ ニュ ー か ら [ 名 前 の 変更 ] を 選択 し 
て 、X AUTO.BAT は AUTOEXEC.BAT に 、X_CONF.SYS は CONFIG.SYS に 名 前 
を 変更 し ます 。 

⑥ コ ピー し た ファ イル を 選択 し 、[ フ ァイル ] メ ニュ ー か ら [ プ ロ パ ティ ] を 選択 し 
て 、[ 属 性 ] の [隠し ファ イル ] の チェ ッ ク マ ー ク を 消し ます 。 

⑦ フ ォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を B ド ライ ブ に 挿入 し 、Windows の [ エ 
クス プロ ー ラ ] を 利用 し て 、A ド ライ ブ の ルー トディ レク トリ に ある CONFIG.SYS 
と AUTOEXEC.BAT の 2 つの ファ イル を B ド ライ ブ に コピ ー し ます 。 

⑧B ド ライ ブ に コピ ー し た ファ イル の 名 前 を 、 そ れ ぞ れ CONFIG.NEC、 
AUTOEXEC.NEC に 変更 し ます 。 

⑨ フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し ます 。 

起動 中 の アプ リケーション を すべ て 終了 し 、[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [Windows の 
終了 ] を 選択 し 、[MS-DOS モ ー ド で コン ピュ ー タ を 再起 動 す る ] を 選択 し ます 。 

⑪MS-DOS モ ー ド で 再起 動 し た ら ア プリ ケー ショ ン を イン スト ー ル し ます 。 


うか 確認 され た ら 、「 書 き 替 えな い 」 を 選択 し て くだ さい 。 確認 メ ッ セ ー ジ が 
E 球 械 表示 され な か っ た 場合 は 、、 ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 終了 後 、⑦ で 用 意 
し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に 挿入 し て 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の 
よう に 入力 し ます 。 
COPY B:\CONFIG.NEC A:\CONFIG.SYS 
COPY B:\AUTOEXEC.NEC A:\AUTOEXEC.BAT 団 


また 、 ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル 先 や 起動 ドラ イブ と し て A ド ライ ブ 以 
外 の ドラ イブ を 指定 し た 場合 、 そ こ に CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT が 存 
在 す る と それ ら の ファ イル が 書き 替え られ る 可能 性 が あり ます 。 そ の 場合 は 、 
上 記 手 順 を 参考 に し て 、 該 当 ド ライ ブ の CONFIG.SYS、AUTOEXEC.BAT を 
復元 し て くだ さい 。 


| 朋 | イン スト ー ル 中 に CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT を 書き 替え て も よい か ど 


⑫EXIT 記 と 入力 し て コン ピュ ー タ を 再起 動 し ます 。 これ 以降 は 前 述 の 「MS-DOS 
アプ リケーション の ショ ー ト カッ ト を 作成 する 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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の 恒 半 記 若 若き ③ 芽 憶 一 弓 


田 ア プリ ケー ショ ン を 利用 する 際 の 注意 
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定 し て いる も の が あり ます 。 ご 使用 の 際 に は 、 ア プリ ケー ショ ン が 動作 する 
二 MS-DOS の バー ジョ ン を 確認 し て くだ さい 。 


隊 | 市 販 の MS-DOS ア プリ ケー ショ ン に は 、 使 用 する MS-DOS の バー ジョ ン を 指 


・ ADDDRV コ マン ド で か な 漢字 変換 用 デバ イス ドラ イ バ が 組み 込め な い ア プリ ケー 


ショ ン 、 ま た は 終了 し て も MS-DOS に 戻ら な い ア プリ ケー ショ ン の 実行 方 法 


①[ エ クス プロ ー ラ ] で 目的 の プロ グラ ム の アイ コン を 選択 し ます 。 

②[ フ ァイル ] メ ニュ ー の [プロ パテ ィ ] を 選択 し ます 。 

③[ プ ロ パ ティ ] ウ ィ ン ド ウ で [プロ グラ ム ] を 選択 し 、[ 詳 細 設定 ] ボ タン を 押し ます 。 

④[MS-DOS モ ー ド ] に チェ ッ ク マ ー ク を つけ [新しい MS-DOS 設 定 を 指定 する ] を 選 
択 し ます 。 


⑤[MS-DOS モ ー ド 用 CONFIG.SYS フ ァイル ] と [MS-DOS モ ー ド 用 
AUTOEXEC.BAT フ ァイル ] を 記述 し ます 。 


⑥[OK] ボ タン を 押し て [プロ パテ ィ ] の ウィ ンド ウ に 戻り ます 。 

⑦[OK] ボ タン を 押し て [プロ パテ ィ ] の ウィ ンド ウ を 閉じ ます 。 

⑧[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [Windows の 終了 ] を 選択 し 、[MS-DOS モ ー ド で コン 
ピュ ー タ を 再起 動 す る ] を 選択 し 、[ は い ] ボ タン を 押し ます 。 

⑨ コ ンピュータ が 再起 動 し た ら ア プリ ケー ショ ン を 実行 し ます 。 


・ 登録 し た アプ リケーション の 実行 環境 を 詳細 に 設定 する に は 


各 プ ログ ラム の [プロ パテ ィ ] で 設定 を 行い ます 。 詳細 は ヘル プ の [キー ワー ド ] 画 面 
で [MS-DOS プ ログ ラム ] の 項目 を 検索 し 参照 し て くだ さい 。 


・ 登 録 し た アプ リケーション に オリ ジ ナ ル の アイ コン を 割り 当て る に は 


各 プ ログ ラム の [プロ パテ ィ ] で 設定 を お こない ます 。 次 の 手順 で アイ コン を 割り 当 
で で 7 でき We 


①[ エ クス プロ ー ラ ] で 目的 の プロ グラ ム を 選択 し ます 

②[ フ ァイル ] メ ニュ ー か ら [ プ ロ パ ティ ] を 選択 し ます 

③[ プ ロ パ ティ ] ダ イア ログ ボ ックス で [プロ グラ ム ] を 選択 し 、[ ア イコ ン の 変更 ] ボ 
タン を 押し ます 。 

④[ ア イコ ン の 変更 ]1 ダ イア ログ ボッ クス で アイ コン を 選択 し 、[OK] ボ タン を 押し ま 
す 。 

⑤[OK] ボ タン を 押し て [プロ パテ ィ ] の ウィ ンド ウ を 閉じ ます 。 


」 PC-9821Na12、PC- 本村 PC9821Nb10/S に 昌 す る 情報 で す 。 | 


本 機 で 画面 の 解像度 を 640X480 ド ッ ト で 使用 し て いる と 、 表 示 画 面 は 、 通 常 は 本 機 
の カラ ーー 液晶 ディ スプ レイ の 中 央 に 表示 され 、 画 面 い っ ぱい に は 表示 され ませ ん ( 画 
面 の 上 下 左右 に 黒い 部 分 が で きま す ) 。 

密度 変換 ユー ティ リティ を 使用 する と 、640X480 ド ッ ト の 解像度 を 使用 し て いる 場 
合 で も 、 デ ィ ス プレ イ の 画面 いっ ぱい に 拡大 し て 表示 され ます 。 


信 拡 大 表示 モー ド に 変更 する 

拡大 表示 モー ド に 変更 する に は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 

④ 起 動 し て いる すべ て の アプ リケーション を 終了 し ます 。 

② [スタート] メニ ュー の [プロ グラ ム ] に ある [アクセサリ ] か ら 「[ 密 度 変換 
ユー ティ リティ ] を 選択 し ます 。 
[密度 変換 ユー ティ リティ ] が 起動 し ます 。 

③「 現 在 、 通 常 表 示 モ ー ド で 動作 中 で す 。 拡 大 表示 モー ド に 変換 し ます 。 新 し い 
モー ド を 有効 に する に は 、 コ ンピュータ を 再起 動 す る 必要 が あり ます 。 再 起動 し 
ます か 。」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 再 起動 する 場合 は 、 [は い ] 
ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
再起 動 す る と 、 拡 大 表示 モー ド に 変更 され て いま す 。 


@ 通 常 の モー ド に 戻す 

通常 の モー ド に 戻す に は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 

① 起 動 し て いる すべ て の アプ リケーション を 終了 し ます 。 

②[ ス タート ] メニ ュー の [プロ グラ ム ] に ある [アクセサリ ] か ら 「 密 度 変換 
ユー ティ リティ ] を 選択 し ます 。 
[密度 変換 ユー ティ リティ ] が 起動 し ます 。 

③「 現 在 、 拡 大 表示 モー ド で 動作 中 で す 。 通常 表 示 モ ー ド に 変換 し ます 。 新しい 
モー ド を 有効 に する に は 、 コ ンピュータ を 再起 動 す る 必要 が あり ます 。 再 起動 し 
ます か 。」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 再 起動 する 場合 は 、 [は い ] 
ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
再起 動 す る と 、 通 常 表示 モ ー ド に 変更 され て いま す 。 


1 ・ 密度 変換 ユー ティ リティ が 使用 で きる の は 以下 の 解像度 と 色 数 だ け で す 。 


・640X480 ド ッ ト 256 色 
pe これ 以外 の 解像度 で 密度 変換 ユー ティ リティ を 起動 する と 「 現 在 の 解像度 
色 数 で は モー ド の 変更 は で きま せん 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ 
の 場合 、 [OK] ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
・ 拡大 表示 モー ド に 変更 し た 場合 、 文 字 や 緒 線 な どの 太 さ が 不 均一 に な る こと 
が あり ます 。 
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@' 角 訳 喜 若き 苺 寺 叶 一 癌 


2.15 その 他 の 機能 を 利用 する 


田 Windows ア プリ ケー ショ ン の 自動 イン スト ー ル を 利用 する 


本 機 で は 、Windows ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル プロ グラ ム ( ま た は セッ ト ア ッ 
ププ ログ ラム ) が 入っ て いる CD-ROM を CD-ROM ド ライ ブ に セッ ト す る と 、 自 動 的 
に イン スト ー ル プロ グラ ム を 検索 し 、 起 動 する こと が で きま す 。 

これ に より 、Windows ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル が 簡単 に 行え ます 。 

一 般 に 、Windows ア プリ ケー ショ ン の イン スト ー ル プロ グラ ム の ファ イル 名 は 、 
setup.exe、install.exe な ど が 多く 用 いら れ て いま す 。 本 機 の 自動 イン スト ー ル を 利用 
で きる アプ リケーション は 、 こ の よう に 一 般 的 な ファ イル 名 (setup*.exe、instkexe : * の 
部 分 は 任意 ) を 用 いた アプ リケーション で す 。 


・ ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 、 本 機能 が 利用 で き な い 場合 が あり ます 。 
・ 本 機能 を 利用 する に は 、[FD/CD 表 示 ] を 起動 し て お く 必 要 が あり ます 。 
注意 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


一 アプ リケーション か ら の FAX 送信 を 利用 する 
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FAX モデ ム 内 蔵 モ デル で は 、 以 下 の 手順 は 必要 あり ませ ん 。FAX モ デム 内 蔵 モ 
隊 | デル 以外 の モデ ル を お 使い の 場合 の み 、 以 下 の 手 順 を 行っ て くだ さい 。 


注意 


Windows 95 で [メモ 帳 ] な どの アプ リケーション か ら 印 刷 機能 を 使用 し た FAX 送信 を 
行う 場合 に は 、[ プ リン タ ] フ ォ ル ダ に (Windows 95 の [スタ ー ト ] メ ニュ ー の [設定 ] に 
あり ます )、[Microsoft Fax] を 登録 し て くだ さい 。 登録 方 法 は 次 の と お り で す 。 


①[ ス ター ト ] メ ニュー の [設定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を 起動 し ます 。 

②[ ア プリ ケー ショ ン の 追加 と 削除 ] を 起動 し 、[Windows フ ァイル ] タ ブ を 選択 し ま 
す 。 

⑨③L フ ァイル の 種類 ] の [Microsoft Fax] の チェ ッ ク ボ ックス を チェ ッ ク し て [OK] ボ 
タン を クリ ッ ク し ます 。 

〈④ コ ンピュータ を 再起 動 す る か 確認 する メッ セー ジ が 表示 され た 場合 は 、[ は い ] ボ 
タン を クリ ッ ク し 、 続 いて Windows 95 を 再起 動 し て くだ さい 。 
メッ セー ジ が 表示 され な か っ た 場合 、 手 順 ④ の 操作 を 行う 必要 は あり ませ ん 。 


これ で 、[ プ リン ンタ] フォル ダ に [Microsoft Fax] が 登録 され ます 。 


画 通 信 速 度 を 指定 する 場合 の ご 注意 
Windows 95 で は 、 従 来 の 通信 速度 に 加え て 高速 通信 を 設定 で きま す 。 
た だ し 、 ア プリ ケー ショ ン に よっ て 使用 で きる 通信 速度 は 異な り ま す 。 


田 メ ディ アプ レー ヤー を 利用 する 場合 の ご 注意 
メデ ィ ア プレ ー ヤ ー を 利用 する と 、 音 声 デ ー タ 、MIDI に よる 音楽 デー タ 、CD オ ー 
ディ サ 、 ア ニメーション プ テ イ ル な ど を 生 で きま す 。 
次 の 手順 で 、[ メ ディ アプ レー ヤー] を 起動 し て 、 利 用 で きま す 。 


①[ ス ター ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ プ ログ ラム ] を ポイ ント し ます 。 
② [アク セ サ リ ] を ポイ ント し ます 。 

③ [マル チ メ デ ィ ア ] を ポイ ント し ます 。 

④[ メ ディ アプ レー ヤー] を ポイ ント し ます 。 


の 主計 誠 度 9 藻 直 叶 一 弓 


メデ ィ ア プレ ー ヤ ー を 利用 する に は 、 再 生 機器 に 対応 し た デバ イス ドラ イ バ 
| の 組み 込み が 必要 な 場合 が あり ます 。 詳 し く は 、 再 生 機 器 に 添付 され て いる マ 
EE 梓 一 ユ アル を ご 覧 くだ さい 。 


画 ビ デオ CD( カ ラオ ケ CD) を 再生 する 場合 の ご 注意 


本 機 に は 、 ビ デオ CD な どの 動画 デー タ を 再生 する た め の ソ フト ウェ ア が 標準 添付 さ 
れ て いま す が 、 動 画 デ ー タ の 再生 中 に 他 の ソフ トウ ェ ア を 実行 させ る こと な ど に よ 
り 、 音 飛び や 画面 の 乱れ が 発生 する 場合 が あり ます 。 


画 CD-ROM を 利用 する 場合 の ご 注意 


CD-ROM か ら 起 動 し て いる プロ グラ ム を 実行 中 に 、CD-ROM を 途中 で 取り 出す と 
以下 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ドラ イブ X: の CD-ROM 読 み 取 り エ ラー 


シリ アル 番号 XXXX-XXXX の CD-ROM***** を 、 
ドラ イブ X: に 入れ て くだ さい 。 


CD-ROM が ドラ イブ に 入っ て いる 場合 は 、 ク リー ニン グ が 必要 で す 。 


OK は Enter、 キ ャ ン セ ル は Esc キ ー を 押し て くだ さい 。 : OK 


この 場合 に は 、 取 り 出 し た CD-ROM を CD-ROM ド ライ ブ に セッ ト し な お し て 回 
キー を 押し て くだ さい 。 
な お 、 こ の メッ セー ジ で 表示 され る シリ アル 番号 は 無視 し て くだ さい 。 
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田 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 上 で の 98 ス ライ ド パ ッ ド の 操作 に つい て 


Windows 95 上 で MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を 利用 する 場合 の 、98 ス ライ ド バ パッ ド 
の 操作 に 関す る 注意 事項 に つい て 説明 し ます 。 


MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 上 で 98 ス ライ ド パ ッ ド を 使用 する 場合 、[ コ ント ロー ル 
パネ ル ] の [マウ ス ] で 左右 の ボタ ン を 交換 し て いる と 、 パ ッ ド を 操作 し て の タッ プ 
や 、 ド ラッ グ を 行う こと が で きま せん 。 
この 場合 、 次 の 手順 で ボタ ン の 設定 を 初期 状態 に 戻し て くだ さい 。 
①[ ス ター ト ] ボタ ン を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] を ポイ ント し ます 。 
② [コン トロ ー ル パネ ル ] を 起動 し ます 。 
③ [マウス] を 起動 し ます 。 

[マウ ス ] の プロ パテ ィ が 表示 され ます 。 
④ [ボタ ン の 選択 ] ボッ クス で 「 右 きき 用 」 を 選択 し ます 。 
⑤ [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
これ で 、MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 上 で パッ ド を 操作 し て の クリ ッ ク や ドラ ッ グ を 
行う こと が で きま す 。 
な お 、MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 内 で 左右 の ボタ ン の 設定 を 変更 し た 場合 、MS- 
DOS ア プリ ケー ショ ン を 終了 し て Windows の 画面 に 戻っ た と き 、 パ ッ ド を 操作 し て 
の タッ プ や ドラ ッ グ が で き な い こと が あり ます 。 
この 場合 に は 再度 、Windows の [マウ ス ] で ボタ ン を 設定 し て くだ さい 。 
98 ス ライ ド パ ペッ ド に つい て は 、 別 局 の 『 ガ イド ブッ ク 』 を 参照 し て くだ さい 。 


田 ア プリ ケー ショ ン の 追加 と 削除 に つい て の ご 注意 
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[コン トロ ー ル パネ ル ] の [アプ リケーション の 追加 と 削除 ] で は 、 本 機 購入 時 に イン ス 
トー ル さ れ て いる アプ リケーション を 削除 する こと が で きま す が 、 ア プリ ケー ショ ン 
に よっ て は 、 削 除 す る と 追加 で き な い も の が あり ます 。 こ の よう な アプ リケーション 
を 追加 する た め に は 、 本 機 の 再 セ ッ ト ア ッ プ が 必要 に な り ま す 。PC-9821Nb10/5 で 
は 、 再 セッ ト ア ッ プ する た め に は シス テム の バッ クア ッ プ を 行っ た ディ スク また は 別 
売 の バッ クア ッ プ 用 の ディ スク が 必要 に な り ま す 。 削 除 す る 場合 は 、 十 分 注意 し て く 
だ さい 。 


第 3 章 MS-DOS コ マン ド 、 
ドラ イ バ の 利用 


この 章 で は 、USKCGM コ マン ド 、AVGDRV コ マン ド 、AVSDRV コ マン ド な ど 、 
MS-DOS コ マン ド や ドラ イ バ な どの 使用 方 法 や 注意 事項 に つい て 説明 し て いま す 。 


3.1 USKCGM コ マン ド 


USKCGM コ マン ド は 、 ユ ー ザ が 定義 する 文字 パタ ー ン (ユー ザー 定義 文字 また は 外 
字 ) を 作成 し た り 、 フ ァイル へ の 保存 や ファ イル か ら 読 み 出 し た りす る ユー ティ リティ 
で す 。 ま た 文字 パタ ー ン を メモ リ に 読み 込ん だ り 、 プ リン タ に 送っ て 印字 し た りす る 
うー jp 
@USKCGM コ マン ド の 書式 
USKCGM コ マン ド は 、 次 の 書式 で コマ ンド プロ ンプ ト か ら 実 行 し ます 。 
USKCGM[[<d:>][ く パス 名 >] く ファ イル 名 >][/P] 


< ファ イル 名 > を 指定 する と 、 指 定 さ れ た ファ イル を 外字 ファ イル (ユー ザー 定義 文字 パ 
ター ン を 格納 し た ファ イル ) と し て 読み 込み 、 そ の 内 容 を パー ソナ ルコ ンピュータ 本 体 
内 の メモ リ に 登録 し ます 。 ま た 、 す べ て の パラ メー タ を 省略 する と 、 機 能 を 選択 する 
メニ ュー が 表示 され ます 。 


USKCGM コマ ンド の オプ ショ ンス イッ チ 
機 能 


く フ ァイル 名 > で 指定 し た 外字 ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 送り ます 。 以後 
その プリ ンタ は その 文字 パタ ー ン を 印字 で きる よう に な り ま す 。 
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選 一 紀 


@ の 和男 涯 時 護 9 若 直 
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@USKCGM コ マン ド を 使用 する 
ここ で は 、 メ ニュ ー を 利用 し て USKCGM コ マン ド を 実行 し ます 。 


…USKCGM コ マン ド の 起動 
コマ ンド プロ ンプ トト か ら USKCGM コ マン ド を 起動 し ます 。 
①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] で [MS-DOS プ ロン プ ト ] を 選択 し ます 。[MS- 
DOS プ ロン プ ト ] が 起動 し て MS-DOS の コマ ンド プロ ンプ ト が 表示 され ます 。 
② コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 ユ ー ザ ー 定 義文 字 管理 ユー ティ リ 


ティ (USKCGM) を 実行 し ます 。 ユーザ ー 定 義文 字 管 理 ユ ー テ ィ リ ティ の 機能 を 選 
択 す る メニ ュー が 表示 され ます 。 


USKCGM 


USKCGM コ マン ド Ver. X.XX 


機能 選択 Copyright (C) NEC Corporation XXXX,XXXX - 
ブ 


に ー ザ リー 正 表 デ テー テ (LO の 1F 
ユー ザー 定義 文字 ファ イル の 更新 
シス テム の 更新 

シス テム へ の 登録 

ブリ ンタ へ の 登録 

終了 


矢印 キー で 項目 を 選択 し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 


の ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の 作成 

ユー ザー 定義 文字 ファ イル を 作成 し ます 。 
① 機 能 選 択 画面 で 、[ ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の 作成 ] を [1][!] で 選択 し た 後 、 回 を 
押し ます 。 ユー ザー 定義 文字 ファ イル の 作成 画面 が 表示 され ます 。 


USKCGM コ マン ド Ver、 X.XX 
OByrigRk DL NED'Gopporetion: XXzKAXX: ・ 
ユー ザー 定義 文字 ファ イル の 作成 


文字 バタ ー ン サイ ズ 回 還 還 一 


出力 ファ イル 名 


と 尊し リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 
E SC キー を 押す と 処理 を 中 止 し 、 機 能 選択 


画面 に 戻り ます) 
加 還 遂 古 W 24 ド ッ ト 


② ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の 作成 画面 で 、[ 文 字 パ ター ン サ イズ ] と [出力 ファ イル 
名 ] を 設定 し ます 。 

③ ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の 作成 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 
の 後 [Y] 剛 を 押し て くだ さい 。 ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル が 作成 され ます 。 


呈 紀 


@ ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の 更新 
ユー ザー 定義 文字 ファ イル を 更新 し ます 。 
① 機 能 選 択 画面 で 、[ ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の 更新 ] を [1][!] で 選択 し た 後 、 回 を 
押し ます 。 ユー ザー 定義 文字 ファ イル の 更新 画面 が 表示 され ます 。 


本 
機 
の 
機 
能 
を 
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る 


USKCGM コ マン ド Ver. X.XX 
Copyright (C) NEC Corporation XXXX,XXXX - 
ユー ザー 定義 文字 ファ イル の 更新 
入力 対象 に テイ 


入力 ファ イル 名 


出力 ファ イル 名 


キー で 人 カ 汰 を 漆 拓 し 、 に だ さい 
E SC キー を 押す と 処理 を 中 止 し 、 機 能 選択 画面 に 戻り ます) 


医 還 還 還 《 シス テム 


② ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の 更新 画面 で 、[ 入 力 対象 ]、[ 入 力 ファ イル 名 ]、[ 出 力 
ファ イル 名 ] を 設定 し ます 。 

③ ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の 更新 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 
の 後 [YI を 押し て くだ さい 。 ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル が 更新 され ます 。 


@ シ ステ ム の 更新 
シス テム を 更新 し ます 。 
① 機 能 選 択 画面 で 、[ シ ステ ム の 更新 ] を [1][!] で 選択 し た 後 、 剛 を 押し ます 。 シ ステ 
ム の 更新 画面 が 表示 され ます 。 


USKCGM Ver.X.XX 
現在 の コー ド : 7621 
文字 バタ ー ン : 


: 前 進 0 
: 後進 1 : 
: 削除 

: 反転 


: 終了 


1 

} 
: 参照 ご 
ESC : 処理 中 止 H 


: ホー ム 


y | 人 き コ ヨー ド : 
(7621-767E, 7721-77E) 
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② シ ステ ム の 更新 画面 で 、 シ ステ ム の 更新 を 設定 し ます 。 
③ シ ステ ム の 更新 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 の 後 [YI を 押し 
て くだ さい 。 シ ステ ム が 更新 され ます 。 


ユー ザー 定義 文字 ファ イル の シス テム へ の 登録 


ユー ザー 定義 文字 ファ イル を シス テム に 登録 し ます 。 
① 機 能 選択 画面 で 、[ シ ステ ム へ の 登録 ] を [1][!] で 選択 し た 後 、 回 を 押し ます 。 シ ス 
テム へ の 登録 画面 が 表示 され ます 。 


USKCGM コ マン ド Ver. X.XX 
シス テム へ の 登録 


Copyright (C) NEC Corporation XXXX,XXXX - 


入力 ファ イル 名 回 還 EEE 拉 


録 す る ファ イル 名 を 入力 し て く < だ さい (省略 し た 場合 | は USkcG16. SYS となり ます) 
と 人 0 電 を 中 由 し 材 電 2 


と 処理 を 中 止 し 、 機 能 選択 画面 に 戻り ます) 


| 


② シ ステ ム へ の 登録 画面 で 、[ 入 力 ファ イル 名 ] を 設定 し ます 。 
③ シ ステ ム へ の 登録 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 の 後 [Y] 還 を 押 
し て くだ さい 。 ユ ー ザ ー 定 義文 字 が シス テム へ 登録 され ます 。 


[ ユー ザー 定義 文字 を シス テム へ 登録 する に は 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よ 
ーー | ぅ に 入力 する 方 法 も あり ます 。 


USKCGM < ドラ イブ 名 > く < パス 名 >< 入 力 フ ァイル 名 > 回 


@⑱$ ユ ー ザ ー 定 義文 字 フ ァイル の プリ ンタ へ の 登録 
ユー ザー 定義 文字 ファ イル を プリ ンタ に 登録 し ます 。 
① 機 能 選択 画面 で 、[ プ リン タ へ の 登録 ] を [1 で 選択 し た 後 、 剛 を 押し ます 。 プ リ 
ンタ へ の 登録 画面 が 表示 され ます 。 


USKCGM コ マン ド Ver. X.XX 
ブリ ンタ へ の 登録 
入力 対象 ファ イル 


Copyright (C) NEC Corporation XXXX,XXXX - 
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入力 ファ イル 名 回 還 本 諾 本 紀 


だ さい (省略 し た 場合 は USkcG24. SYS となり ます ) 
本 面 | に 良 り ます ) 6 


② の プリ ンタ へ の 登録 画面 で 、[ 入 力 フ ァイル 名 ] を 設定 し ます 。 
③ プ リン タ へ の 登録 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 の 後 [Yj 選 を 押 
し て くだ さい 。 ユー ザー 定義 文字 が プリ ンタ へ 登録 され ます 。 


うに 入力 する 方 法 も あり ます 。 
USKCGM < ドラ イブ 名 > く < パス 名 >< 入 力 フ ァイル 名 > /P 回 


軸 ユー ザー 定義 文字 を プリ ンタ へ 登録 する に は 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よ 
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3.2 AVGDRV コ マン ド 、AVSDRV コ マン ド 


拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ (AVGDRV.SYS ま た は AVGDRV.EXE) と 拡張 サウ ンド ド 
ライ バ (AVSDRV.SYS ま た は AVSDRV.EXE) を 合わ せ て 、 拡 張 マ ル チ メ ディ ア 対 応 


ドラ イ バ と いい ます 。 

Windows 95 で は 、 こ れ ら に 該当 する マル チ メ デ ィ ア 機能 が イン スト ー ル 時 に 自動 的 
に 組み 込ま れ ま す が 、MS-DOS モ ー ド で マル チ メ デ ィ ア 対応 の MS-DOS ア プリ ケー 
ショ ン を 使用 する 場合 は 、 こ れ ら の ドラ イ バ を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 


圏 AVGDRV コ マン ド に つい て 


AVGDRV.SYS は 拡張 グラ フィ ッ ク 機 能 を 利用 する た め の デ バイ ス ドラ イ バ で す 。 
ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ 機 能 を 使用 し な いで 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 を 256 色 以上 に 表 
示す る こと が で きま す 。AVGDRV コ マン ド で AVGDRV.SYS を 組み 込む こと に よっ 
て 、 拡 張 グ ラフ ィ ッ クス 機能 が 利用 で きる よう に な り ま す 。 


@AVGDRV コ マン ド の 書式 
炊 の 書式 で [メモ 帳 ] ぐ LDOS 環 境 設定 ユー ティ リティ ] な どの テキ スト エディ タ を 利用 し 
て 、ADDDRY 用 定義 ファ イル 、 ま た は CONFIG.SYS に 記述 し ます 。 


DEVICE=[<d:>][ く パス 名 >]AVGDRV.SYS [/E | /C | /S | /R] 
AVGDRV コマ ンド の オプ ショ ンス イッ チ 
機 能 


ドラ イ バ の 一 部 を EMS メ モリ に 組み 込み 、 メ イン メモ リ の 消費 を 抑 えま す 。 
数 値 演算 コ プ ロ セッ サ を 使用 し ます 。 数 値 演算 コ プ ロ セッ サ が 実装 され て い 


る 場合 に の み 指 定 で きま す 。 
描画 系 の 機能 を 切り 離し て 、 設 定 系 の 機能 の み を 組み 込み ます 。 


拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ の 常駐 を 解除 し ます 。 た だ し 、 ADDDRV コマ ン 
ド や CONFIG.SYS で 設定 し て 組み 込ん だ 場合 は 、 解 除 で きま せん 。 
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WAVGDRV コ マン ド を 使用 する 
拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ は 、MS-DOS モ ー ド の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 常 駐 プ ロ 
グラ ム と し て 組み 込む こと が で きま す 。 ま た 、 必 要 な い 場 合 は メモ リ へ の 常駐 を 解除 
ず ② だ と. お で きま すず す 。 


拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ の 組み 込み 
拡張 グラ フィ ッ ク ドラ イ バ を メモ リ に 常駐 プロ グラ ム と し て 組み 込む な に は 、 次 の よう 
に 入力 し て くだ さい 。 
AVGDRV 
拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ の 解除 
拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ を メモ リ か ら 解 除 す る は 、 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


AVGDRV /R 回 
必要 に 応じ て オプ ショ ンス イッ チ を 設定 し て くだ さい 。 


@AVGDRV.SYS、AVGDRV コ マン ド の 注意 事項 
・AVGDRV.SYS、AVGDRV コ マン ド は 、 コ ンピュータ 本 体 が 拡張 グラ フィ ッ 
クス 機能 を サポ ー ト し て いる 機種 の み 、 利 用 する こと が で きま す 。 
・MS-DOS プ ロン プ ト で は 、Windows 95 の シス テム の ドラ イ バ が 動作 する た 
め 、AVGDRV.SYS、AVGDRV コ マン ド は 使用 し な いで くだ さい 。 
・AVGDRV コ マン ド の スイ ッ チ /R で は 、ADDDRV コ マン ド や CONFIG.SYS で 
組み 込ん だ AVGDRV.SYS を 常駐 解除 する こと は で きま せん 。 
・AVGDRV で /E ス イッ チ を 指定 する 場合 は 、 次 の こと を 確認 し て くだ さい 。 
・ ペ ー ジ フレ ー ム が CO0000H て CFFFFH の 連続 し た 64KB で ある こと 
・ 連 続 し た 4 ペー ジ 以 上 の EMS メ モリ が 使用 可能 で ある こと 


一 AVSDRV コ マン ド に つい て 


AVSDRV.SYS は 拡張 サウ ンド 機能 を 利用 する た め の デ バイ ス ドラ イ バ で す 。PCM 
音源 を 標準 搭載 し て いる 機種 、 ま た は PC-9801-86、PC-9801-73 相 当 の サウ ンド 
ボー ド を 取り 付け て いる 機種 で 利用 で きま す 。AVSDRV コ マン ド で AVSDR V.SYS 
を 組み 込む こと に よっ て 、 拡 張 サ ウン ド 機 能 が 利用 で きる よう に な り ま す 。 


@AVSDRV コ マン ド の 書式 
次 の 書式 で < メ モ 帳 > や <DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ > な どの テキ スト エディ タ を 利用 
し て 、ADDDRV 用 定義 ファ イル 、 ま た は CONFIG.SYS に 記述 し ます 。 


DEVICE=[<d:>][ く パス 名 >]AVSDRV.SYS [/E | /F 1/P | /R] 
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AVSDRV コマ ンド の オプ ショ ンス イッ チ 


機 能 
ドラ イ バ の 一 部 を EMS メ モリ に 組み 込み 、 メ イン メモ リ の 消費 を 抑え ます 。 
FM 音源 機能 の み を 組み 込み ます 。 


PCM 音源 機能 の み を 組み 込み ます 。 


拡張 サウ ンド ドラ イ バ の 常駐 を 解除 し ます 。 た だ し 、 ADDDRV コマ ンド や 
CONFIG.SYS で 設定 し て 組み 込ん だ 場合 は 、 解 除 で きま せん 。 


@⑱AVSDRV コ マン ド を 使用 する 
拡張 サウ ンド ドラ イ バ は 、MS-DOS モ ー ド の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 常 駐 プ ログ ラム 
と し て 組み 込む こと が で きま す 。 ま た 、 必 要 な い 場 合 は メモ リ へ の 常駐 を 解除 する こ 
と も で きま す 。 


・ 拡張 サウ ンド ドラ イ バ の 組み 込み 
拡張 サウ ンド ドラ イ バ を メモ リ に 常駐 プロ グラ ム と し て 組み 込む に は 、 次 の よう に 入 
ガ し で くだ さゆ W。 


AVSDRV 


・ 拡張 サウ ンド ドラ イ バ の 解除 

拡張 サウ ンド ドラ イ バ を メモ リ か ら 解 除 す る は 、 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 
AVSDRV /R 

必要 に 応じ て オプ ショ ンス イッ チ を 設定 し て くだ さい 。 


WAVSDRV.SYS、AVSDRV コ マン ド の 注意 事項 
・ イ ンス トー ル 時 に 2 種類 の デバ イス ドラ イ バ を 同時 に 選択 し た 場合 、 デ バイ ス ド 
ライ バ が 正しく イン スト ー ル され な いこ と が あり ます 。 必 ず 1 種 類 の み 選 択 し て 
だき MO。 
・AVSDRV.SYS は コン ピュ ー タ 本 体 が 拡張 サウ ンド 機能 を サポ ー ト し て いる 機 
種 の み 、AVSDRV コ マン ド は 、 コ ンピュータ 本 体 が FM 音源 と PCM 音 源 を サ 
ポー ト し て いる 機種 の み 、 利 用 する こと が で きま す 。 


・MS-DOS プ ロン プ ト で は 、Windows 95 の シス テム の ドラ イ バ が 動作 する た 
め 、AVSDRV.SYS、AVSDRV コ ユマ ンド は 使用 し な いで くだ さい 。 


・AVSDRV コ マン ド の スイ ッ チ /R で は 、ADDDRV コ マン ド や CONFIG.SYS で 
組み 込ん だ AVSDRV.SYS を 常駐 解除 する こと は で きま せん 。 


・AVGDRV で /E ス イッ チ を 指定 する 場合 は 、 次 の こと を 確認 し て くだ さい 。 
・ ペ ベー ジフ レー ム が CO000H て CFFFFH の 連続 し た 64KB で ある こと 
・ 連 続 し た 4 ペー ジ 以 上 の EMS メ モリ が 使用 可能 で ある こと 


3.3 日 本 語 入 力 機能 


[MS-DOS プ ロン プ ト ] 上 で は Windows95 の か な 漢字 変換 、 ま た は DOS か な 漢字 変換 
を 使用 し 日 本 語 の 入力 が 行え ます 。DOS か な 漢字 変換 が 組み 込ま れ て いな い 場 合 
は 、 自 動 的 に Windows95 の か な 漢字 変換 が 動作 し 、 入 力 で きる し くみ に な っ て いま 
DOS か な 漢字 変換 の 組み 込み 方 法 は 以下 の と お り で す 。 


の 還付 誠 若 ③ 業 填 戸 一 問 


①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] か ら [MS-DOS プ ロン プ ト ] を 起動 し ます 。 
② シ ステ ム メ ニュ ー の [プロ パテ ィ ] を クリ ッ ク し ます 。 
[MS-DOS プ ロン プ ト の プロ パテ ィ ] 画 面 が 表示 され ます 。 
③[ プ ログ ラム ] タ ブ 画 面 の [バッ チ フ ァイル ] に 以下 の よう に 入力 し ます 。 
DOSIME.BAT 


④[MS-DOS プ ロン プ ト の プロ パテ ィ ] 画 面 で [OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


本 機 で は あら か じ め 上 記 操 作 で NECAI DOS か な 漢字 変換 を 組み 込む 設定 に し て あ 
り ま す 。NECAI DOS か な 漢字 変換 は Windows95 の NECAIIME95 と 辞書 を 共有 し 
て お り 、 登 録 し た 単語 や 学習 情報 を その まま 使用 する こと が で きま す 。 辞書 を 切り 将 
えた い 場 合 は 、Windows95 の NECAIIME95、 環 境 設定 の [辞書 ] タ プ で 行っ て くだ さ 
い 。 


な お 、Windows95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ (通常 は 「A:」) の ルー トディ 
レク トリ に ある DOSIME.SYS フ ァイル (ADDDRV 用 定義 ファ イル ) の 内 容 を 書き 替え 
れ ば 、 お 好み の DOS か な 漢字 変換 に 変更 する こと も で きま す 。 


年] Windows95 上 で Windows3.1 の か な 漢字 変換 を お 使い の 場合 は 、[MS-DOS 
プロ ンプ ト ] で は DOS か な 漢字 変換 に よる 日 本 語 入力 し か 行え ませ ん 。 


ADDDRV に より MS-DOS か な 漢字 変換 を 組み 込む 場合 は 、Windows 95 用 の 
| 「KKCFUNC.SYS」 を 使用 し て くだ さい 。 通常 「KKCFUNC.SYS」 は 、 
馬 識 WINDOWS ディ レク トリ に あり ます 。 な お 、 従 来 の MS-DOS 用 
KKCFUNC.SYS は 使用 で きま せん 。 
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3.4 CD-ROM ド ライ バ 


CONFIG.SYS、AUTOEXEC.BAT の 編集 方 法 は 、「 第 4 章 環境 設定 ユー ティ リ 
ティ に つい て 」 の 「CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 編集 する 」 を 参照 し て く 
だ さい 。 


久 現 在 の MS-DOS 設 定 を 使う 場合 
現在 の MS-DOS 設 定 を 使う 場合 、MS-DOS モ ー ド 上 で CD-ROM ドラ イブ を 使用 す 
る に は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


①CONFIG.SYS に 次 の 内 容 を 追加 し 、 接 続 さ れ て いる CD-ROM ド ライ ブ に 対応 し 
た CD-ROM ド ライ バ を 登録 し ます (Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ 
イブ お よび ディ レク トリ を A:\WINDOWS、 イ ンス トー ル し た CD-ROM ドラ イ バ 
を NECCD.SYS と し ます )。 


< 追加 する 内 容 > 
DEVICE=A:\WINDOWS\COMMAND\NECCD.SYS /D:CD_101 


②AUTOEXEC.BAT に 次 の 内 容 を 追加 し ます (CD-ROM を 割り 当て る ドラ イブ を Q 
ドラ イブ と し ます )。 


く 追加 する 内 容 > 
A\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX /D:CD_101 /L:Q 


コン ピュ ー タ 内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ と SCSI1 モー ド ま た は SCSI2 モ ー ド 用 
| CD-ROM ドライブ を 同時 に 使用 する 場合 は 、 上 記 手順 ①、② そ れ ぞ れ の < 追加 
馬 較 する 内 容 > を 、 次 の よう に 読み 替え て くだ さい 。 


< 手順 ① で 追加 する 内 容 > 
DEVICE=A\WINDOWS\COMMAND\NECCD.SYS /D:CD_101 
DEVICE=A\WINDOWS\COMMAND\NECCDB.SYS /D:CD_102 


< 手順 ② で 追加 する 内 容 > 
A\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX /D:CD_101 /L:Q 
A\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX /D:CD_102 /L:R 


⑨③MS-DOS モ ー ド を 起動 し ます 。[Windows の 終了 ] か ら [MS-DOS モ ー ド で コン 
ピュ ー タ を 再起 動 す る ] を 選択 する か 、[MS-DOS プ ロン プ ト の プロ パテ ィ ] ダ イ 
アロ グ ボ ックス の 詳細 設定 で 、[MS-DOS モ ー ド ] お よび [現在 の MS-DOS 設 定 を 
使う ] チ ェ ッ クボ ックス を ON に 設定 し 、MS-DOS プ ロン プ ト を 起動 し て くだ さ 
い 。 
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依 外 付け 用 CD-ROM ドラ イブ を 使う 場合 
本 機 で 外 付 け (SCSI-1 ま た は SCSI2 モ ー ド ) 用 CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する に は 
次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


① [スタ ー ト ] メニ ュー の [プログ ラム ] か ら [MS-DOS プ ロン プ ト ] を 起動 し ます 。 

② コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トディ レク トリ を 変更 し ます 。 
CD \WINDOWS\COMMAND[ 回 

③ 次 の よう に 入力 し て 、NECCD.SYS の ファ イル 名 を NECCD.ORG に 変更 し ます 。 
COPY NECCD.SYS NECCD.ORG 


④ 次 の よう に 入力 し て 、NECCDB.SYS を NECCD.SYS に コピ ー し ます 。 
COPY NECCDB.SYS NECCD.SYS 回 
「 上 書き し ます か 」 の メッ セー ジ が 表示 され た ら 「y 還 」 と 入力 し て くだ さい 。 


⑤「@ 現 在 の MS-DOS 設 定 を 使う 場合 」 を 参照 し て 、CONFIGISYS、AUTOEXEC.BAT 
を 変更 し て くだ さい 。 


の せ 還 演 付 誠 義 9 藻 赴 叶 一 癌 


上 記 手 順 を 行っ た あと で 、 本 機内 蔵 CD-ROM ドラ イブ を 使用 する 場合 は 、 次 
の 手順 で CD-ROM ド ライ バ を 元 に 戻し て くだ さい 。 
① [スタ ー ト ] メニ ュー の [プロ グラ ム ] か ら [MS-DOS プ ロン プ ト ] を 起 


動 し ます 。 
② コマ ンド プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トディ レク トリ を 変更 し ます 。 


CD \WINDOWS\COMMAND 峰 
③ 次 の よう に 入力 し て 、NECCD.SYS を 元 に 戻し ます 。 
COPY NECCD.ORG NECCD.SYS 回 
「 上 書き し ます か 」 の メッ セー ジ が 表示 され た ら 「y」 と 入力 し て くだ さい 。 


上 記 手 順 を 行う と 本 機内 蔵 の CD-ROM ドラ イブ は 使用 で き な く な り ま す 。 
注意 


き 新 し い MS-DOS 設 定 を 指定 する 
新しい MS-DOS 設 定 を 指定 する 場合 、 MS-DOS モ ー ド 上 で CD-ROM ドライブ を 使 
用 する に は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [プロ グラ ム ] か ら [ エ クス プロ ー ラ ] を 起動 し 、 新 し い MS- 
DOS 設 定 を 指定 し た い プ ログ ラム を クリ ッ ク し ます 。 
プロ グラ ム メ 名 が 反転 表示 され ます 。 

②[ エ クス プロ ー ラ ] の [ファ イル ] メ ニュ ー か ら [ プ ロ パ ティ ] を クリ ッ ク し ます 。 

⑨③[ プ ログ ラム ] タ ブ を クリ ッ ク し て 、[ 詳 細 設定 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

④[MS-DOS モ ー ド ] お よび [新しい MS-DOS 設 定 を 指定 する ] チ ェ ッ クボ ックス を 
ON に 設定 し 、CONFIG.SYS、AUTOEXEC.BAT の リス ト ボ ックス に 、 次 の 内 容 
を 追加 し ます (Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ お よび ディ レク 
トリ を A:\WINDOWS、 イ ンス トー ル し た CD-ROM ドラ イ バ を NECCD.SYS、 
CD-ROM を 割り 当て る ドラ イブ を Q ド ライ ブ と し ます )。 
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<CONFIG.SYS に 追加 する 内 容 > 
DEVICE=A:\WINDOWS\COMMAND\NECCD.SYS /D:CD_101 


く <AUTOEXEC.BAT に 追加 する 内 容 > 
A:\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX /D:CD_101 /L:Q 


⑤[OK] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ プ ログ ラム の 詳細 設定 ] 画 面 を 閉じ ます 。 
⑥[OK] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ プ ロ パ ティ ] の 画面 を 閉じ ます 。 


⑦[ エ クス プロ ー ラ ] で 新しい MS-DOS 設 定 を 指定 し た プロ グラ ム を ダブ ルク リッ ク 
し て 、MS-DOS モ ー ド で 起動 し ます 。 


CD-ROM ド ライ バ の 注意 事項 
イン スト ー ル 時 に 2 種類 以上 の ドラ イ バ を 同時 に 選択 し た 場合 、 ド ライ バ が 正しく イ 
ンス トー ル さ れ な いこ と が あり ます 。 必 ず 1 種 類 の み 選 択 し て くだ さい 。 


第 4 章 環境 設定 ユー ティ リティ 
に つい て 


この 章 で は 、 ユ ー ス フル パッ ク を イン スト ー ル し て 利用 で きる 、DOS 環 境 設定 ユー 
ティ リティ 、98 環 境 設定 ユー ティ リティ な ど 、MS-DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ 追加 
機能 の 使用 方 法 や 注意 事項 に つい て 説明 し て いま す 。 


4.1 DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ 


従来 か ら の MS-DOS の 環境 や MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を 引き 続き ご 利用 に な る 方 
の た め に 、DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ を 用 意 し て いま す 。DOS 環 境 設定 ユー ティ 
リティ は 、 シ ステ ム 構 築 フ ァイル (CONFIG.SYS) と 自動 起動 ファ イル 
(AUTOEXEC.BAT) を MS-DOS モ ー ド で 快適 に ご 利用 に な る た め の 設 定 を 変更 し ま 
す 。 

Windows 95 の 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に CONFIGSYS、AUTOEXEC.BAT 
を 作成 し ます 。 既 に CONFIG.SYS が 存在 する 場合 は それ を 更新 し ます 。 


て いま せん の で 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 設定 変更 に よる 影響 は 


Windows 95 は 、 従 来 の Windows 3.X の よう に MS-DOS を ベー ス に 動作 は し 
- Windows 95 に は あり ませ ん 。 


田 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 編集 する 


CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT は テキ スト 形式 の ファ イル な の で 、[ メ モ 帳 ] な ど 
の テキ スト エディ タ で 編集 更新 する こと が で きま す 。 し か し 、 こ の DOS 環 境 設 定 
ユー ティ リティ を 使用 する と 、 よ り 人 簡単 に 編集 更新 する こと が で きま す 。 


@CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 編集 


DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ で 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 編集 し ます 。 
①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [設定 ]1 か ら [ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を 起動 し ます 。 
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②[DOS 環 境 ] を 起動 し て くだ さい 。[DOS 環 境 の プロ パテ ィ ] ダ イア ログ ボッ クス が 


Ei 敵 
1 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 編集 を 行い ます 


mm パパ パパ ペ パパ ペ パパ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ の ペペ ペ … ペ も 


層 EMS 巡り 詳細 . 


| CONFIG.SYS の 内 容 

DEVICE=A'\WINDOWS\HIMEM SYS 
REM device=A:\WINDOWSWhimem.sys 
devicehieh=A:\WINDOWS\kkcfunc_sys 


| AUTOEXEC.BAT の 内 容 
| IGECHO OFF 
PATH A\WINDOWS:A\WINDOWS\COMMAND.A\DOS.A\ 
SET TEMP=A\DOS 

SET DOSDIR=A\DOS 


③[ 設 定 項目 ] の [CD-ROM]、[EMS メ モリ ]、[BREAK] を 設定 し 、[CONFIG.SYS の 
内 容 ] を 変更 し ます 。[ 詳 細 ] ボ タン を 押す と 、[EMS メ モリ の 設定 ] ダ イア ログ ボッ 
クス が 表 


Eh 
1 


ペー ジ 数 


/E わ ツ ョ ッ 


/UMB 4 フツ ョ ッ 


/HIGHSCAN 


使用 し な い 


キャ ソ セ ル | 


④[ ペ ー ジ 数 ]、[/E オ プシ ョ ン ]、[/UMB オ プシ ョ ン ]、[/HIGHSCAN] を 設定 し た 
後 、[OK] ボ タン を 押し ます 。 

⑤ 編 集 し た い 内 容 を 直接 入力 し て 設定 する に は 、[ 編 集 ] ボ タン を 押し て くだ さい 。 
[CONFIG.SYS の 内 容 ] と [AUTOEXEC.BAT の 内 容 ] が 表示 され ます 。 

⑥ 入 力 し た 変更 内 容 を 有効 に する に は [保存 ] ボ タン を 押し て くだ さい 。[DOS 環 境 の 
プロ パテ ィ ] ダ イア ログ ボッ クス に 戻り ます 。 

⑦ 今 まで の CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 設定 を 有効 に する 場合 は 、[OK] ボ タ 
ン を 押し て くだ さい 。 ま た 、 元 に 戻す 場合 は 、[ 元 に 戻す ] ボ タン を 押し て くだ さ 
3。 


@CONFIG.SYS の 設定 内 容 


CONFIG.SYS は 、MS-DOS モ ー ド で 使用 する ハー ドウ ェ ア の 構成 や メモ リ の 環境 を 
設定 する ファ イル で す 。 

CONFIG.SYS は 、Windows 95 の 起動 する ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に 作成 され 
ます 。CONFIG.SYS の 設定 項目 に つい て は 、 次 の 通り です 。 


・ CD-ROM 


MS-DOS モ ー ド で 使用 する CD-ROM の ドラ イ バ を 組み 込み ます 。 次 の 書式 で 指定 
され ます 。 


DEVICE=A:\WINDOWS\COMMAND\NECCD.SYS /D:CD_101 
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オプ ショ ンス イッ チ 


/D:CD_101 / ル :y CD-ROM を 使用 する た め の 指 定 を し ます 。 ゞ は CD-ROM を 割り 当て る ド 
ライ ブ 名 で す 。 


MS-DOS モ ー ド で CD-ROM を 使用 する に は 、CD-ROM ド ライ バ を 組み 込ん 
| だ 後に 、MSCDEX.EXE を 実行 する 必要 が あり ます 。 


く < 書式 例 > 


A:\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX.EXE /D:CD_101 
な お 、Windows 95 用 の CD-ROM ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな けれ 
ば 、CD-ROM の チェ ッ ク ボ ックス は 選択 で きま せん 。 


・ BREAK 


プロ グラ ム ま た は 処理 の 実行 を 中 止 する [CTRL+[C] キ ー の 機能 を 、 デ ィ ス ク を 対象 
と し た 読み 書き 作業 な ど に 拡張 し た り 、 設 定 の 解除 を し ます 。 次 の 書式 で 指定 され 
ます 。 


BREAK=[ ON | OFF ] 


オプ ショ ンス イッ チ 機 能 


プロ グラ ム ま た は 処理 の 実行 を 中 止 する 機能 を 拡張 し ます 。 
拡張 する 設定 を 解除 し ます 。 
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・EMS メ モリ 
プロ テク トメ モリ を EMS メ モリ と し て 使え る よう に し ます 。 ま た 、 コ ン ベ ン ショ ナ 
ル メ モリ を 節約 する た め に 、UMB メ モリ を 使用 で きま す 。 次 の 書式 で 指定 され ま 
3 ある 


DEVICE=A:\WINDOWS\EMM386.EXE [RAM | /P=XXX | / 
E=XXXX-YYYY | /UMB | /HIGHSCAN ] 


オプ ショ ンス イッ チ 機 能 


RAM 上 位 メ モリ の 未 使用 メモ リ 領 域 を コン ベン ショ ナル メモ リ の よう に 利用 で き 
ます 。 


/P=X 双 X 使用 する ペー ジ 数 を 指定 し ます 。 指 定 で きる 範囲 は 、0 一 664 で す 。 


/E=XXXX-YYYY UMB と し て アロ ケー ト し な い 範 囲 を 設定 し ます (MS-DOS と 同様 )。 
/UMB RAM と 同等 で す 。 


/HIGHSCAN UMB ま た は EMS と し て 使う 上 位 メ モリ が 使用 で きる か どう か を チェ ッ ク す 
る よう に 指定 し ます 。 


4.2 98 環 境 設定 ユー ティ リティ 


メモ リス イッ チ の 内 容 を 変更 表示 し ます 。 メ モリ スイ ッ チ と は 、 コ ンピュータ 本 体 
内 の 専用 メモ リ に 保持 され て いる ソフ トウ ェ ア 的 な スイ ッ チ で す 。BOOT 装 置 等 を 変 
更 し た いと き は 、 こ の 98 環 境 設定 ユー ティ リティ で メモ リス イッ チ の 内 容 を 変更 し て 
くだ さい 。 


@ バ パー ソナ ルコ ンピュータ の シス テム 環境 を 設定 する 
98 環 境 設定 ユー ティ リティ で 、 本 機 の シス テム 環境 を 設定 メモ リス イッ チ の 変更 ) し 
ます 。 
①[ ス ター ト ] メ ニュ ー の [設定 ] か ら [ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を 起動 し ます 。 
②[98 環 境 ] を 起動 する と 、[98 環 境 の 設定 の プロ パテ ィ ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 


5 長 
ハリ ティ 
スト 2 ウ ゼ セッ 小 


メル ラメール 


③[RS-232C の 設定 ] の [転送 速度 ]、[ キ ャ ラク タ 長 ]、[ パ リティ ]、[ ス トッ プ ビ ッ 
ト ]、[X パ ラメ ー タ ] と [BOOT 装 置 の 設定 ] の [BOOT 装 置 ] を 設定 し ます 。 


④ 設 定 を 有効 に する 場合 は 、[OK] ボ タン を 押し て くだ さい 。 変更 し な い 場 合 は 、 
[キャ ン セ ル ] ボ タン を 押し て くだ さい 。 
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@ 骨 革 時 誠 若 ③ 藻 装 選 一 問 


内 容 
RS-232C の 設定 で 、 モ デム の デー タ 転 送 速度 を 設定 し ます 。 複 数 の 速度 で 
通信 で きる モデ ム も ある の で 、 モ デム の マニ ュ ア ル を 調べ て 、 双方 の シス テ 
ム に 使え る 通信 速度 を 選ん で くだ さい 。 


[キャ ラク タ 長 ] RS-232C の 設定 で 、2 台 の コン ピュ ー タ 間 で や り 取 りさ れる 各 デ ー タ パケ ッ 


ト の デー タビ ッ ト 数 を 設定 し ます 。 
[パリ ティ ] RS-232C の 設定 で 、 転 送 デ ー タ の パリ ティ 属性 の 種類 を 設定 し ます 。 
[スト ッ プ ビッ ト ] RS-232C の 設定 で 、 転 送 デ ー タ の 終了 ビッ ト 数 を 設定 し ます 。 
[X パラ メー タ ] RS-232C の 設定 で 、XON/XOFF 制御 を 設定 し ます 。 
[BOOT 装置 の 設定 ] シス テム を 起動 する ディ スク 装置 を 指定 し ます 。 


RS-232C や BOOT 装 置 の 設定 は 、MS-DOS モ ー ド の SWITCH コ マン ド で 設定 
する こと も で きま す 。 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


SWITCH 


@98 環 境 設定 ユー ティ リティ の 注意 事項 

・ メ モリ スイ ッ チ を 変更 し た 後 は 、Windows 95 を 一 度 終了 させ 、 コ ンピュータ 
を 再起 動 し て くだ さい ([Windows の 終了 ] で 「 コ ンピュータ の 電源 を 切れ る 状態 
に する 」 を 選択 し て くだ さい )。 再 起動 する 際 は 、Windows 95 を 終了 後 、 
[HELPI キ ー を 押し な が ら 、 リ セッ トス イッ チ を 押し 、 シ ステ ム セ ッ ト ア ッ プ メ 
ニュ ー の メモ リス イッ チ を 「 保 持 す る 」 (コン ピュ ー タ 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ 
SW2-5 を ON) に し て くだ さい (コン ピュ ー タ 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW2-5 を 
ON に し な いと 、 変 更 し た メモ リス イッ チ の 内 容 は 保持 され ませ ん )。 
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本 章 で は 、 本 機 添付 の ボー ド や 別売 の 周辺 機器 の 利用 方 法 お よび 注意 事項 に つい て 説明 
し ます 。 


5.1 サウ ンド 機能 を 利用 する 


本 機 で は 、 本 体内 蔵 の サウ ンド 機能 、 ま た は オプ ショ ン の サウ ンド ボー ド や 周辺 機器 
を 増設 し て 、Windows 95 上 で マル チ メ デ ィ ア 機能 を 利用 する こと が で きま す 。 
利用 で きる マル チ メ デ ィ ア の 各 機 能 、 必 要 な 周辺 機器 に つい て 次 の 表 に 示し ます 。 


ウェ ー フ ブフ ォ ー ム デ E ゴ MIDI デ ー タ の 録音 、 
機種 ー タ の 録音 、 再 生 MIDI デ ー タ の 皇 生 | 三 。 
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PC-9821Na12 O O 〇 注 1 


[petNbt10 。 |  o | x A2 
〇 : 本 体内 蔵 の サウ ンド 機能 で 利用 で きま す 。 
AA : オプ ショ ン 機 器 の 増設 で 利用 で きま す 。 
X : 利用 で きま せん 。 


注 1 外部 MIDI 音 源 * を 使用 する 場合 は MIDL/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル A/B 
(PC-9821N-K07、PC-9821N-K08) を プリ ンタ コネ クタ に 接続 する こ 
と に より 、 利 用 で きま す 。 

注 2 ロー ラン ド ( 株 ) 製 Sound Canvas SCP-55 な どの 増設 に より 利用 で きま す 


* 玉 外部 MIDI 音 源 は 、 ロ ー ラ ンド (株 ) 製 の SC-55、CM-300、CM-500 な ど 
の GENERAL MIDI 規 格 対応 音源 の 使用 を 推奨 し ます 。 


・MIDI デ ー タ の 再生 を FM 音源 で 行う 場合 、 同 時 に 再生 で きる 音 の 数 
が 限ら れ て いる た め 、 再 生 で き な い デー タ が あり ます 。 

・MIDI デ ー タ の 再生 を FM 音源 で 行う 場合 、 外 部 MIDI 音 源 を つない だ 
場合 より も 音質 が 悪く な り ま す 。 

・ サ ウン ド ボ ー ド (PC-9801-86) を 利用 する 場合 、 本 体内 蔵 ス ピー 
カー か ら オ ー デ ィ オ CD の 音 が で な く な り ま す 。 

・98NOTE ヒ メニ ュー の マイ クボ リュ ー ム に 関す る 設定 は 、Windows 
で は 無効 に な り ま す 。 


7| ・MIDI デ ー タ の 録音 を 行う に は 、 別 途 ア プリ ケー ショ ン が 必要 で す 。 
ま 意 


サウ ンド ボー ド な どの 新しい ハー ドウ ェ ア を 増設 する 場合 は 、[ コ ント 
「 ロー ル パ ネ ル ] の [ハー ドウ ェ ア ] アイ コン を 起動 し て 、 ハ ー ド ウェ 
Es 村 アア の セッ ト ア ッ プ が 必要 で す 。 ハ ー ド ウェ ア の セッ ト ア ッ プ に つい て 
は 、「Microsoft Windows 95 フ ァ ー ス トス テッ プ ガ イド 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 
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5.2 PC カー ド を 利用 する 
較 32 ビ ッ ト ま た は 16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト を 選択 する 


Windows 95 上 で PC カー ド を 使用 する 方 法 は 、32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト (以降 、 
32 ビ ッ ト ) と 16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト (以降 、16 ビ ッ ト ) の 2 種類 あり ます 。 どちら 
の PC カー ドサ ポー ト を 利用 する か は 、 使 用 する PC カー ド に より 異な り ま す 。 
・NEC 製 品 の PC カー ド (PC-9801N-JO1 を 除く ) の み を 使用 する 場合 
32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト 
・ 販 売 元 か ら Windows 95 用 ドラ イ バ が 提供 され て いる PC カー ド を 使用 する 場合 
32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト 
・ 販 売 元 か ら Windows 95 用 ドラ イ バ が 提供 され て いな い PC カ ー ド (PC- 
9801N-J01 を 含む ) を 使用 する 場合 
16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト 


Windows 95 用 ドラ イ バ の 有無 は 、PC カ ー ド の 販売 元 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
・16 ビ ッ ト で PC カー ド を 使用 する 場合 は 、 ハ イ パ ー タ ー ミ ナル な ど 
の 32 ビ ッ ト ア プリ ケー ショ ン か ら PC カ ー ド を 使用 で き な い 場合 が 


下層 あり ます 。 
・16 ビ ッ ト と 32 ビ ッ ト の 両方 を 同時 に 利用 する こと は で きま せん 。 


田 32 ビ ッ ト で PC カー ド を 利用 する 
(1) PC カー ド を 利用 する た め の 手 順 


め 、 通 常 は 以下 の 手順 は 必要 あり ませ ん 。16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー 
ト か ら 32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト に 変更 する 場合 に 以下 の 手順 を 
行っ て くだ さい 。 


MM 本 機 で は 、 購 入 時 に 32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト に 設定 され て いる た 
主意 


PC カー ドサ ポー ト を 16 ビ ッ ト か ら 32 ビ ッ ト に 変更 する 場合 は 、 以 下 の 操作 を 行っ て 
Windows の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 

①Windows 95 を 起動 し ます 。 

② [スタ ー ト ] ボタ ン を クリ ッ ク し て メニ ュー を 表示 し ます 。 

③【[ ヘ ルプ ] を 起動 し ます 。 

④ [目次 ] の 画面 で [トラ ブル シュ ー テ ィング ] を 選択 し ます 。 

⑤ 表 示さ れ た 項目 か ら [PC カー ド (PCMCIA) に 関す る 問題 ] を 選択 し ます 。 

⑥ [PC カー ド を 挿入 し て も 自動 的 に イン スト ー ル され ませ ん ] を 選択 し ます 。 


以降 は 、[ ヘ ルプ] の 指示 に し た が っ て 操作 を 行う と 、32 ビ ッ ト で PC カー ド を ご 利用 
に な われ ま すず 。 
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(2)PC カ ー ド を 初め て 使用 する 
本 機 に PC カー ド を 挿入 する と 、 次 の ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され 、 各 PC カー ド ご 
と に 必要 な 設定 が 自動 的 に 行わ れ ま す 。 


NEC PC-9801N-J02 (PCMCIA) 


新しい ハー トウ ェ ア が 検出 され まし た 。 必要 な ソフ トウ ェ ア を イス トー ル し て いま す 。 


| この 作業 に は 数 十 秒 か か り ま す の で 、 設 定 が 終了 する まで し ば らく お 
@ | 待ち くだ さい 。 


な お 、 同 じ PC カ ー ド を 挿入 し た 場合 、 2 回目 以 降 は 上 記 の 画面 が 表示 され ませ ん 。 


田 16 ビ ッ ト で PC カー ド を 利用 する 
16 ビ ッ ト で PC カー ド を ご 利用 に な る 場合 は 、「PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア 」 を イ 
ンス トー ル す る 必要 が あり ます 。 
(1)PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア イ ンス トー ルディ スク の 作成 
次 の 手順 で あら か じ め 「PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア イ ンス トー ルディ スク 」( 以 
降 「 イ ンス トー ルディ スク 」) を 作成 し て 下さ い 。 
以下 の 手順 で は 、 次 の も の が 必要 で す 。 準備 し て お いて くだ さい 。 
・2HD フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 


この フロ ッ ピ ーー ディスク に は 、 あ ら か じ め 「 イ ンス トー ルディ スク 」 と 書 
いた ラベ ル を 貼っ て お いて くだ さい 。 


① 本 機 の 電源 を ON に し ます 。「Windows 95 を 起動 し て いま す . . . 」 と いう 
メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、(f:8J キ ー を 押し て 、Windows 95 起 動 メ ニュ ー 
を 表示 させ ます 。 
②Windows 95 起 動 メ ニュ ー か ら 、「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 を 選択 し ます 。 
③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
CD \PCCARD 
CPCRDCFG < フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 >: 回 


④ 画 面 に 表示 され る メッ セー ジ に し た が っ て 、 フ ォ ー マ ッ ト し て よい 2HD フ ロッ 
ピー ディ スク (「 イ ンス トー ルディ スク 」) を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ 
ド し て ぐだ さい 。 
⑤ 何 か の キー を 押す と 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト を 開始 し ます 。 フ ォ ー 
マッ ト し た 後 、「 イ ンス トー ルディ スク 」 の 作成 が 行わ れ ま す 。 
な お 、 イ ンス トー ル の 作業 を 行う 前 に 、「 イ ンス トー ルディ スク 」 の 
README.PCC フ ァイル を よく お 読み くだ さい 。 
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(2)「16 ビ ピッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を イン スト ー ル する 
Windows 95 上 で 、WINSTCRD.EXE は 使用 で きま せん 。 以下 の 操作 を 行っ て くだ さ 
Mc 


① 本 機 の 電源 を ON に し て 「Windows 95 を 起動 し て いま す . . . 」 の メッ セー ジ 
が 表示 され た ら 、(f:8J キ ー を 押し て 、Windows 95 起 動 メ ニュ ー を 表示 させ ま 
す 。 

②Windows 95 起 動 メ ニュ ー か ら 、「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 を 選択 し ます 。 

③「 イ ンス トー ルディ スク 」 を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ ト し ます 。 

④ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トド ライ ブ と ディ レク トリ 
を 「 イ ンス トー ルディ スク 」 が 挿入 され て いる ドラ イブ の 「WINDOWS」 デ ィ レ ク 
トリ に 変更 し ます 。 

く < フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 > : 回 
CD \ WINDOWS 軌 


⑤「 イ ンス トー ルディ スク 」 に ある 以下 の ファ イル を Windows 95 が イン スト ー ル 
され て いる ドラ イブ の 「WINDOWS」 デ ィ レ クト リ に コピ ー し ます 。 


SSWINCS.DLL CARDVIEWEXE CARDVIEW.HLP 


CARDVIEW.INI CARDTOOLEXE CARDTOOL.HLP 
WCARDCEFG.DAT SSVRDD.386 


COPY /Y *.* <Windows 95 の ドラ イブ 名 > : \WINDOWS 回 


⑥ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、INSTCARD.EXE を 起動 し 、「PC 
カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を イン スト ー ル し ます 。 イ ンス トー ル が 終了 し て 
も リセ ッ ト ス イッ チ を 押さ な いで くだ さい 。 
CD \ 回 
INSTCARD 軌 


⑦ テ キス ト エ ディ タ (EDIT.EXE な ど ) を 使用 し て 、SYSTEM.INI フ ァイル の 
[386Enh] セ クシ ョ ン に 、 以 下 の 行 を 追加 し ます 。 
SYSTEM.INI フ ァイル は 、Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の 
「WINDOWS」 デ ィ レ クト リ に あり ます 。 


[386Enh] 


DEVICE=<Windows95 の ドラ イブ 名 > : \WINDOWS\SSVRDD.386 一 この 行 を 追加 


⑧ リ セッ トス イッ チ を 押し て 、 シ ステ ム を 再起 動 さ せ て くだ さい 。 
「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 が ご 利用 で きま す 。 


PC-9801N-JO1/J05 を 使用 する 場合 は 、「(5)16 ビ ッ ト で PC-9801N-JO1/J05 を 利 
用 する 」 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


(3)「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 削除 する 


PC-9801N-JO1/J05 を 使用 し て いる 場合 は 、 こ の 操作 を 行う 前 に 
放 | 「(6) 「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 削除 する 場合 の 
下 補 ご 注意 」 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


Windows 95 上 で 、WCARDCFG.EXE は 使用 で きま せん 。32 ビ ッ ト で PC カー ド を 
利用 する 設定 を 行う と 、 自 動 的 に 「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 は 
使用 で き な く な り ま す 。「 田 32 ビ ッ ト で PC カー ド を 利用 する 」 の 操作 を 行っ て くだ さ 
い 。 

再度 「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 利用 する と き は 、「(4)「16 ビ ッ 
ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 登録 する 」 の 操作 を 行い ます 。 


(4)「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 登録 する 
Windows 95 上 で 、WCARDCFG.EXE は 使用 で きま せん 。 以下 の 操作 を 行っ て くだ 
さい 。 
| 「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 登録 する と 、32 ビ ッ 
ト で PC カー ド は 使用 で き な く な り ま す 。 
①Windows 95 を 起動 し ます 。 
② [スタ ー ト ] ボタ ン を クリ ッ ク し て メニ ュー を 表示 し ます 。 
③[ ヘ ルプ ] を クリ ッ ク し て [トピ ックス の 検索 Windows の ヘル プ ] を 起動 し ま 
生 ら 
④ [キー ワー ド ] の 画面 で 「PC」 と 入力 し ます 。 
⑤ 表 示さ れ た 項目 か ら 「 使 用 で き な い よう に する 」 を 選択 し ます 。 
32 ビ ッ ト で PC カー ド を 使用 で き な い よう に する と 、「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー 
ト ソ フト ウェ ア 」 が 使用 で きま す 。 


以降 は 、「Windows の ヘル プ 」 の 指示 に し た が っ て 、 操 作 を 行う と 「16 ビ ッ ト PC 
カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 が ご 利用 で きま す 。 


(5) 16 ビ ッ ト で PC-9801N-J01/J05 を 利用 する 
モデ ムカ ー ド (PC-9801N-J01) と FAX モデ ムカ ー ド セッ ト (PC-9801N-J05) を 利用 
する に は 、「(2) 「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー トン ソフ トウ ェ ア 」 を イン スト ー ル する 」 
の 設定 を 行っ た 後 、 以 下 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 
① 本 機 の 電源 を ON に し て 「Windows 95 を 起動 し て いま す . . . 」 の メッ セー ジ が 
表示 され た ら 、[〔f-8) キ ー を 押し て 、Windows 95 起 動 メ ニュ ー を 表示 させ ます 。 
②Windows 95 起 動 メ ニュ ー か ら 、「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 を 選択 し ます 。 
③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トディ レク トリ を 、Win- 
dows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の 「\WINDOWS\SYSTEM」 デ ィ レ 
クト リ に 変更 し ます 。 
CD \WINDOWS\SYSTEM 
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(《④「\WINDOWS\SYSTEM」 デ ィ レ クト リ に ある 以下 の ファ イル の 名 前 を 変更 し 
て 、 保 存 し て お きま す 。 


COMM.DKRV 
例 「COMM.DRV」 の ファ イル 名 を 「COMM.95」 に 変更 し ます 


REN COMM.DRV COMM.95 較 
⑤⑥「PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア イン スト ー ル ディ スク 」 (以降 「 イ ンス トー 
ルディ スク 」) を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ ト し ます 。 
⑥ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トド ライ ブ と ディ レク トリ 
を 「 イ ンス トー ルディ スク 」 が 挿入 され て いる ドラ イブ の 「WINDOWS」 デ ィ レ 
クト リ に 変更 し ます 。 
< フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 > : 回 
CD \WINDOWS 回 


⑦「 イ ンス トー ルディ スク 」 に ある 以下 の ファ イル を 、Windows 95 が イン スト ー ル 
され て いる ドラ イブ の 「\WINDOWS\SYSTEM」 デ ィ レ クト リ に コピ ー し ます 。 


COMM.DRV VCD.386 COMBUFF.386 NECCOMM.DRV 


COPY COMM.DRV <Windows 95 の ドラ イブ 名 >\WINDOWS\SYSTEM 
COPY VCD.386 <Windows 95 の ドラ イブ 名 >\WINDOWS\SYSTEM 
COPY COMBUFF.386 <Windows 95 の ドラ イブ 名 >\WINDOWS\SYSTEM 
COPY NECCOMM.DRV <Windows 95 の ドラ イブ 名 >\WINDOWS\SYSTEM 


テキスト エディ タ (EDIT.EXE な ど ) を 使用 し て 、SYSTEM.INI フ ァイル の 
[386Enh] セ クシ ョ ン を 次 の よう に 編集 し ます 。 
SYSTEM.INI フ ァイル は 、Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の 
「WINDOWS」 デ ィ レ クト リ に あり ます 。 


[386Enh] 


DEVICE=*VCD 


[386Enh] 


jDEVICE=*VCD 


DEVICE= く Windows 95 の ドラ イブ 名 >:\WINDOWS\SYSTEM\VCD.386 
DEVICE=<Windows 95 の ドラ イブ 名 >\WINDOWS\SYSTEM\COMBUFF.386 


⑨SYSTEM.INI フ ァイル の 最後 に [DispatchComm] セ クシ ョ ン を 追加 し ます 。 


追加 内 容 は 、 ド ライ ブ A の 「\WIN31」 デ ィ レ クト リ に ある SYSINIJDAT フ ァイル 
を 参照 し て くだ さい 。 


PC-9801N-J05 を COM4 で ご 使用 の 場合 は 、SYSTEM.INI フ ァイル の 
[DispatchComm] セ クシ ョ ン を 、 次 の よう に 修正 し ます 。 


[DispatchComm] 


COMM4.DRV=<Windows 95 の ドラ イブ 名 >: 半 


[DispatchComm] 


COMM4.DRV=<Windows 95 の ドラ イブ 名 > : \WINDOWS\SYSTEM\FAXCOMM.DRV 


95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の \WINDOWS\SYSTEM に な 


民 | FAXCOMM.DRV は PC9801N-J05 に 添付 され て いま す 。Windows 
呈 本 い 場 合 は コピ ー し て お いて くだ さい 。 


⑯⑩ 再 起動 後 、PC-9801N-J01/JO5 が 有効 に な り ま す 。 


(6)「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 削除 する 場合 の ご 注意 


「(5) 16 ビ ッ ト で PC-9821N-JO1/J05 を 利用 する 」 の 手順 を 行っ た 
計 場合 は 、「16 ビ ッ ト サ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 削除 する 前 に 、 必 ず 次 
時 欄 の 手順 を 行っ て くだ さい 。 


① 本 機 の 電源 を ON に し て 「Windows 95 を 起動 し て いま す …」 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ た ら (f:8J] キ ー を 押し て 、Windows 95 起 動 メ ニュ ー を 表示 させ ます 。 

②Windows 95 起 動 メ ニュ ー か ら 「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 を 選択 し ます 。 

③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トディ レク トリ を 、Win- 
dows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の 「\WINDOWS\SYSTEM」 デ ィ レ 
クト リ に 変更 し ます 。 


CD \WINDOWS\SYSTEM 


(④「\WINDOWS\SYSTEM」 デ ィ レ クト リ に ある 以下 の ファ イル の 名 前 を 変更 し 
て 、 保 存 し て お きま す 。 


COMM.DRV 
例 「COMM.DRV」 の ファ イル 名 を 「COMM.31」 に 変更 し ます 


REN COMM.DRV COMM.31 


⑤「(5) 16 ビ ッ ト で PC-9801N-JO1/JO5 を 利用 する 」 で 変更 し た 、 以 下 の フ ァ イ 
ル の 名 前 を 元 に 戻し ます 。 


COMIM.95 
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例 「COMM.95」 の ファ イル 名 を 「COMM.DRV」 に 変更 し ます 


REN COMM.95 COMM.DRV 回 


⑥ テ キス ト エ ディ タ (EDIT.EXE な ど ) を 使用 し て 、SYSTEM.INI フ ァイル の 
[386Enh] セ クシ ョ ン を 次 の よう に 編集 し ます 。 
SYSTEM.INI フ ァイル は 、Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の 
「WINDOWS」 デ ィ レ クト リ に あり ます 。 


[386Enh] 
jDEVICE=*VCD 


DEVICE=<Windows 95 の ドラ イブ 名 > : WINDOWS\SYSTEM\VCD.386 
DEVICE=<Windows 95 の ドラ イブ 名 > : \WINDOWS\YSYSTEM\COMBUFF.386 


[386Enh] 


DEVICE=*VCD 


5.3 ジョ イス ティ ッ ク を 利用 する 
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| Pesez Na12 に 関連 する 内 容 で す | 


TCPICO7SOTO202RRDROSRCR55ERC9GO5RRRCYSSRO55SE2SC055CGORDSCOCS5CCS2002OSSPOSCS090oC の CS25060202520205529CeeoeCRI の CYPe926S50P05O5P2020OYSORRRoY82R0280oOPRORR2RSRD2E63096R90V2R9RSCR06SESS50 の 6295062508268280SC64526SHRR5 


本 機 で は ジョ イス ティ ッ ク ポ ー ト を 標準 で 装備 し て いま す 。 別 売 の ジョ イス ティ ッ ク 
を 接続 する こと に より 、Windows 95 上 で ジョ イス ティ ッ ク が 利用 で きま す 。 

な お 、 本 機 の ジョ イス ティ ッ ク ポ ボ ポート は 、 サ ウン ド ボ ー ド (PC-9801-26、PC- 
9801-73、PC-9801-86) の ジョ イス ティ ッ ク ボ ポ ボート と の 互換 性 は あり ませ ん 。 
また 、 ジ ョ イス ティ ッ ク を 使用 する 場合 は 、MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル A/B 
(PC-9821N-K07、PC-9821N-K08) を プリ ンタ コネ クタ に 接続 する こと に より 、 利 
用 で きま す 。 

ジョ イス ティ ッ ク の 設定 を 変更 する 場合 は 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] の [ジョ イス 
ティ ッ ク ] を 起動 し て 設定 し て くだ さい 。 


5.4 ドッ キン グ ス テ ーション 、 お よび 拡張 バス 変 


換 コ ネ ク タ を 利用 する 


| PC-9821Na12 に 関連 する 内 容 で す 。 


@PC カ ー ド サポート ソ フト ウェ ア の 使用 に つい て の ご 注意 
本 機 で ドッ キン グ ス テ ーション (PC-9821N-U04/U05)、 ま た は 拡張 バス 変換 コネ ク 
タ (PC-9821N-U07) を 利用 する 場合 、 PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア の 使用 方 法 に 
つい て は 、 必 ず 本 機 添 付 の 「PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア マ ニュ アル 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 同名 の マニ ュ ア ル が 上 記 製 品 に も 添付 され て いま す が 、 内 容 が 一 部 異な 
り ま す 。 


5.5 周辺 機器 有用 の ドラ イ バ を 利用 する 
本 機 に は 、 周 辺 機器 を 利用 する 際 に 必要 な ドラ イ バ が 添付 され て いま す 。 
ドラ イ バ は 以下 の 場所 に 、 種 類 に 応じ て 分 類 し 、 格 納 し て いま す 。 


Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ハー ド デ ィ スク (A ドライブ) の 
[DRIVERS] [DRIVERS2] フォ ル ダ 


ドラ イ バ の 機能 や セッ ト ア ッ プ 方 法 お よび お 問 合 わ せ 先 に つい て は 、 各 ドラ イ バ の 
README フ ァイル を ご 覧 くだ さい 。 
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第 6 章 イン ター ネッ ト の 利用 


本 章 で は 、 本 機 で イン ター ネッ ト を 利用 する 方 法 や 注意 事項 に つい て 説明 し ます 。 


FAX モデ ム 内 蔵 モ デル を お 使い の 場合 は 、 こ の 章 を 読む 必要 は あり ませ ん 。 
叶 FAX モデ ム 内 蔵 モ デル 添付 の 「 イ ンタ ーネット スタ ー ト ガイ ド 」 を 参照 し て 、 
Es 本 イン ター ネッ ト を ご 利用 くだ さい 。 


6.1 イン ター ネッ ト 接 続 の 設定 を する 


一 接続 する た め の 準 備 


本 機 で イン ター ネッ ト に 接続 する に は 、 次 の 準備 が 必要 で す 。 


・ モ デム の 準備 

本 機 で イン ター ネッ ト を 利用 する に は 別売 の モデ ム や モデ ムカ ー ド (以降 、 モ デ 
ム ) が 必要 で す 。 ま た 、Windows 95 で モデ ム が 使え る よう に 設定 する 必要 が あり 
ます 。 モ デム の 設定 方 法 に つい て は 、「 モ デム を 設定 する 」 で 説明 し ます 。 


・ プ ロバ イダ と の 契約 

プロ バイ ダ と は 、 イ ンタ ーネット に あな た の コン ピュ ー タ を つなげ て くれ る 会 社 で 
す 。 あ な た の コン ピュ ー タ は プロ バイ ダ を 通じ て イン ター ネッ ト と 接続 され ます 。 
プロ バイ ダ と 契約 する と 、 プ ロバ イダ か ら イ ンタ ーネット 接続 に 必要 な 情報 (IP ア 
ドレ ス 、 電 子 メ ー ル アド レス な ど ) を 入手 で きま す 。 

プロ バイ ダ は 、 そ れ ぞ れ 独 自 の サー ビス 内 容 や 料金 体系 を も っ て いま す 。 ご 利用 状 
況 に 合っ た プロ バイ ダ と 契約 し て くだ さい 。 


な お 、 本 機 に は NEC の プロ バイ ダ 「mesh」 と 簡単 に 契約 する た め の ソ フト 「mesh オ 
ン ラ イン サイ ン ア ッ プ 」 が 用 意 さ れ て いま す 。 「mesh オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ 」 に つ 
いて は 、「NEC の イン ター ネッ トト サー ビス 「mesh」 と 契約 する 」 で 説明 し ます 。 


田 モ デム を 設定 する 


(1) モ デム を 接続 する 
本 機 と モデ ム 、 モ デム と 電話 回 線 を 接続 し ます 。 接 続 方 法 に つい て は 、「 ガ イド ブッ 
ク 」 お よび モデ ム に 添付 の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


(2) モ デム を 設定 する 
Windows95 で モデ ム が 使え る よう に 設定 し ます 。 
① 本 機 の 電源 を ON に し て 、Windows 95 を 起動 し ます 。 


モデ ムカ ー ド を お 使い の 場合 は 、 本 機 で PC カー ド を 使え る よう に 設定 する 必 
要 が あり ます 。 く わし く は 、「 第 5 章 ハー ドウ ェ ア の 利用 」 お よび カー ド 添 
E 和 衝 付 の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


② [スタ ー ト ] メニ ュー の [設定 ] か ら [ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を 起動 し ます 。 
③[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] か ら [モデム] を 起動 し ます 。 
④ [モデ ムウ ィ ザ ー ド ] が 起動 し ます 。 画面 の 指示 に し た が っ て 、 お 使い の モデ ム を 


設定 し て くだ さい 。 
⑤ [モデ ムウ ィ ザ ー ド ] の 途中 で [所 在 地 情報 ] 画面 が 表示 され た 場合 は 次 の 設定 を 
し ます 。 


・ 国 番号 : リス ト か ら 「 日 本 (81)」 を 選択 し ます 。 
・ 市 外 局 番 : 住ん 人 で いる 場所 の 市 外 局 番 を 入力 し ます 。 
・ 外 線 発信 番号 : 特に 設定 する 必要 は あり ませ ん 。 
・ ダ イア ル 方 法 : プッ シュ ホン 回 線 の 場合 は 「 ト ー ン 」 を 、 ダ イア ル 回 線 の 場合 
は 「 パ ルス 」 を 選択 し ます 。 
⑥「 モ デム は 正常 に セッ ト ア ッ プ され まし た 」 の 画面 が 表示 され た ら 、 [完了 ] ボタ 
ン を 選択 し て くだ さい 。 
再起 動 す る か どう か の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 は 、 [は い ] ボタ ン を 選択 し 
て 、Windows を 再起 動 し て くだ さい 。 
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田 NEC の イン ター ネッ ト サ ー ビ ス 「mesh」 と 契約 する 


ここ で は 、 [mesh オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ ] で の オン ライ ン サ イン アッ プ の 方 法 に つ 
いて 説明 し ます 。 


要 は あり ませ ん 。 プ ロバ イダ と 契約 し 、 各 種 情 報 を 入手 し た ら 、「 接 続 す る た 
め の 設 定 を 行う ンー イ ンタ ーネット セッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド 」 に 進ん で くだ さ 
い 。 


7| mesh 以 外 の プロ バイ ダ と 契約 する 場合 は 、 こ こ で 説明 し て いる 手順 を 行う 必 
主意 


(1) オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ の 準備 
あな た の コン ピュ ー タ か ら 、 回 線 を 使っ て 、NEC の プロ バイ ダ 「mesh」 と 契約 する 
方 法 を オン ライ ン サ イン アッ プ と いい ます 。 
オン ライ ン サ イン アッ プ は 、 次 の 条件 を 満た し て いる 方 に 限ら ちら せ て いた だ きま す 。 
・18 歳 以上 の 方 
・ 本 人 名 義 の クレ ジッ トカ ー ド で mesh 利 用 料金 が 決済 で きる 方 
使用 で きる カー ド は 以下 の も の で す 。 
VISA JCB DC UC 日 本 信販 MC AMEX ダイ ナー ス オリ エン ト 地方 銀 
行 発行 の クレ ジッ トカ ー ド 
・mesh 契 約 約款 に 同意 され る 方 


次 の 場合 に は 、 本 機 添 付 の 「mesh ウ ェ ル カム キッ ト 」 の 裏面 の 契約 申込 書 に 
必要 事項 に 記入 の 上 、 お 申し 込み くだ さい 。 
・18 歳 未満 の 方 
・ 本 人 名 義 の クレ ジッ トカ ー ド を お 持ち で な い 方 
・ オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ が うま くい か な か っ た 方 


オン ライ ン サ イン アッ プ の 前 に 次 の も の を 準備 し て くだ さい 。 
・ ク レジ ッ ト カ ー ド (本 人 名 義 の も の ) 
・ 本 機 に 添付 の 「mesh ウ ェ ル カム キッ ト 」 
・ メモ と 筆記 用 具 


(2) オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ の 起動 
① Windows 95 を 起動 し ます 。 
② [スタ ー ト ] メニ ュー か ら [ プ ログ ラム ] を ポイ ント し 、 [コミュニ ケー ショ 
ン ] に ある [mesh オン ライ ン サ イン アッ プ ] を 選択 し ます 。 
[mesh オン ライ ン サ イン アッ プ ] が 起動 し ます 。 


③ 画面 の メッ セー ジ を よく お 読み に な っ た あと 、 [継続 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て く 
だ さい 。 


④ 「 最 新 の 契約 約款 、 利 用 料金 表 、 サ ービス 内 容 を ご 覧 に な り ま すか 」 と いう メッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
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mesh に 関す る 次 の 情報 が 表示 され ます 。 
・ 契約 約款 「C&C イ ンタ ーネット サー ビス 契約 約款 」 が 表示 され ます 。 
・ 利 用 料金 表 mesh で の 料金 体系 が 表示 され ます 。 


・ サ ービス 内 容 mesh が 提供 する サー ビス 内 容 で す 。 

・ ア クセ スポ イン ト mesh に 接続 する た め の ア クセ スポ イン ト (電話 を か ける 
場所 ) の 一 覧 で す 。 最 寄り の アク セス ポイ ント の 電話 番号 
を あら か じ め メ モ し て お いて くだ さい 。 
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それ ぞ れ の 情報 を 表示 する に は 、 各 情報 の タプ を クリ ッ ク し ます 。 
各 画 面 で 画面 の スク ロー ル ボ タン を クリ ッ ク す る と 文章 の 上 下 の 内 容 が 表示 され ま 
す 。 よ く お 読 みく だ さい 。 


お 使い の モデ ム に 関す る 各 項 目 を 入力 し て 、 [設定 終了 ] ボタ ン を クリ ッ ク す 


軸 [最新 表示 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 [通信 設定 ] の 画面 が 表示 され ます 。 
る と 、mesh と 通信 し て 、 最 新 の 情報 を 入手 で きま す 。 


(3) 各 種 情 報 項目 の 入力 ・ 設 定 
・ サ イン アッ プ の 開始 
① 各 種 の 情報 を 読み 終え た ら 、[ サ イン ア ッ プ 開始 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
② 次 の 画面 が 表示 され ます 。 
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この 画面 で 、 サ イン アッ プ の た め の 次 の 情報 を 入力 し ます 。 
・ 個 人 情報 

・ カー ド 情 報 や 使用 機種 

・ 回 線 ・ メ ー ル アカ ウン ト 

・ 通信 設定 


次 の 項目 に 移る に は 、 そ の 項目 を マウ ス で クリ ッ ク す る か 、 ま た は 、 キ ー ボ ー ド の 
[TAB] キ ー を 押し て くだ さい 。 


・ 個 人 情報 


氏名 、 住 所 、 電 話 番号 な ど を 入力 し ます 。 
画面 下部 の ガイ ド に し た が っ て 、 す べべ て の 項目 を 入力 し て くだ さい 。 す べべ て 入力 し 
た ら 、 [カー ド 情 報 等 ] タプ を クリ ッ ク し ます 。 


・ カ ー ド 情報 等 の 入力 


カー ド 情 報 や 入会 方 法 、 使 用 機種 な ど を 入力 し ます 

画面 下部 の ガイ ド に し た が っ て 、 す べべ て の 項目 を 入力 し て くだ さい 。 

な お 、「 入 会 方 法 」 は 以下 の よう に 設定 し ます 。 
・ 会 員 種別 リス ト か ら 優 待 会 員 を 選択 し ます 
・ 優 待 会 員 用 ID : 添付 の 「mesh ウ ェ ル カム キッ ト 」 を 参照 し て 、ID を 半角 で 入力 
し ます 。 
・ パ スワ ー ド : 添付 の 「mesh ウ ェ ル カム キッ ト 」 を 参照 し て 、ID を 半角 で 入力 し 
ます 。 

すべ て 入力 し た ら 、 [回 線 ・ メ ー ル アカ ウン ト ] タブ を クリ ッ ク し ます 。 


・ 回 線 ・ メ ー ル アカ ウン ト の 入力 


回 線 ・ メ ー ル アカ ウン ト を 入力 し ます 。 
画面 下部 の ガイ ド に し た が っ て 、 す べ て の 項目 を 入力 し て くだ さい 。 
すべ て 入力 し た ら 、 [通信 設定 ] タブ を クリ ッ ク し ます 。 


・ 通 信 設定 の 入力 


通信 する 際 の モデ ム 設 定 を 入力 し ます 。 

モデ ム の ポー ト や 回 線 の 種別 、 通 信 速 度 な ど を 、 お 使い の モデ ム に 合わ せ て 設定 し 
て くだ さい 。 ま た 、 モ デム コマ ンド は 、 ほ と ん どの 場合 、 既 定 値 の まま で 動作 可能 
で す が 、 正 常に 動作 し な い 場 合 は 、 モ デム に 添付 の マニ ュ ア ル を 参照 し て 設定 し て 
くだ さい 。 


・ 設 定 の 終了 


すべ て の 項目 を 入力 し た ら 、 [設定 終了 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


・ 契約 約款 同意 の 再 確認 


[mesh 契 約 約款 同意 の 再 確認 ] 画面 が 表示 され ます 。 契約 約款 に 同意 する 場合 は 
[は い ] ボタ ンジ を クリ ッ ク し ます 。 
通信 状態 画面 が 表示 され ます の で 、 し ば らく お 待ち くだ さい 。 


(4) 情 報 の 入手 
イン ター ネッ ト 接 続 に 必要 な 情報 を 入手 し ます 。 
① し ば らく する と [各種 情報 表示 ] 画面 が 表示 され ます の で [OK] ボタ ン を クリ ッ 
ク し で くだ さい 。 
mesh に 関す る 各種 情報 が 表示 され ます 。 


の 還 当 人 誠 灘 ③ 諾 赴 選 一 問 


この 画面 は 、 オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ 終了 後に [mesh オン ライ ン サ イン アッ 
プ ] を 再起 動 し て 、 [前 回 情報 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て も 表示 され ます 。 


を ハー ド デ ィ スク か ら 削 除 し て し まい ます 。 こ の ボタ ン は 、 あ な た の 個人 情報 
や ID な ど を 第 三 者 に 見 られ な いよ うに する た め の も の で す 。 不 用 意 に クリ ッ ク 
し な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 ま た 、 こ の ボタ ン を 使用 する 場合 は 、 使 用 前 
に 、ID 情 報 な ど を メモ し て お いて くだ さい 。 


[ID 情報 クリ ア ] ボタ ン を クリ ッ ク と オン ライ ン サ イン アッ プ で 入手 し た 情報 
ま 


② [ID 情報 ] タブ を クリ ッ ク し 、 [登録 情報 ] に 表示 され て いる 次 の 内 容 を メモ し て 

くだ さい 。 

・「 ユ ー ザ ー 名 」 

・「 パ スワ ー ド 」 

・「 メ ー ル アド レス 」 

・「 メ ー ル パス ワー ド 」 
③ [アク セス 情報 ] タブ を クリ ッ ク し 、 表 示さ れ て いる 次 の 内 容 を メモ し て くだ さ 

| 島 天 

・ Domain Name Server 

“/” (スラ ッシュ ) で 区 切ら れ て 2 つ 分 表記 され て いま す 。 

・ Mail Server(MailGateway) 
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④ [アク セス ポイ ント ] タブ を クリ ッ ク し 、 表 示さ れ て いる 次 の 内 容 を メモ し て 
くだ さい 。 
・ 最寄り の アク セス ポイ ント の 電話 番号 


(5) オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ の 終了 
これ で オン ライ ン サ イシ アッ プ は 終了 で す 。 
次 に イン ター ネッ ト に 接続 する た め の 設 定 を 行い ます 。 
表示 され て いる 画面 で [Win95 イ ンタ ーネット 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、[ イ 
ンタ ーネット セッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド ] が 起動 し ます 。 
「 接 続 す る た め の 設定 を 行う ニー イン ター ネッ ト セ ッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド 」 に 進ん で く 
だ さい 。 


AA 


mesh の オン ライ ン サ イン アッ プ な ど で 、 プ ロバ イダ か ら 必 要 な 情報 を 入手 し た ら 、 イ 
ンタ ーネット に 接続 する た め の 設 定 を 行い ます 。 設 定 は [イン ター ネッ ト セ ッ ト ア ッ 
ププ ウィザード] で 行い ます 。 


準備 する も の 
[イン ター ネッ トト セットアップ ウィ ザー ド ] で は 次 の 情報 が 必要 に な り ま す 。 
これ ら の 情報 は プロ バイ ダ と 契約 する と 、 プ ロバ イダ か ら 提 供 さ れ ま す 。 あ ら か じ 
め 用 意 し て お いて くだ さい 。 
・ プ ロバ イダ の 名 前 
・ プ ロバ イダ の アク セス ポイ ント の 電話 番号 
・ あ な た の ID (ユー ザー 名 ) と パス ワー ド 
・DNS サ ー バ ー ア ドレ ス 
・ 電 子 メ ー ル の アド レス お よび メー ル サ ー バ ー の アド レス 


イン ター ネッ ト セ ッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド の 起動 
① Windows 95 を 起動 し ます 。 
②[ ス ター ト ] メニ ュー か ら [ プ ログ ラム ] を ポイ ント し 、[ ア クセ サリ ] の [イン 
ター ネッ ト ツ ー ル ] に ある [インタ ーネット セッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド ] を クリ ッ ク 
展 ま 。 


ザー ド ] を 起動 する に は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


① [mesh オン ライ ン サ イン アッ プ ] の [mesh オン ライ ン サ イン アッ プ 登 
録 情 報 ] 画面 で 、 [Win95 イ ンタ ーネット 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ま 
ま 。 

② [Win95 イ ンタ ーネット 設定 ] 画面 が 表示 され ます 。 内容 を よく お 読み くだ 
さい 。 接続 する た め の 設 定 を 行う 場合 は [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


思 [mesh オン ライ ン サ イン アッ プ ] か ら [ イ ンタ ーネット セッ ト ア ッ プ ウィ 
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③ [イン ター ネッ ト セ ッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド ] が 起動 し ます 。 [次 へ ] ボタ ン を ク 
リッ ク し て くだ さい 。 


これ 以降 で 、 前 の 画面 に 戻っ て 設定 を 変更 し た い 場 合 は 、[ 戻 る] ボタン を ク 
リッ ク し て くだ さい 。 


④ [接続 方 法 ] 画面 が 表示 され ます 。 こ こ で [すでに 別 の サー ビス プロ バイ ダ の アカ 
ウン ト が ある ] を 選択 し て 、[ 次 へ ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
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の 骨 半 叶 吉 9 藻 直 叶 一 癌 
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⑤ [イン ター ネッ トメ ー ル ] の 画面 が 表示 され ます 。 こ こ で Microsoft Exchange を 
使っ て イン ター ネッ ト メー ル の 送受 信 を 行う 場合 は [行う (推奨 ) ] を 選択 し ま 
す 。 [次 へ ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


⑥ [ファ イル の イン スト ー ル ] 画面 が 表示 され ます 。 そ の まま [次 へ ] ボタ ン を ク 
リッ ク し て くだ さい 。 フ ァイル の イン スト ー ル が は じ ま り ます 。 


[ファ イル の イン ス トール] 画面 は 、 必 要 な ファ イル が すでに イン スト ー ル され 
て いる 場合 は 表示 され ませ ん 。 


⑦ [モデ ム の 選択 ] 画面 が 表示 され た 場合 は 、 下 矢印 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 お 使い 
の モデ ム を 選択 し て くだ さい 。 選択 し た モデ ム が 表示 され て いる の を 確認 し て 、 
[次 へ ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


[サー ビス プロ バイ ダ 情 報 ] 画面 が 表示 され た ら 、 ご 利用 の プロ バイ ダ の 名 称 を 入 
カカ し て くだ さい 。 入力 し た ら [次 へ ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


⑨ [電話 番号 ] の 画面 が 表示 され た ら 、 契 約 し て いる プロ バイ ダ の アク セス ポイ ント 
の 電話 番号 を 、 市 外 局番 と 市 内 局番 に 分 け て 入力 し ます 。 ま た 、【[ 国 番号 ] に は 
「 日 本 」 を 選択 し ます 


⑩ [ユー ザー 名 と パス ワー ド ] 画面 が 表示 され た ら 、 プ ロバ イダ か ら 提 供 さ れ た あな 
た の ID (ユー ザー 名 ) と パス ワー ド を 入力 し て くだ さい 。 入力 し た ら 、 [次 へ ] 
ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


(画面 の ユー ザー 名 は 架空 の も の で す 。 ) 


⑪[IP ア ドレス] 画面 が 表示 され た ら 、[ イ ンタ ーネット サー ビス プロ バイ ダ が 自動 的 
に 割り 当て る ] が 選択 され て いる こと を 確認 し て 、[ 次 へ ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
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の ' 慎 恒 半 R 誠 茹 9 藻 直 叶 一 紀 


⑫ [DNS サー バー アドレス] 画面 が 表示 され た ら 、 プ ロバ イダ か ら 指 定 さ れ た DNS 
サー バー の IP アド レス を 入力 し て くだ さい 。[mesh オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ ] で 
サイ ン ア ッ プ し た 場合 は 、[ 別 の DNS サー バー] に は 、 オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ で 
入手 し た Domain Name Server の 2 つ 目 の アド レス を 入力 し ます 。 


⑬[ イ ンタ ーネット メール ] 画面 が 表示 され ます 。 イ ンタ ーネット メー ル を 利用 す 
る 場合 は [イン ター ネッ トメ ー ル を 使う ]) の チェ ッ ク ボ ックス を クリ ッ ク し て 、 
チェ ッ ク を つけ ます 。 ま た 、 次 の こと を 入力 し ます 。 

[電子 メー ル の ア ドレス] : プロ バイ ダ か ら 提 供 さ れ た メー ル ア ドレ ス 」 
[イン ター ネッ トメ ー ル の サー バー] : プロ バイ ダ か ら 提 供 さ れ た メー ル サ ー 
バー の アド レス 


入力 し た ら 、【 次 へ ] ボ グ ン を も を クリック し まず す 。 


⑭ [Exchange の プロ ファ イル ] 画面 が 表示 され た 場合 は 、 そ の まま [次 へ ] ボタ ン 
を クリ ッ ク し ます 。 


⑮ [セッ ト ア ッ プ 完了 ] 画面 が 表示 され ます 。 [完了 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さ 
い 。 

⑯ こ れ で 設定 は 完了 で す 。「Windows を 再起 動 し ます 」 の メッ セー ジ が 表示 され た 
場合 は 、 [は い ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
Windows が 自動 的 に 再起 動 し ます 。 


これ で イン ター ネッ ト に 接続 する た め の 設 定 が 完了 し まし た 。 次 に イン ター ネッ ト に 
実際 に 接続 し ます 。 
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| 一 度 、[ イ ンタ ーネット セッ トウ ィ ザ ー ド ] で 設定 を 行っ て いる 場合 、 
[Windows を 再起 動 し ます ] の メッ セー ジ は 表示 され ませ ん 。 


注意 


6.2 イン ター ネッ ト に 接続 する 


イン ター ネッ ト に 接続 する た め の 設 定 が 完了 し た ら 、 実 際 に 接続 し て み ま し ょ 2 う 。 
ここ で は イン ター ネッ ト に 接続 し て 、NEC の ホー ムペ ー ジ を 見 ます 。 


(1) イ ンタ ーネット エク スプ ロー ラ の 起動 
① [スタ ー ト ] メニ ュー か ら [ プ ログ ラム ] を ポイ ント し 、[ ア クセ サリ ] の [イン 
ター ネッ ト ツー ル ] に ある [イン ター ネッ ト エ クス プロ ー ラ ] を クリ ッ ク し ま 
す 。 ま た は 、 デ スク トッ プ に ある [インターネット] を ダブ ルク リッ ク し ます 。 
[イン ター ネッ ト エ クス プロ ー ラ ] が 起動 し て 、 [接続 ] 画面 が 表示 され ます 。 


の 月 半 対 誠 灘 ③ 諾 直 戸 一 下 


ダイ アル の プロ パテ ィ の 設定 を 1 度 も 行っ て いな い 場 合 は 、 こ こ で [ダイ アル 
4 の プロ パテ ィ ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
ss 抽 -. [所 在 地 情報 ] 画面 が 表示 され た 場合 は 、[ 国 番号 ] に 「 日 本 」 を 、 [市 外 
局番 ] に 、 ご 自分 の 市 外 局 番 を 入力 し 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
・ [ダイ アル の プロ パテ ィ ] 画面 が 表示 され た 場合 は 、 画 面 に 表示 され て いる 
内 容 が 正しい か どう か 確認 し て 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
・[ ダ イヤ ル の プロ パテ ィ ] の 画面 が [イン ター ネッ ト エ クス プロ ー ラ ] の 画 
面 の 後ろ に か くれ て 、 見 えな く な っ た 場合 は 、 タ スク バー に 表示 され て いる 
[接続 ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


② [接続 ] 画面 で 、 パ スワ ー ド を 入力 し て くだ さい 。 入力 し た ら 、 [接続 ] ボタ ン 
を クリ ッ ク し ます 。 
し ば らく する と 接続 が 完了 レ し 、NEC の ホー ムペ ー ジ が 表示 され ます 。 


以降 は 、 マ ウス ポイ ンタ が 手 の 形 に な る と ころ を クリ ッ ク す れ ば 、 い ろ い ろ な ペー ジ 
が 表示 され ます 。 イ ンタ ーネット を お 楽し みく だ さい 。 
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Windows 95 起 動 時 に [Windows パ スワ ー ド の 入力 ] 画 面 が 表示 され な い 場 

| 合 、 お よび 表示 され て も ユー ザ 名 、 パ スワ ー ド を 入力 し な いで 使用 し て いる 場 

Es 本 合 は 、[ 接 続 ] 画 面 の [パス ワー ド の 保存 ] チ ェ ッ クボ ックス は 選択 で きま せん 。 
本 機 で は 購入 時 に は [Windows 95 パ スワ ー ド ] の 画面 は 表示 され な いよ うに 
な っ て いる た め 、 イ ンタ ーネット に 接続 する 際 の [接続 画面 の [パス ワー ド の 保 
存 ] サ チェッ クボ ックス は 選択 で きま せん 。[Windows パ スワ ー ド の 入力 ] 画 面 の 
設定 に つい て は 、「[ パ スワ ー ド 保存 ] サ チェ ッ ク ボ ックス を 有効 に する 」 を 参照 
し て くだ さい 。 


[ロロ イン ター ネッ ト エ クス プロ ー ラ の くわ し い 使 い 方 に つい て は 、 イ ンタ ーネット 
ト L」 エク スプ ロー ラ の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 


(2) イ ンタ ーネット エク スプ ロー ラ の 終了 (接続 の 終了 ) 


ここ で は 、 イ ンタ ーネット エク スプ ロー ラ の 終了 方 法 と 、 接 続 の 終了 に つい て 説明 し 
に 3 


① [イン ター ネッ ト エ クス プロ ー ラ ] の 右上 の 1 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
[イン タダ ーネット エク スプ ロー ラテ ]」 が 終了 し ます 。 
② [切断 ] 画面 が 表示 され ます の で 、 [は い ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
接続 が 終了 し まし た 。 


一 [バス ワー ド の 保存 ] チェ ッ ク ボ ックス を 有効 に する 


Windows 95 起 動 時 に [Windows 95 パ スワ ー ド の 入力 ] 画面 が 表示 され な い 場 合 、 お よ 
び 表 示さ れ て も ユー ザ 名 と パス ワー ド を 設定 し て いな い 場 合 は 、 イ ンタ ーネット に 接続 
する 際 の [接続 ] 画面 の [パス ワー ド の 保存 ] チェ ッ ク ボ ックス は 選択 で きま せん 。 
本 機 で は 、 ご 購入 時 に は [Windows 95 パ スワ ー ド の 入力 ] の 画面 は 表示 され な いよ 
うに な っ て いま す の で 、 イ ンタ ーネット に 接続 する 際 の [接続 ] 画面 の [パスワード 
の 保存 ] チェ ッ ク ボ ックス は 選択 で きま せん 。 


較 四 [Windows 95 パ スワ ー ド の 入力 ] の 画面 が 表示 され な い 場 合 は 、[ コ ント ロー 
ーー ル パ ネ ル ] の [ネッ トワ ー ク ] で ネッ トワ ー ク コン ポー ネン ト の 設定 を 行う と 、 
[Windows 95 パ スワ ー ド の 入力 ] の 画面 が 表示 され る よう に な り ま す 。 


また 、 表 示さ れ て も ユー ザ 名 と パス ワー ド を 設定 し て いな い 場 合 は 、 次 の 手順 で 、 
[Windows 95 パ スワ ー ド の 入力 ] の 設定 を し て くだ さい 。 


①Windows 95 を 起動 し ます 。 


② [Windows パ スワ ー ド の 入力 ] 画面 が 表示 され た ら 、 [ユー ザー 名 ] に 名 前 を 入 
力 E ま あず 
また 、 [パス ワー ド ] を 指定 する 場合 は 、 パ スワ ー ド を 入力 し ます 。 
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パス ワー ド は 特に 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 ま た 、 こ こ で 入力 する パス ワー 
連 | ド は プロ バイ ダ か ら 入 手 し た パス ワー ド と は 関係 が あり ませ ん 。 
E 至 姓 パス ワー ド を 指定 し た 場合 は 、Windows 95 を 起動 する た びに 、 パ スワ ー ド の 
入力 画面 が 表示 され ます の で 、 パ スワ ー ド を 忘れ な いよ うに し て くだ さい 。 


③[Windows パス ワー ド の 入力 ] 画 面 で [OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
④「 パ スワ ー ド を も う 一 度 入 力 し て くだ さい 」 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
手順 の で パス ワー ド を 指定 し た 場合 は 、 も う 一 度 入 力 し て [OK] ボ タン を クリ ッ ク 


し ます 。 
手順 の で パス ワー ド を 指定 し な か っ た 場合 は 、 そ の まま [OK] ボ タン を クリ ッ ク し 
ます 。 
これ で 、[ 接 続 ] 画 面 で 、[ パ スワ ー ド の 保存 ] サ チェ ッ ク ボ ックス が 選択 で きる よう に 
な り ま す 。 

男 メ ー ル を 使う た め の 設定 を 行う 


本 機 で イン ター ネッ トメ ー ル を 使用 する に は 、 イ ンタ ーネット セッ ト ア ッ プ 
市 ウィ ザー ド で イン ター ネッ トメ ー ル を 使う よう 設定 する 必要 が あり ます 。 
ま 


① [スタ ー ト ] メニ ュー の [設定 ] に ある [コン トロ ー ル パネ ル ] を クリ ッ ク し ま 
者 。 

② [コン トロ ー ル パネ ル ] か ら [ メ ー ル と ファ ックス ] を ダブ ルク リッ ク し て 起動 し 
ます 。 

③ [イン ター ネッ トメ ー ル の 設定 の プロ パテ ィ ] 画面 で [イン ター ネッ トメ ー ル ] を 
選択 し て 、 [プロパ ティ ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
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の 通 半 時 乱 茹 ③ 藻 直 下 一 給 
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④[ イ ンタ ーネット メー ル ] の [全般 ] 画面 な 次 の こと を 入力 し ます 。 


・ フ ルネ ー ム …… 半 角 の ロー マ 字 で あな た の 名 前 を 入力 し ます 

・ パ スワ ー ド …… プロ バイ ダ か ら 提 供 さ れ た メー ル パ ス ワー ド を 入力 し ます 。 

その 他 の 項目 は 、 イ ンタ ーネット セッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド で 設定 し た 内 容 が 入力 

され て いま す が 、 正 し く 入 力 さ れ て いな い 場 合 は 、 入 力 し な お し て くだ さい 。 
⑤ [接続 ] タブ を クリ ッ ク し て 、 表 示さ れ た 画面 で 次 の 確認 を し ます 。 


・[ モ デム を 使用 し て 接続 ] に チェ ッ ク が 付い て いる こと . 
・ [ダイ アル 時 に 使用 する 接続 ] に イン ター ネッ ト セ ッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド で 選 
択 し た 接続 先 が 入 力 さ れ て いる こと 
・[ オ フラ イン に し て 、 リ モー トメ ー ル を 使用 ] に チェ ッ ク が 付い て いる こと 
設定 され て いな い 場 合 は 正しく 設定 し な お し て くだ さい 。 
⑥ [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


⑦ [イン ター ネッ トメ ー ル の 設定 の プロ パテ ィ ] 画面 で 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます 。 
メー ル を 使う た め の 設 定 が 完了 し まし た 。 
メー ル の 送受 信 は Microsoft Exchange を 使用 し ます 。 Microsoft Exchange を 
起動 する に は 、 デ スク トッ プ の [受信 トレ イ ] を ダブ ルク リッ ク し て くだ さい 。 


の いせ 過半 R 哉 基 紀 一 癌 


Microsoft Exchange の くわ し い 使 い 方 に つい て は 、 Microsoft Exchange の 
ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 
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すす 


第 2 部 


他 の ソフ トウ ェ ア を 
利用 する 


Windows3.1、MS-DOS や OS/2 な ど 、 別 売 の ソフ ト 
ウェ ア を 本 機 で 利用 する た め に 必要 な 知識 や 注意 事項 
に つい て 説明 し て いま す 。 


第 1 章 MS-DOS を 利用 する 

第 2 章 Windows を 利用 する 

第 3 章 OS/2 を 利用 する 

第 4 章 その 他 の ソフ トウ ェ ア を 利用 する 


第 1 草 IMS-DOS を 利用 する 


本 章 で は 、 別 売 の MS-DOS を 本 機 で ご 利用 に な る 場合 の 設定 や 、 ア ッ プ グレ ー ド の 
手順 に つい て 説明 し ます 。 


1.1 MS-DOS 6.2/5.0A の 利用 


ここ で は 本 機 で 別売 の 「MS-DOS6.2」、 お よび 「 日 本 語 MS-DOS5.0A」( 以 降 MS- 
DOS 5.0A) を 利用 する 場合 に 必要 と な る アッ プ グ レー ド の 手順 に つい て 説明 し ます 。 


Windows 95 が イン スト ー ル され て いる 領域 お よび MS-DOS を イン スト ー ル 
7| する 領域 が 圧縮 され て いる 場合 は 、 そ の 領域 を 展開 し て か ら イ ンス トー ル や 
m 柚 アッ プ グ レー ド を 行っ て くだ さい 。 
Windows 95 が イン スト ー ル され て いる 領域 を 解放 し て 、MS-DOS を イン ス 
トー ル す る 場合 は 、 領 域 を 解放 する 前 に 作業 が 必要 と な り ま す 。 後述 の 〈 参 
考 〉 を 参照 し て くだ さい 。 た だ し 、MS-DOS 6.2 お よび MS-DOS 5.0A 以 外 の 
ソフ トウ ェ ア を アッ プ グ レー ド す る 場合 は 、Windows 95 の 領域 を 解放 し な い 
で くだ さい 。 


本 機 で 別売 の MS-DOS6.2 お よび MS-DOS5.0A を 利用 する に は 、 必 ず 次 の 手順 で 
タグ ダグ ルード を 行 る で くだ きい 。 


(1) シ ステ ム デ ィ ス ク の アッ プ グ レー ド 
(2) イ ンス トー ル し た MS-DOS の アッ プ グ レー ド 


ここ で は 、 こ れ ら の 手順 に つい て 詳し く 説 明 し ます 。 
(1) シ ステ ム デ ィ ス ク の アッ プ グ レー ド 


以下 の 手順 で は 、 次 の も の が 必要 で す 。 準備 し て お いて くだ さい 。 


ニー 


・ イ ンス トー ル を 行う バー ジョ ン の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 」( 別 売 ) 
・2HD フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 


Windows 95 の 領域 を 解放 し て 、MS-DOS を イン スト ー ル する 場合 は 、 別 途 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 必要 と な り ま す 。 そ の 際 は 指示 に し た が っ て 用 意 し て く 
Es 携 だ さい 。 詳し く は 後述 の < 参考 > を 参照 し て くだ さい 。 
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は じ め に 、「MS-DOSx.xx シ ステ ム デ ィ ス ク #1」 に 対し て アテ アップグレード を 行い ま 
す 。 万 一 の アク シ デ ン ト に 備え て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク の 複製 を 作成 し 、 複 製 に 対し て 
アデ アップグレード を 行い ます 。 


① 本 機 の 電源 を ON に し て 、「Windows 95 を 起動 し て いま す .…」 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ た ら 、 キ ー ボ ー ド の (f-8] キ ー を 押し て Windows 95 起 動 メ ニュ ー を 表示 さ 
せま す 。 

②Windows 95 起 動 メ ニュ ー か ら 「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 を 選択 し ます 。 

③FORMAT コ マン ド を 使っ て 、 あ ら か じ め 用 意 し て お いた 2HD フ ロッ ピー ディ ス 
ク を 初期 化し ます 。 

用 意 し た 2HD フ ロッ ピー ディ スク を フロ ッ ピ ーー ディスク ドラ イプ に セッ ト 後 、 コ 
マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し 、1.25M バ イト で フォ ー マ ッ ト し ます 。 
く ド ライ ブ 名 > に は 、 あ ら か じ め 用 意 し て お いた 2HD フ ロッ ピー ディ スク を セッ ト 
し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 指定 し ます 。 

FORMAT < ドラ イブ 名 >: /U /M 回 
この フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、「 ア ッ プ グレ ー ド 済み シス テム ディ スク #1」 と 書 
いた ラベ ル を 貼っ て お いて くだ さい 。 

《④DISKCOPY コ マン ド を 使っ て 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 看 1」 の 複製 を 作成 し ます 。 
複製 は あら か じ め 用 意 し た 「 ア ッ プ グレ ー ド 済み シス テム ディ スク #1」 に 作成 し 
ます 。 

DISKCOPY ュ マン ド の 使用 方 法 は コマ ンド プロ ンプ ト で 次 の よう に 入力 し て 、 
確認 し て くだ さい 。 
DISKCOPY /? 回 

⑤ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 「 ア ッ プ グレ ー ド 済み シス テム ディ スク 尋 1」 を 
セッ ト し ます 。 

⑥ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し 、 ア ッ プ グレ ー ド を 実行 し ます 。 
< ドラ イブ 名 > に は 「 ア ッ プ グレ ー ド 済み シス テム ディ スク #1」 を セッ ト し て いる 
ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 

・MS-DOS6.2 を アッ プ グ レー ド す る 場合 
CD \DOS62 較 
UPDOS62 < ドラ イブ 名 >: 
・MS-DOS5.0A を アッ プ グ レー ド す る 場合 


CD \DOS50A 加 
UPDOS50A < ド ライ ブ 名 >: 


⑦「 ア ッ プ グレ ー ド 済み シス テム ディ スク 草 1」 を 使っ て 、 ハ ー ド ディ スク また は フ 
ロッ ピー ディ スク へ の イン スト ー ル を 行い ます 。 


MS-DOS の イン スト ー ル 方 法 に つい て は 、 各 バー ジョ ン の MS-DOS の マニ ュ ア ル を 
選 馬 だ さい 
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の 通 き RN HH サテ で ご S 詩 叶 N 絹 


「 ア ッ プ グレ ー ド 済み シス テム ディ スク 在 1」 は この ディ スク を 作成 し た 環境 
際 | で の み 使 用 で きま す 。CD-ROM ド ライ ブ な どの ハー ドウ ェ ア 構 成 を 変更 する 
ほ 和 柏 と 、 正 常に MS-DOS を イン スト ー ル で き な い 場合 が あり ます の で 、 最 初 か ら 
アッ プ グ レー ド を や りな お し て くだ さい 。 


(2)2 イ ンス トー ル し た MS-DOS の アッ プ グ レー ド 

引き 続き 、「 ア ッ プ グレ ー ド 済み シス テム ディ スク 1」 を 使っ て イン スト ー ル し た 

MS-DOS を 再度 アッ プ グ レー ド し ます 。 

①MS-DOS を イン スト ー ル し た ハー ド デ ィ スク 、 ま た は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 起 動 
し ます 。 
DOS シ ェ ル の 画面 が 表示 され た 場合 は 、 キ ー ボ ー ド の (Hf:3J) キ ー を 押し て 終了 し レ て 
くだ さい 。 

② コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トド ライ ブ を Windows95 
が イン スト ー ル され て いる ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ に 変更 し ます 。 
〈《 ド ライ ブ 名 ) に は Windows95 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい 。 


く ド ライ ブ 名 > : 較 
③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し 、 カ レン トディ レク トリ を 変更 し た 
後 、 ア ッ プ グレ ー ド を 実行 し ます 。 
(ドラ イブ 名 )〉) に は MS-DOS を イン スト ー ル し た ドラ イブ を 指定 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク に イン スト ー ル し た 場合 は ディ レク トリ 名 も 指定 し て くだ さい 。 
・MS-DOS6.2 を アッ プ グ レー ド す る 場合 
・ フ ロッ ピー ディ スク に イン スト ー ル し た 場合 
CD \DOS62 較 
UPDOS62 < ドラ イブ 名 > : 
・ ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル し た 場合 
CD \DOS62 回 
UPDOS62 < ドラ イブ 名 > : \[ デ ィ レ クト リ 名 ] 較 
・MS-DOS5.0A を アッ プ グ レー ド す る 場合 
・ フ ロッ ピー ディ スク に イン スト ー ル し た 場合 
CD \DOS50A 回 
UPDOS50A < ドラ イブ 名 > : 
・ ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル し た 場合 
CD \DOS50A 回 
UPDOS50A < ドラ イブ 名 > : \[ デ ィ レ クト リ 名 ] 回 


④ ア ッ プ グレ ー ド が 終了 し た ら 、 再 起動 し て アッ プ グ レー ド し た MS-DOS を お 使い 
くだ さい 。 
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な お 、MS-DOS 5.0A で 本 機 の 内 蔵 CD-ROM ドラ イブ を 使用 する 場合 は 、「1.3 
MS-DOS 5.0A で の 本 機内 蔵 CD-ROM ドラ イブ の 使用 」 を ご 覧 に な り 、CD-ROM ド 
ライ ブ の 設定 を 行っ て くだ さい 、。 


参考 Windows 95 の 領域 を 解放 し て MS-DOS を イン スト ー ル する 


ここ で は 別売 の MS-DOS を Windows 95 が イン スト ー ル され て いる 領域 を 解放 し て 
イン スト ー ル する 場合 の 手順 に つい て 説明 し ます 。 


別売 の MS-DOS を Windows 95 が イン スト ー ル され て いる 領域 を 解放 し て イン スト ー 
ル す る に は 、 必 ず 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


1. シス テム ディ スク の アッ プ グ レー ド 
アデ アップグレード に 必要 な ファ イル の バッ クア ッ プ 、 お よび 「CD-ROM Extensions 
アデ アップ グレ ー ド ディ スク 」 の 作成 を 行い ます 。 「CD-ROM Extensions ア ッ プ グレ ー 
ド デ ィ スク 」 は MS-DOS 5.0A で 本 機内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する 場合 に 必 
要 で す 。 


の 半角 潮 tNH サ テー で 8 計 叶 NN 紀 


半 MS-DOS 5.0A で 本 機内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する 場合 は 、 別 売 の 
「 日 本 語 MS-DOS CD-ROM Extensions」 が 必要 で す 。 


注意 


MS-DOS で フォ ー マ ッ ト 済 み の 2HD フ ロッ ピー ディ スク が 必要 で す 。 
・MS-DOS 6.2、 ま た は MS-DOS 5.0A を イン スト ー ル する 場合 : 2 枚 


・MS-DOS 5.0A で 本 機内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ を お 使い に な る 場合 : 1 枚 


次 に 手順 を 説明 し ます 。 
①「Q①1) シ ステ ム デ ィ ス ク の アッ プ グ レー ド 」 の 手順 ①ー⑥ を 行い ます 。 
(フロッピ ー デ ィ ス ク ドラ イブ に 用 意 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し 、 コ マン 
ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
(ドラ イブ 名 ) に は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し た ドラ イブ を 指定 し ます 。 画 
面 の 指示 に し た が っ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ 奉 え て くだ さい 。 


・MS-DOS6.2 を イン スト ー ル する 場合 


CD \DOS62 回 
FBACK62 < ドラ イブ 名 >: 回 


・MS-DOS5.0A を イン スト ー ル する 場合 


CD \DOS50A 回 
FBACK50A < ドラ イブ 名 >: 


MS-DOS 5.0A で 本 機内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ を お 使い に な る 場合 は 、 さ ら に 次 
の よう に 入力 し ます (別売 の 「CD-ROM Extensions」 が 必要 に な り ま す )。 
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CD \CDEX 回 

MAKECDFD < ドラ イブ 名 >: 回 
作成 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 「CD-ROM Extensions ア ッ プ グレ ー ド ディ ス 
ク 」 と 書い た ラベ ル を 貼り ます 。 


③「(1) シ ステ ム デ ィ ス ク の アッ プ グ レー ド 」 の 手順 ⑦ を 行い ます 。 


2. イン スト ー ル し た MS-DOS の アッ プ グ レー ド 
引き 続き 、「 ア ッ プ グレ ー ド 済み シス テム ディ スク 1」 を 使っ て イン スト ー ル し た 
MS-DOS を 再度 アッ プ グ レー ド し ます 。 ・ 


①MS-DOS を イン スト ー ル し た ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 し ます 。 
DOS シェル の 画面 が 表示 され た 場合 は 、 キ ー ボ ー ド の (3) キ ー を 押し て 終了 させ 
水 ず 。 

② フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 「1. シ ステ ム デ ィ ス ク の アッ プ グ レー ド 」 の 手順 
② で 作成 し た 「 バ ッ ク ア ッ プ ディ スク 草 1」 を セッ ト し ます 。 

③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し 、 カ レン トド ライ ブ を 「 バ ッ ク ア ッ プ 
ディ スク 草 1」 を セッ ト し た ドラ イブ に 変更 し て 、 ア ッ プ グレ ー ド に 必要 な ファ 
イル を ハー ド デ ィ スク に リス ト ア し ます 。 

(ドラ イブ 名 1) に は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ドラ イブ を 、 (ドラ イブ 名 2) に は 

MS-DOS を イン スト ー ル し た ドラ イブ 名 を 入力 し ます 。 


・MS-DOS6.2 を イン スト ー ル し た 場合 
く < ドライブ 名 1>: 回 
FBACK62 < ドラ イブ 名 2> : 回 
く < ドラ イブ 名 2> : 回 
・MS-DOS5.0A を イン スト ー ル し た 場合 
く < ドラ イブ 名 1>: 回 
FBACK50A < ドラ イブ 名 2> : 較 
く < ドラ イブ 名 2> : 回 


④ 以 降 は 、「(2) イン スト ー ル し た MS-DOS の アッ プ グ レー ド 」 の 手順 ③ 以 降 を 行 
いま す 。 
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1.2 POS 6.2 で の 複数 台 CD-ROM ドラ イブ の 


MS-DOS 6.2 上 で CD-ROM ドラ イブ を 複数 台 同 時 に 使用 する こと が で きま す 。 こ こ 第 
で は 、CD-ROM ドラ イブ の 複数 台 接続 の 設定 方 法 や 注意 事項 を 説明 し ます 。 部 
め 

7| 次 の CD-ROM ド ライ ブ を 接続 し て いる 場合 は 、 複 数 台 接続 の 設定 は で きま せ う 

ん 。 ト 

は ・ 弊 社 製 以外 の CD-ROM ド ライ ブ 
・PC-ODX 4 

・PC-CD60/7 利 

用 

す 

る 


| MS-DOS 6.2 上 で 接続 で きる CD-ROM ド ライ ブ は SCSI 接 続 が 4 台 ま で 、CD- 
5 | ROM ド ライ ブ ベ イ の CD-ROM ド ライ ブ を 合わ せ た 、 最 大 5 台 ま で で す 。 


@CD-ROM ドラ イブ の 複数 台 接続 の 設定 
CD-ROM ドラ イブ の 複数 台 接続 の 設定 は 、INSTCD コ ユマ ンド を 使用 し て 行い ます 。 
INSTCD コ マン ド は 、 超 動 ド ライ ブ の CONEFEIG.SYS フ ァイル と AUTOEXEC.BAT 
ファ イル に CD-ROM の 複数 台 接 続 の 設定 を 自動 的 に 行い ます 。 
INSTCD ュ コマンド を 使用 する に は 、 次 の 条件 が 全て 満た され て いる 必要 が あり ます 。 
台 目 の CD-ROM ドラ イブ が 使用 可能 な 設定 に な っ て いる 。 
・ ハ ー ド ディ スク に イン スト ー ル され て いる MS-DOS 6.2 か ら 起 動 し て いる 。 
・MS-DOS 6.2 が イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ が 、 環 境 変数 DOSDIR に 
正しく 設定 され て いる 。 
・AUTOEXEC.BAT フ ァイル の 中 の MSCDEX 行 の パラ メー タ 「/L:」 で 指定 し た 
ドラ イブ 番号 が 、 増 設 す る CD-ROM ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 連続 し て 確保 で 
きる 設定 に な っ て いる 。 


INSTCD コ マン ド を 実行 する に は 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
INSTCD 回 


| INSTCD コ マン ド は Windows の MS-DOS プ ロン プ ト お よび DOS シ ェ ル か ら は 
5 | 実行 で きま せん 。 
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ネッ トワ ー ク ドラ イブ が 存在 する 場合 や 、SUBST コ マン ド な ど で 設 定 し た 仮 
隊 | 想 ド ライ ブ が 存在 する 場合 、INSTCD コ マン ド 実 行 後に 以下 の 現象 が 起こ る こ 
本 識 と が あり ます 。 
・ ネ ットワーク ドラ イブ が 使用 で き な く な る 
・SUBST コ マン ド な ど で 設 定 し た 仮想 ドラ イブ が 使用 で き な く な る 
・ CD-ROM ド ライ ブ が 使用 で き な く な る 
この よう な 場合 は 、 次 の 手順 で CD-ROM ド ライ ブ の 接続 設定 を 再度 行う と 、 
従来 の 環境 どおり に ご 利用 に な れ ま す 。 
①INSTCD コ マン ド で CD-ROM ド ライ ブ の 接続 設定 を 行う 。 
②SEDIT な どの エディ タ を 使用 し て 、 ネ ットワーク ドラ イブ や 仮想 ドラ イブ 
の ドラ イブ 指定 や AUTOEXEC.BAT フ ァイル の 中 の MSCDEX 行 の パラ 
メー タ 「/L:」 の ドラ イブ 指定 を 他 の ドラ イブ の 割り 当て と 重複 し な いよ 
う 変更 する 。 


@CD-ROM ド ライ ブ の 複数 台 接 続 の 解除 
CD-ROM ドラ イブ の 複数 台 接 続 の 設定 を 解除 する に は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


①SEDIT な どの エディ タ を 使用 し て 、CONFIG.SYS フ ァイル お よび 
AUTOEXEC.BAT フ ァイル の CD-ROM の 設定 行 の 先頭 に 、 す べ て 「REM」 を 追 
記し 、CD-ROM ド ライ ブ の 接続 設定 を 無効 に し ます 。 


例 <CONFIG.SYS フ ァイル > 


REM DEVICE= テ A: き DOS\NECCD.SYS /D:CD_101 
REM DEVICE テ A:\ ぎ DOS\NECCDB.SYS /D:CD_B 


く <AUTOEXEC.BAT フ ァイル > 


REM A:\DOS\MSCDEX /D:CD_101 /L:Q /D:CD_B 


② リ セッ トス イッ チ を 押し て 、 本 機 を 再起 動 し ます 。 

③CUSTOM コ マン ド で 、 再 度 CD-ROM の 設定 を 行い ます 。 

④SEDIT な どの エディ タ を 使用 し て 、AUTOEXEC.BAT フ ァイル の 中 の MSCDEX 行 
の パラ メー タ 「/L:」 に ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 

⑤ リ セッ トス イッ チ を 押し て 、 本 機 を 再起 動 す る と 、CD-ROM ドラ イブ の 複数 台 接 
続 が 解除 され ます 。 
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信 複 数 台 接 続 時 の CD-ROM ア プリ ケー ショ ン 使 用 上 の ご 注意 

・CD-ROM ア プリ ケー ショ ン を 使用 する 場合 、 複 数 台 の CD-ROM ド ライ ブ の う 
ち 先 頭 以 條 の ドラ イブ に CD-ROM を セッ ト す る と 、 正 常に 動作 し な いも の が あ 
り ま す 。 
この 場合 に は 、CD-ROM ア プリ ケー ショ ン を 先頭 の CD-ROM ドラ イブ に セッ 
ト し な お し て お 使い くだ さい 。 

・CD-ROM ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 、CD-ROM ド ライ ブ が 複数 割り 当て ら 
れ た 状態 で は 動作 し な いも の が あり ます 。 
この 場合 に は 、 接 続 し て いる CD-ROM ドラ イブ を 1 台 に する な ど 、CD-ROM ド 
ライ ブ が 1 台 し か 割り 当て られ て いな い 状 態 に し て くだ さい 。 


1.3 MS-DOS 5.0A で の 本 機内 蔵 CD-ROM ド ライ 
ブ の 利用 


DS2202 和 6202308980222 が 9328 の 890202226 が 622OG2058009800 の 60060202000025200G02 人 992008000020600026008000.2000G5200020220008080002020 が 0 


@ の 慎 凶 潮 tNH テ MSS 計 叶 N 紀 


KCO060 が 68222 和 5090206K202 


| PC-9821Na12、PC-9821Nb10/S10F、Nb10/S8 に 関連 し た 内 容 で す 。 
な お 、PC-9821Nb10/5 で CD-ROM ド ライ ブ ベ イ に 別売 の 増設 用 CD-ROM ドラ 
| イブ を 取り 付け た 場合 も 以下 の 手順 が 必要 で す 。 


2 人 


「1.1 MS-DOS6.2/5.0A の 利用 」 の 手順 に し た が っ て 、 ア ッ プ グレ ー ド し た 後 、 以 下 
の 操作 を 行う と 、MS-DOS 5.0A で 、 本 機 に 内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ ま た は CD-ROM 
ドラ イブ ベイ に 取り 付け た 増設 用 CD-ROM ド ライ ブ が 利用 で きる よう に な り ま す 。 


|| CD-ROM ドラ イブ を 使用 する に は 、 あ ら か じ め 別 売 の 「 日 本 語 MS-DOS CD- 
ROM Extensions」( 以 降 「CD-ROM Extensions」) が 必要 で す 。 


1 Windows 95 が イン スト ー ル され て いる 領域 を 解放 し て 、MS-DOS を イン ス 
トー ル し た 場合 は 後述 の 〈 参 考 〉 を 参照 し て くだ さい 。 


① イ ンス トー ル し た MS-DOS 5.0A を 起動 し ます 。 
DOS シ ェ ル の 画面 が 表示 され た 場合 は 、 キ ー ボ ー ド の [3J キ ー を 押し て 終了 し て く 
だ さ い 。 

②MS-DOS 5.0A を イン スト ー ル し た ドラ イブ に 「CD-ROM Extensions」 を イン 
スト ー ル し ます 。 
イン スト ー ル 方 法 に つい て は 、「CD-ROM Extensions」 に 添付 の マニ ュ ア ル を 参 
照 し て く 定 さい 

コマンド プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、CD-ROM ドラ イ バ を アッ プ グ レー ド し 
ま 小 。 

(ドラ イブ 名 1〉) に は Windows95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ 名 を 、 〈( ド 

ライ ブ 名 2〉) と (ディ レク トリ 名 〉) に は 、 手 順 ② で 「CD-ROM Extensions」 を 
イン スト ー ル し た ドラ イブ 名 、 デ ィ レ クト リ 名 を 指定 し て くだ さい 。 
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く ド ライ ブ 名 1> : \CDEX\UPCDEXT.EXE < く ド ライ ブ 名 2> : \< デ ィ レ クト リ 名 > 問 


終了 メッ セー ジ が 表示 され た ら 「CD-ROM Extensionsj」 の アッ プ グ レー ド は 終了 で す 。 
次 回 の MS-DOS5.0A の 起動 時 か ら 、 本 機 に 内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ が ご 使用 に な 
れ ま す 。 


人 s 参 考 
Windows 95 の 領域 を 解放 し て 、MS-DOS 5.0A を イン スト ー ル し た 場合 、MS-DOS 
5.0A で 本 機内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する に は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


①「MS-DOS 5.0A で 本 機内 蔵 の CD-ROM ドラ イブ を 利用 する 」 の 手順 ①、② を 
行っ た 後 で 「1.1 MS-DOS 6.2/5.0A の 利用 」 の 〈 参 考 〉 の 手順 で 作成 し た 、 
「CD-ROM Extensions アッ プ グ レー ド デ ィ スク 」 を を フロッピー ディス ク ド ラ イ 
ブ に セッ ト し ます 。 
② コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、CD-ROM ドラ イ バ を アッ プ グ レー ド し 
ます 。 
(ドラ イブ 名 1) に は 手順 ① で 「CD-ROM Extensions アッ プ グ レー ド デ ィ スク 」 
を セッ ト し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 、 (ドラ イブ 名 2) と (ディ レク ト サ 
名 ) は 「CD-ROM Extensions」 を イン スト ー ル し た ドラ イブ 名 、 デ ィ レ クト リ 
名 を 指定 し て くだ さい 。 


く ド ライ ブ 名 1> : \UPCDEXT.EXE < く ド ライ ブ 名 2> :\ く < ディ レク トリ 名 > 力 
終了 メッ セー ジ が 表示 され た ら 、「CD-ROM Extensions」 の アッ プ グ レー ド は 終了 
之 。 

次 回 の MS-DOS 5.0A の 起動 時 か ら 、 本 機 に 内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ が ご 使用 に な 
れ ま す 。 


1.4 MS-DOS 6.2 の 機能 


本 機 で 使用 で きる アッ プ グ レー ド し た MS-DOS 6.2 の 強化 機能 は 次 の と お り で す 。 


@POWER コ マン ド 
POWER コ マン ド は 、MS-DOS シ ステ ム や アプ リケーション ソフ ト の 動作 を 監視 し 
て 、 本 機 を パワ ー セ ー ブ (消費 電力 制御 ) 状態 に し ます 。 
本 機 は 98NOTE メ ニュ ー の 「 省 電力 の 設定 」 メ ニュ ー で パワ ー セ ー ブ モ ー ド の 設定 が 
可能 で す が 、POWER コ マン ド を 使用 する こと で 、MS-DOS シ ステ ムレ ベル で の パ 
ワー セー ブ が 可能 に な り ま す 。 な お 、 機 種 に よっ て は 、POWER コ マン ド は 初期 設定 
で 組み 込ま れ て いる 場合 が あり ます 。 


本 体 の 「 省 電力 の 設定 」 の 「 パ ワー セー ブ モ ー ド 」 を [設定 し な い } に し て ご 
4 使用 くだ さい 。 
Es 拓 な お 、 設 定 方 法 に つい て は 別冊 の 『 ガ イド ブッ ク 』 を ご 参照 くだ さい 。 
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・POWER コ マン ド の 組み 込み 
POWER コ マン ド を 使用 する に は 、CONEIG.SYS フ ァイル に 次 の 一 行 を 追加 し て 本 
機 を 再起 動 し ます 。 
DEVICE=A : \DOS\POWER.EXE 
POWER コマ ンド は 、UMB メ モリ に 十分 な 空き 容量 が 存在 する 場合 、 組 み 込み 時 に 
自動 的 に UMB メ モリ を 利用 し ます 。 
また 、POWER コ マン ド に は 次 の よう な スイ ッ チ が あり ます 。 
DEVICE=A : \DOS\POWER.EXE [ADV [ : MAX | REG | MIN] | STD | OFF] [/LOW] 


ADV[ : MAXIREGIMIN] 
アプ リケーション ソフ ト や ハー ドウ ェ ア の アイ ドル ( 何 も し て いな い 時 
間 ) を 検出 し て 、 本 機 を パワ ー セ ー ブ プ 動 作 状 態 に し ます 。MIN、REG、 
MAX の 順に パワ ー セ ー ブ さ れる 度合 い が 高く な り ま す が 本 機 の 動作 速度 
が 遅く な る 可能 性 も 大 きく な り ま す 。 動作 速度 に 問題 が 発生 する 場合 
は 、MIN を 指定 し て くだ さい 。 これ ら の 指定 を 省略 し た 場合 は 、REG 指 定 
の 状態 で 動作 し ます 。 

STD POWER コ マン ド の 機能 を 無効 に し て 、 シ ステ ム セ ッ ト ア ッ プ メニ ュー 
の 省 電力 の 設定 を 有効 に し ます 。 

OFF POWER コ マン ド の 機能 及び シス テム セッ ト ア ッ プ メニ ュー の 省 電力 の 
設定 を 無効 に し ます 。 

/LOW UMB メ モリ に 十分 な 空き 容量 が ある 場合 で も 、UMB メ モリ を 使用 し ま 
せん 。 


| POWER コ マン ド は 、ADDDRV コ マン ド で は 組み 込ま な いで くだ さい 。 


注意 


・POWER コ マン ド の 動作 の 変更 
POWER コ マン ド 組 み 込 み 後に 動作 の 設定 を 変更 する 場合 は 、 コ マン ドラ イン か ら 次 
の よう に 指定 し ます 。 ス イッ チ の 内 容 は 組み 込み 時 と 同様 で す 。 


POWER [ADV[ : MAX | REG | MIN] STD | OFF] 


で きま せん 。 


POWER コ マン ド を 組み 込ん で いな い 場 合 、 コ マン ドラ イン か ら の 設定 変更 は 


@MAXLINK-LITE 
ここ で は 、MS-DOS 6.2 に 添付 され て いる マニ ュ ア ル に 記述 され て いる 「MAXLINK 
LITE」 の 補足 事項 を 説明 し ます 。 
MAXLINK-LITE は 最大 115.2Kbps で の 高速 通信 に 対応 し て いま す 。 


・MAXLINK.DRV の スイ ッ チ 
MAXLINK.DRV の スイ ッ チ は 次 の と お り で す 。 


DEVICE=A:\DOS\MAXLINK.DRV [/1 | /2 1 /3] [/W] [/E] 
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/1 
/2 
/3 
/W 
y 


本 機内 蔵 シ リア ルイ ンタ ー フ ェ イ ス を 使用 し ます (デフ ォ ル ト の 値 )。 
拡張 RS-232C 第 2 回 線 を 使用 し ます 。 

拡張 RS-232C 第 3 回 線 を 使用 し ます 。 

相手 機 の MAXLINK コ ユマ ンド が 実行 され る まで 待機 し ます 。 

相手 機 の ドラ イブ を すべ て 交換 可能 な ドラ イブ と し て 処理 し ます 。 


・MAXLINK.EXE の スイ ッ チ 
MAXLINK.EXE の スイ ッ チ は 次 の と お り で す 。 


/1 
/2 
/3 
/SO 
/S5 
/S3 
/S1 
/S9 
/S4 


MAXLINK [/1 1 /2 17/3] [/SO0 | /S5 | /S3 | /S1 | /S9 | /S4] 


本 機内 蔵 シ リア ルイ ンタ ー フ ェ イ ス を 使用 し ます (デフ ォ ル ト の 値 )。 
拡張 RS-232C 第 2 回 線 を 使用 し ます 。 

拡張 RS-232C 第 3 回 線 を 使用 し ます 。 

転送 速度 を 115200bps に 設定 し ます 。 

転送 速度 を 57600bps に 設定 し ます 。 

転送 速度 を 38400bps に 設定 し ます 。 

転送 速度 を 19200bps に 設定 し ます 。 

転送 速度 を 9600bps に 設定 し ます (デフ ォ ル ト の 値 )。 

転送 速度 を 4800bps に 設定 し ます 。 


人 高 分 解 能 ク ロッ ク デ バイ ス 
HRTIMER.SYS は 、MS-DOS で 1/100 秒 単位 で の 時 刻 の 取得 設定 を 行う 場合 に 使 
用 する 高 分 解 能 クロ ッ ク デ バイ ス で す 。 
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・HRTIMER.SYS の 組み 込み 
高 分 解 能 クロ ッ ク デ バイ ス を 使用 する に は CONFIG.SYS フ ァイル に 次 の よう な 一 行 を 
追加 し て 本 機 を 再起 動 し ます 。 


DEVICE=A:\DOS\HRTIMER.SYS 


隊 | HRTIMER.SYS は 、ADDDRV コ マン ド を 使用 し て 組み 込ま な いで くだ さい 。 


注意 


また 、 オ ン ラ イン ヘル プ の 注意 事項 も 必ず お 読み くだ さい 。 


1.5 MS-DOS 5.0A の 機能 


本 機 で 使用 で きる MS-DOS 5.0A の 主 な 強化 機能 は 次 の と お り で す 。 


@2HD(1.44M バ イト ) フ ロッ ピー ディ スク 
本 機 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ で は 、2HD(1.2M バ イト )、2DD(640K バ イト ) フ 
ロッ ピー ディ スク に 加え 、2HD(1.44M バ イト ) フ ロッ ピー ディ スク の 読み 書き が で き 
ます 。 こ れ ら の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 自動 的 に 種類 が 判別 され 、 読 み 書き され ます 。 
また 、FORMAT コ マン ド や DISKCOPY コ マン ド も 、 こ の 機能 に 対応 し て いま す 。 


@FDNCOPY コ マン ド 
FDNCOPY コ マン ド は 、 同 じ 内 容 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 複数 枚 作成 する コマ ンド で 
す 。 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 、 次 の よう な 書式 で 実行 し て くだ さい 。 
FDNCOPY [送り 側 ド ライ ブ 名 ) [( 受 け 側 ド ライ ブ 名 )]] 

(送り 側 ド ライ ブ 名 ) に は 、 ユ ピー 元 ( マ スタ ) の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し た ド 
ライ ブ 名 を 指定 し ます 。 ま た 、 (受け 側 ド ライ ブ 名 〉) に は 、 コ ピー 先 の ドラ イブ 名 を 
指定 し ます 。 

1 台 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ で コピ ー す る 場合 は 、 (受け 側 ド ライ ブ 名 )〉 を 省 
略 で きま す 。 両 方 の ドラ イブ 名 を 省略 し た 場合 は 、 メ ニュ ー 画 面 が 表示 され ます 。 メ 
ニュ ー 画 面 で は 画面 の 指示 に し た が っ て 操作 し て くだ さい 。 


モリ や ハー ド デ ィ スク を 使用 し ます 。 拡 張 メ モリ が 使用 で き な い 環境 や 、 ハ ー ド 
ディ スク に 空き 容量 が な い 場 合 は 、 そ の 旨 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 
DISKCOPY コ マン ド を 使用 し て くだ さい 。 

また 、ASSIGN、JOIN、SUBST コ マン ド で 置き 換え た ドラ イブ に 対し て は 、 
FDNCOPY コ マン ド は 使用 で きま せん 。 


FDNCOPY コ マン ド は 、 複 数 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー す る た め に 拡張 メ 
ま 


介 RS-232C と イン ター フェ イス の 利用 
本 機 は 、RS-232C こ イン ター フェ イス で 19200bps の 通信 速度 が 利用 で き 、SWITCH コ 
マン ド と SPEED コマ ンド の ボー レー ト の 選択 肢 に 「19200」 が 追加 され ます 。 
SWITCH コ マン ド と SPEED コマ ンド の 詳細 に つい て は 、MS-DOS5.0A に 添付 の 
『MS-DOS 5.0A ステ ッ プ アッ プ マ ニュ アル 』 を 参照 し て くだ さい 。 


鎧 マルチ メデ ィ ア 機能 を 利用 する 
ここ で は 、 マ ル チ メ ディ アア プリ ケー ショ ン の 利用 に つい て 有 明 し ます 。 
MS-DOS 5.0A 上 で マル チ メ デ ィ ア アプ リケーション を 利用 する 場合 は 、 マ ル チ メ 
ディ ア 対 応 ド ライ (拡張 グラ フィ ッ ク ドラ イ バ と 拡張 サウ ンド ドラ イ バ ) を 、 必 要 に 
応じ て MS-DOS 5.0A に 組み 込ま な けれ ば な り ま せん 。 

| 拡張 サウ ンド ドラ イ バ は PO- 9821Na12 で ご 利用 に な れ ま す 。 それ 以 外 の 機種 で 

0 ドラ イ バ に 関す る 記述 は 読む 必要 は あり ませ ん 。 
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拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ を 組み 込む と 、256 色 を 使用 し た グラ フィ ッ ク が 描画 で き 
る よう に な り ま す 。 ま た 、 拡 張 サ ウン ドド ライ バ を 組み 込む と 、FM 音 源 6 音 、SSG 
音源 3 音 、 リ ズム 音源 6 音 を 使用 する 音楽 演奏 や 、 録 音 、 再 生 を 行う アプ リケーション を 
利用 で きる よう に な り ま す 。 


組み 込み に は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 
・ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 常 駐 プ ログ ラム と し て 組み 込む 方 法 ( メ モリ を 有効 活用 
で きま す ) 
・ADDDRV コ マン ド や CONFIG.SYS フ ァイル で 、 デ バイ ス ドラ イ バ と し て 組み 込 
む 方 法 

ここ で は 、 そ れ ぞ れ の 組み 込む 手順 を 説明 し ます 。 


Windows 3.1 が 起動 し て いる 状態 で あれ ば 、 終 了 さ せ て コマ ンド プロ ンプ ト の 状態 に 
し て か ら 、 次 の 手順 に 従っ て くだ さい 。 


・ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 常 駐 プ ログ ラム と し て 組み 込む 場合 


コマ ンド プロ ンプ ト か ら マ ル チ メ ディ ア 対 応 ド ライ バ を 組み 込む 方 法 と 、 常 駐 を 解 
除 する 方 法 を 読 明 し ます 。 

① 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク ドラ イ バ (AVGDRV.EXE) を 組み 込み た い 場 合 は 、 次 の よう に 入 
力 し ます 。 入力 後 は 、AVGDRV が 組み 込ま れ て 常駐 し ます 。 


AVGDRV 思 


② 拡 張 サ ウン ドド ライ バ (AVSDRV.EXE) を 組み 込み た い 場 合 は 、 次 の よう に 入力 し 
ます 。 入力 後 は 、AVSDRV が 組み 込ま れ て 常駐 し ます 。 


AVSDRV 回 
③ 組 み 込ん だ ドラ イ バ が 必要 で な く な れず 、 組 み 込ん だ 逆順 に 次 の よう に 入力 し て 常 
駐 を 解除 し ます 。 


AVSDRV /R 回 
AVGDRV /R 加 


と は で きま せん 。 

・ 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク ドライバ と 拡張 サウ ンド ドラ イ バ の 組み 込み 、 お よび 解除 
は 、Windows 上 の [MS-DOS プ ロン プ ト ] か ら は 行わ な いで くだ さい 。 
Windows を 実行 中 の 場合 は 、 必 ず 終 了 さ せ て か ら 行 っ て くだ さい 。 


MM ・ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 組 み 込 ん だ も の は 、DELDRV を 使っ て 解除 する こ 
キ 意 


拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ と 拡張 サウ ンド ドラ イ バ の 書式 は 、 次 の 通り で す 。 
【 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク ド ラ イ バ の 書式 】 
AVGDRV [/E] [/C] [/S] [/R] 


/E ドラ イ バ の 一 部 を EMS メ モリ に 読み 込み 、 メ イン メモ リ の 消費 を 抑え ま 
衝 s 

/C 数 値 演算 コ プ ロ セッ サ を 使い ます 。 数値 演算 コ プ ロ セッ サ が 実装 され て 
いる 場合 に の み 指定 で きま す 。 

/S 設定 系 の 機能 の み を 組み 込み 、 描 画 系 の 機能 は 組み 込ま れ ま せん 。 

/R 常駐 を 解除 し ます 。 た だ し 、ADDDRV コ マン ド や CONFIG.SYS フ ァ イ 
ル で 組み 込ん だ も の は 解除 で きま せん 。 

【 拡 張 サ ウン ドド ライ バ の 書式 】 


AVSDRV [/E] [/F] [/P] [/R] 


4 コ 


/F 
/P 
/R 


ドラ イ バ の 一 部 を EMS メ モリ に 読み 込み 、 メ イン メモ リ の 消費 を 押え ま 
す 。 

FM 音源 機能 の み を 組み 込み ます 。 

PCM 音 源 機能 の み を 組み 込み ます 。 


常駐 を 解除 し ます 。 た だ し 、ADDDRV コ マン ド や CONFIG.SYS フ ァ イ 
ル で 組み 込ん だ も の は 解除 で きま せん 。 


拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ と 拡張 サウ ンド ドラ イ バ の 組み 込み に あたっ て 、/ 


E ス イッ チ を 指定 する 場合 は 、 次 の 条件 を 満た し て いる 必要 が あり ます 。 
・ あ ら か じ め EMS ド ライ バ を 組み 込ん で ある こと 
・ ペ ー ジ フレ ー ム が CO000H~CFFFFH の 連続 し た 64KB で ある こと 
・ 連 続 し た 4 ペー ジ 以 上 の EMS メ モリ が 使用 可能 な こ 
EMS メ モリ に つい て は 、MS-DOS 5.0A の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


(1) ADDDRV コ マン ド で デバ イス ドライバ と し て 組み 込む 方 法 
ここ で は 、 マ ル チ メ ディ ア 対 応 ド ライ バ を 組み 込む た め の ADDDRV 定 義 フ ァイル と 
し て 用 意 さ れ て いる 「ADDAVD.DEV」 を 使っ て 、 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク ド ラ イ バ 
(AVGDRV.SYS) と 拡張 サウ ンド ドラ イ バ (AVSDRV.SYS) を 組み 込む 方 法 を 説明 し ま 


す 


ませ ん 。 


な お 、「ADDAVD.DEV」 の 記述 に 次 の と お り 追 加 す る こと に より 、 ス イッ チ (/E、/ 
RS /P、 7 


/S) を 指定 し て 組み 込む こと が で きま す 。 た だ し /R を 指定 する こと は で き 


DEVICE=AVSDRV.SYS [/E] [/F] [/P] 
DEVICE=AVGDRV.SYS [/E] [/C] [/S] 


①「AVSDRV.SYS」 と 「AVGDRV.SYS」 の ある ディ レク トリ を 、CD コ マン ド を 


使っ て 、 


カレ ント ディ レク トリ に し て くだ さい 。 


コマ ンド プロ ンプ ト か ら 、 次 の よう に 入力 し ます 。 
ADDDRV ADDAVD.DEV[ 加 
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③ 組 み 込ん だ ドラ イ バ が 必要 な く な れ ば 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 
し ます 。 
DELDRV[ 


(2) CONFIG.SYS フ ァイル で 、 デ バイ ス ドライ バ と し て 組み 込む 方 法 
CONFIG.SYS フ ァイル に 変更 を 加え そる こと で 、 マ ル チ メ ディ ア 対 応 ド ライ バ を 組み 
込む こと が で きま す 。 

CONFIG.SYS フ ァイル を 修正 する に は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 

・CUSTOM コ マン ド を 利用 する 

CUSTOM コ マン ド を 使っ て マル チ メ デ ィ ア 対応 ドラ イ バ を 組み 込み ます 。 

CUSTOM コ マン ド の 詳細 に つい て は 、MS-DOS 5.0A の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ 

さい 。 

(〈①CUSTOM コ マン ド を 起動 し て 、「CONFIG.SYS フ ァイル の 作成 更新 」 を 選択 し 
ます 。 

② メ ニュ ー 画 面 か ら 「 次 画面 」 を 選択 し 、 次 画面 が 表示 され た ら 「 画 面 入出 力 」 を 選 
択 し ます 。 

③「 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク 」「 拡 張 サ ウン ド 」 の 項目 が 表示 され ます の で 、「 使 用 する 」 
「 使 用 し な い 」 を 選択 し て くだ さい 。 

・ エ ディ タ な ど を 使用 する 

SEDIT コ マン ド で 市 販 の エディ タ ソ フト な ど を 使用 し て 、CONFIG.SYS フ ァイル の 

最終 行 に 、 次 の 行 を 追加 し て くだ さい 。 

な お 、/R 以 外 の スイ ッ チ (/E、/F、/P、/S、/C) を 指定 し て 組み 込む こと も で きま す 。 
DEVICE=\DOS\AVSDRV.SYS [/E] [/F] [/P] 
DEVICE=\DOS\AVGDRV.SYS [/E] [/S] [/C] 

CUSTOM コ マン ド か エディ タ な ど を 使用 し て CONFIG.SYS フ ァイル に 変更 を 加え た 

ら 、MS-DOS 5.0A を 再起 動 し て くだ さい 。 


@EMM.SYS を 使用 する 場合 の 注意 


EMM.SYS を ご 使用 の 場合 は 、 ベ ー ジ フレ ー ム アド レス と し て BOO0OH を 使用 で きま せ 
ん 。 


1.6 固定 ディ スク 起動 メニ ュー プロ グラ ム に つい て 


本 機 の 固定 ディ スク 起動 メニ ュー で 自動 起動 の 設定 / 解 除 を 行う に は 、 次 の キー を 使用 
し ます 。 

固定 ディ スク 起動 メニ ュー プロ グラ ム に つい て 、 詳 し く は MS-DOS 6.2 の マニ ュ ア ル 
を 参照 し て くだ さい 。 


キー ボー ド の [スペ ー ス ] キー ボー ド の [f1] キ ー 


和 ヤ 
| 
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1.7 MS-DOS 3.3D の 利用 


KM09084620266622206225200808 


| 用 に な れ ま せん 。 
| PC-9821Nb10/5 で は 、CPU モ ー ド を Low モ ー ド に し て MS-DOS 3.3D を 利用 し 


に 


隊 ( MS-DOS 3.3D は 次 の 場合 に ご 利用 に な れ ま す 。 
@ ・CPU が i486-33MHz 以 下 の 動 作 ス ピー ド の 場合 
ce ・ 容 量 が 512M バ イト 以下 の ハー ド デ ィ スク ドラ イブ を 使用 し て いる 場合 


(ハー ド デ ィ スク 使用 時 ) 
詳し く は 、MS-DOS 3.3D に 添付 の 『 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 』 を ご 覧 くだ さい 。 


ここ で は 、 本 機 で MS-DOS 3.3D を 利用 する た め に 必要 な 次 の 作業 に つい て 説 明 し て い 
ます 。 
(1)「MS-DOS 3.3D の シス テム ディ スク 1」 を アッ プ グ レー ド す る 。 
(2)「 ア ッ プ グレ ー ド 済み MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク 破 1」 で イン スト ー ル 
する 。 
また 、 本 機 の CD-ROM ド ライ ブ ベ イ に 別売 の 増設 用 CD-ROM ド ライ ブ を 取り 付け 
て 使用 する 場合 の 設定 方 法 に つい て も 説明 し て いま す 。 


1.7.1 MS-DOS 3.3D を アッ プ グ レー ド す る 


MRSAYSRWESRODSTROWOS5SR 


WT PWF テー フエ 
| ・MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク (別売 ) 


・2HD フ ロッ ピー ディ スク : 1 枚 ] 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、「 ア ッ プ グレ ー ド 済み MS-DOS 3.3D シ ステ ム | 
ディ スク 存 1」 と 書い た ラベ ル を 貼っ て お いて くだ さい 。 | 


NKK 


ROM ド ライ ブ ベ イ に 別売 の 増設 用 CD-ROM ドラ イブ を 取り 付け て 使用 する 場 
合 は 、 解 放す る 前 に 後述 の 〈 参 考 〉 の 手順 を 行っ て くだ さい 。 


Windows 95 の 領域 を 解放 し て MS-DOS 3.3D を イン スト ー ル し 、 本 機 の CD- 
主意 


1」 - MS-DOS 3.3D の アッ プ グ レー ド は 、MS-DOS 3.3D を イン ス トー ル 済 み の 
を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク お よび ハー ド デ ィ スク に は 行う こと が で きま せん 。 
・ MS-DOS 3.3D で は 、1.44M バ イト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 使用 で きま せん 。 
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(1) 「MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク 直 1」 を アッ プ グ レー ド す る 

① 本 機 の 電源 を ON に し て 、「Windows 95 を 起動 し て いま す .……」 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ た ら 、 キ ー ボ ー ド の (fi-8] キ ー を 押し て Windows 95 起 動 メ ニュ ー を 表示 さ 
生ま すず 。 

②Windows 95 起 動 メ ニュ ー か ら 「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 を 選択 し ます 。 

③ 別 売 の 「MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク 看 1」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 
に セッ ト し ます 。 

④DISKCOPY コ マン ド を 使用 し 、「MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク 存 1」 の 複製 を 

「 ア ッ プ グレ ー ド 済み MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク 尋 1」 に 作成 し ます 。 
DISKCOPY ヨ ラマ ンド に つい で は 、 コマ ジン ジ ド デ ロ ン プ トト で 次 の よう に 入力 し で 、 
確認 し て くだ さい 。 
DISKCOPY /? 回 


⑤⑧ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
(ドラ イブ 名 ) に は 、「 ア ッ プ グレ ー ド 済み MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク #1」 を 
挿入 し た ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 
CD \DOS33D 回 
UPDOS33D < ドラ イブ 名 > : 


⑥ ア ッ プ グレ ー ド が 終了 する と 、「MS-DOS 3.3D の アッ プ グ レー ド が 終了 し まし 
た 。」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


リン デ レー ド 済 み MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク 草 1」 で イン ス 


この あと は 、「 ア ッ プ グレ ー ド 済み MS-DOS 3.3D シ ステ ム デ ィ ス ク #1」 を 使っ て 、 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ま た は ハー ド デ ィ スク に MS-DOS 3.3D を イン スト ー ル し て くだ 
さい 。MS-DOS 3.3D の イン スト ー ル の 方 法 に つい て は 、MS-DOS 3.3D の マニ ュ ア 
ル を 参照 し て くだ さい 、。 


参考 「CD-ROM Extensions アッ プ グ レー ド デ ィ スク 」 を 作成 する 
Windows 95 の 領域 を 解放 し て MS-DOS 3.3D を イン スト ー ル し 、CD-ROM ドラ イ 
ブ ベ イ に 別売 の 増設 用 CD-ROM ド ライ ブ を 取り 付け て 使用 する 場合 は 、「CD- 
ROM Extensions アッ プ グ レー ド デ ィ スク 」 の 作成 が 必要 で す 。 そ れ 以 外 の 場合 は 、 
この 手順 は 必要 あり ませ ん 。 

、 あらかじめ 次 の も の を 用 意 し て くだ さい 。 

」 ・ フ フォー マット 済み フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 枚 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 「CD-ROM Extensions アッ プ グ レー ド デ ィ スク 」 
と 書い た ラベ ル を 貼っ て お いて くだ さい 。 


9628699.280949698C09 む 2694Y6666009996660059860923649999096.for の 99cOOaoeefooo9o600003966oo6006008xoo9o080ocoooct2co680650o6609500ot20508080o680309080900904000009C399 か 6005808080P02900009240a0999240206899500286050602200582c82608o20c0250069905308059009329002 


① 用 意 し て お いた 「CD-ROM Extensions アッ プ グ レー ド デ ィ スク 」 を フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ に セッ ト し ます 。 

の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、「CD-ROM Extensions アッ プ 
グレ ー ド ディ スク 」 を 作成 し ます 。 
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く < ドラ イブ 名 1> に は Windouws 95 が イン スト ー ル され て いる ハー ド デ ィ スク 名 
を 、< く ドラ イプ 名 2> に は 手順 ひで セッ ト し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ドラ イプ 名 を 
指定 し て くだ さい 。 

く ド ライ ブ 名 1> : 

CD \CDEX 回 

MAKECDFD < ドラ イブ 名 2> : 加 


③ 終 了 メ ッ セ ー ジ が 表示 され る と 、「CD-ROM Extensions アッ プ グ レー ド デ ィ 
スク 」 の 作成 は 終了 で す 。 フ ロッ ピー ディ スク か ら 「CD-ROM Extensions アッ 
プ グ レー ド デ ィ スク 」 を 取り 出し て くだ さい 。 


1.7.2 MS-DOS 3.3D で の 本 機内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ の 利用 


PC-9821Nb10/5 で CD-ROM ドライブ ベイ に 別売 の 増設 用 CD-ROM ド ライ ブ を 
取り 付け て 、CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する に は 、 以 下 の 手順 が 必要 で す 。 


Pr6YSo90682526962290CCC9020060Ao291802 


MS-DOS 3.3D を アッ プ グ レー ド し た 後 、 以 下 の 操作 を 行う と MS-DOS 3.3D 
で 、CD-ROM ド ライ ブ ベ イ に 取り 付け た 別売 の 増設 用 CD-ROM ドラ イブ が 利用 で 
きる よう に な り ま す 。 


| あら か じ め 、 次 の 用 意 が 必要 で す 。 
1 : 別売 の 「 日 本 語 MS-DOS CD-ROM Extensions」( 別 売 ) 


4 Windows 95 が イン スト ー ル され て いる 領域 を 解放 し て 、MS-DOS を イン ス 
トー ル し た 場合 は 、 後 述 の 参考 〉 を 参照 し て くだ さい 。 


注意 


① イ ンス トー ル し た MS-DOS 3.3D を 起動 し ます 。 
MS-DOS の コマ ンド メニ ュー を 表示 中 の 場合 は 終了 し て 、 コ マン ド プ ロン プ ト を 
表示 させ ます 。 

②MS-DOS 3.3D が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ に 「CD-ROM Extensions」 
を イン スト ー ル し ます 。 
イン スト ー ル 方 法 に つい て は 、「CD-ROM Extensions」 に 添付 の マニ ュ ア ル を 
参照 し て くだ さい 。 

③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、CD-ROM ドラ イ バ を アッ プ グ レー 
ド じ まず チ 。 

(ドラ イブ 名 1 ) に は Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ 名 を 〈( ド 

ライ ブ 名 2〉 と (ディ レク トリ 名 )〉 に は 手順 ② で 「CD-ROM Extensions」 を イ 
ンス トー ル し た ドラ イブ 名 、 デ ィ レ クト リ 名 を 指定 し て くだ さい 。 


く ド ライ ブ 名 1> : \CDEX\UPCDEXT.EXE < ド ライ ブ 名 2 : \< デ ィ レ クト リ 名 > [ 思 
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④ 終 了 メ ッ セ ー ジ が 表示 され た ら 、「CD-ROM Extensions」 の アッ プ グ レー ド は 
終了 で す 。 次 回 MS-DOS 3.3D の 起動 時 か ら 、CD-ROM ドラ イブ が ご 使用 に な れ 
ます ち 


(参考 〉 
Windows 95 の 領域 を 解放 し て 、MS-DOS 3.3D を イン スト ー ル し た 場合 、 MS-DOS 
3.3D で 本 機 の CD-ROM ドラ イブ ベイ に 別売 の CD-ROM ドラ イブ を 取り 付け て 使用 
する に は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 
①「MS-DOS 3.3D で 本 機内 蔵 の CD-ROM ドライブ を 利用 する 」 の 手順 ①、② を 
行っ た 後 で 「MS-DOS 3.3D を アッ プ グ レー ド す る 」 の 《 く 参考 〉 の 手順 で 作成 し 
た 、「CD-ROM Extensions ア ッ プ グレ ー ド ディ スク 」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド 
ライ ブ プ に セッ ド ト し ます 。 
② コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、CD-ROM ドラ イ バ を アッ プ グ レー 
ド し ます 。 
(ドラ イブ 名 1 〉) に は 手順 ひで セッ ト し た ドラ イブ 名 、 (ドラ イブ 名 2)〉 と 
(ディ レク トリ 名 〉) は 「CD-ROM Extensions」 を イン スト ー ル し た ドラ イブ 
名 、 デ ィ レ クト リ 名 を 指定 し て くだ さい 。 


く < ドラ イブ 名 1> : \UPCDEXT.EXE < く ド ライ ブ 名 2> : \< デ ィ レ クト リ 名 > 回 


③ 終 了 メ ッ セ ー ジ が 表示 され た ら 、「CD-ROM Extensions」 の アッ プ グ レー ド は 
終了 で す 。 
次 回 の MS-DOS 3.3D の 起動 時 か ら 、CD-ROM ドライブ が ご 使用 に な れ ま す 。 
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本 章 で は 、 別 売 の Windows 3.1 や Windows NT を 本 機 で 利用 する 場合 に 必要 と な る 
作業 に つい て 説明 し ます 。 


2.1 Windows 3.1 の 利用 


本 機 で Microsoft Windows 3.1 (以降 、Windows 3.1) を 利用 する に は 、 次 の 手順 
で 、 ア ッ プ グレ ー ド や 表示 解像度 、 サ ウン ド 和 機能 の 設定 を 行っ て くだ さい 。 ま た 、 本 
機 で 使用 で きる Windows 3.1 の 強化 機能 に つい て も 説明 し て いま す 。 


6.2、5.0A の いずれ か を イン スト ー ル し て くだ さい 。 ア ッ プ グレ ー ド の 手順 
は 、「1.1 MS-DOS 6.2/5.0A の 利用 」 を 参照 し て くだ さい 。 な お 、Win- 
dows 95 の 領域 は 解放 し な いで くだ さい 。 


・Windows 3.1 を イン スト ー ル する 前 に 、 ア ッ プ グレ ー ド 済 の MS-DOS 
主意 


圏 Windows 3.1 の アッ プ グ レー ド 
Windows 3.1 を アッ プ グ レー ド す る 手順 に つい て 説明 し ます 。 


①Windows 3.1 を ハー ド デ ィ スク ドラ イブ に イン スト ー ル し ます 。 
Windows 3.1 の イン スト ー ル 方 法 は 、Windows 3.1 に 添付 の 『 お 使い に な る 前 
に 』 を ご 覧 くだ さい 。 

② イ ンス トー ル 途 中 で セッ ト ア ッ プ 方 法 を 選択 する 画面 が 表示 され ます 。 こ こ で [ カ 
スタ ム セ ッ ト ア ッ プ ] を 選択 し ます 。 


セッ ト ア ッ プ の 際 に 、 [入門 セッ ト ア ッ プ ] や [標準 セッ ト ア ッ プ ] を 選択 す 
1 る と 、 自 動 的 に 解像度 が 選択 され ます の で 、 こ れ ら の セッ ト ア ッ プ 方 法 は 選択 
し な いで くだ さい 。 


③ シ ステ ム の ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア 構 成 を 選択 する 画面 が 表示 され た ら 、 デ ィ 
スプ レイ の 項目 で [640X400 16 色 12 ド ッ ト ] また は 、 [640x400 16 色 
16 ド ッ ト ] を 選択 し ます 。 
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の 違 通 半 NH サテ こら 計 書 N 引 


ワッ プ フ ァ イ ル を 利用 ] に x 印 が つい て いる (選択 され て いる 場合 ) 、 マ ウス 
Es 机 で この チェ ッ ク ボ ックス を クリ ッ ク す る な ど し て 、 メ ※ 印 を 消し て くだ さい 。 

また 、Windows 3.1 を イン スト ー ル 、 ア ッ プ グレ ー ド し た 後 も 、 こ の チェ ッ 

クボ ックス は 選択 し な いで くだ さい 。 

選択 し た 状態 で は Windows 3.1 を イン スト ー ル する 、 ま た は Windows 3.1 を 

使用 する と 、 正 常に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 


間 [スワ ッ プ ファ イル の 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス で [BIOS を 経由 し な いで ス 


④Windows 3.1 の イン スト ー ル が 終了 し た ら 、 一 度 電源 を OFF に し ます 。 
⑤ 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら Windows 95 を 起動 し ます 。 
[スタ ー ト ] メニ ュー の [Windows の 終了 ] を クリ ッ ク し 、「MS-DOS モ ー ド で 

コン ピュ ー タ を 再起 動 す る 」 を 選択 し て MS-DOS モ ー ド を 起動 し ます 。 

⑥ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トディ レク トリ を Windows 
95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ の 「WIN31」 デ ィ レ クト リ に 変更 し ます 。 

CD \WIN31 

⑦ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、Windows 3.1 を アッ プ グ レー ド し 
まま 縛 
く ド ライ ブ 名 >、< デ ィ レ クト リ 名 > に は Windows 3.1 を イン スト ー ル し た ドラ イブ と 
ディ レク トリ を 入力 し ます 。 


UPWIN < ドラ イブ 名 > : \< く ディ レク トリ 名 > 力 
アップ グレ ー ド を 終了 後 、 本 機 を 再起 動 し て くだ さい 。 


画 表 示 解 像 度 の 設定 


本 機 は ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ を 内 蔵 し て いま す 。 内 蔵 の ウィ ンド ウ ア クセ ラレー 
タ に 対応 し た ディ スプ レイ ドライ バ を 使用 する こと で 、 高 解像度 、 多 色 表 示 を 利用 で 
きま す 。 


殺 解 像 度 の 種類 
本 機内 療 の ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ で は 、 次 の 解像度 が 使用 で きま す 。 


解像度 表示 色 


640x480 26 万 色 中 256 色 
640※480 6 万 5 千 色 


640 メ 480 1677 万 色 注 1 

800※X600 26 万 色 中 256 色 3 
800X600 6 万 5 千 色 3 

1024X768 26 万 色 中 256 色 注 1 注 2 注 3 


注 | ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ の ディ ザ リ ン グ 機 能 に より 実現 し ます 。 

注 2 別売 の CRT デ ィ ス プレ イ を 接続 し た 場合 に 表示 で きま す 。 こ の と 
き 、 本 機 の カラ テー 液晶 ディ スプ レイ に は 、 な に も 表示 され な く な り 
ます 。 

注 3 PC-9821Nb10/5 で は 別売 の CRT デ ィ ス プレ イ を 接続 し た 場合 に 表 
示 で きま す 。 こ の と き 、 本 機 の カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ に は 、 な に 
も 表示 され な く な り ま す 。 
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ディ スプ レイ ドラ イ バ の 組み 込み 
MS-DOS の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 、Windows デ ィ レ クト リ の SETUP コ マン ド を 
起動 し て 、 デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ を 組み 込み ます 。 
ディ スプ レイ ドラ イ バ を 組み 込む 方 法 の 詳細 は 、『Microsoft Windows 3.1 機能 ガ 
イド 』 の 「 第 14 章 セッ ト ア ッ プ に よる Windows の 利用 環境 の 変更 」 を ご 覧 くだ さ 
い 。 


マイ クロ ソフ ト 社 製 Microsoft Windows 3.1 で 内 蔵 ウ ィ ン ド ウ ア クセ 
ラレー タ を 使用 する 場合 の 注意 
マイ クロ ソフ ト 社 製 Windows 3.1 の SETUP コ ユマ ンド 実行 時 の ディ スプ レイ の 項目 で 、 
内 蔵 ア クセ ラレー タ ボ ー ド 対応 の ドラ イ バ を 選択 し た 場合 、 フ ロッ ピー ディ スク を 差 
し 替え る 旨 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ の と き 、 指 定 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 
セッ ト し て も セッ ト ア ッ プ を 継続 で き な い 場合 は 、 次 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 差し 奉 
QRS7E さい 


の 慎 情 溝 RNN HH サテ JCS 計 叶 N 絹 


画面 の メッ セー ジ 


Microsoft Windows 3.1 DISK #1 


弄 サ ウン ド 機 能 の 設定 


ここ で は 、Windows 3.1 で の サウ ンド 機能 の 利用 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


負け サウ ンド ドラ イ バ の 組み 込み 
次 の 手順 で サウ ンド ドラ イ バ を 組み 込ん で くだ さい 。 


・NEC サ ウン ド ボ ー ド (PC-9801-26K) MID! 
・NEC サ ウン ド ボ ー ド (PC-9801-73) Wave & MIDI 
・NEC サ ウン ド ボ ー ド (PC-9801-86) Wave & MIDI 


削除 の 手順 は 以下 の と お り で す 。 

① [コン トロ ー ル パネ ル ] の [ドラ イ バ ] を ダブ ルク リッ ク し ます 。 

② 表 示さ れ た ダイ アロ グ ボ ックス で 上 記 の ドラ イ バ を 選択 し 、[ 削 除 ] ボタ ン 
を クリ ッ ク し 削除 し ます (Windows の 再起 動 は 行わ な か いで くだ さい )。 

③Windows を 終了 し ます 。 


4 次 の ドラ イ バ が 組み 込ま れ て いる 場合 は 、 あ ら か じ め 削 除 し て くだ さい 。 


第 2 章 Windows を 利用 する 137 


①Windows 3.1 を 起動 し ます 。 
②[ メ イン ] グル ー プ の [コン トロ ー ル パネ ル ] か ら [ドライバ] アイ コン を 選択 
し ます 。 
③ [ドラ イ バ の 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス の [追加 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
④ [一 覧 に な い 、 ま た は 更新 され た ドラ イ バ ] を クリ ッ ク し て 選択 し 、 [OK] ボ 
タン を クリ ッ ク し ます 。 
⑤[ ド ライ バ の 組み 込み ] ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され た ら 、 次 の よう に 指定 し 
ます ず 。 
次 の よう に 入力 し 、[OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
〈Windows 95 の ドラ イブ 名 〉 :\WIN31 


⑥「NEC PCM Sound Driver」 を 選択 し 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
⑦ [現在 の も の を 使う ] を クリ ッ ク し ます 。 
[シス テム 設定 の 変更 ] ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 。 
・PC-9821Na12 を お 使い 場合 
[再起 動 し な い ] を クリ ッ ク し ます 。 手順 ③④ に 進ん で くだ さい 。 
・PC-9821Nb10 を お 使い の 場合 
[再起 動 す る ] を クリ ッ ク し ます 。 
Windows 3.1 が 再起 動 し 、 サ ウン ド 機 能 が 使用 で きる よう に な り ま す 。 こ れ で 、 
この 手順 は 終了 で す 。⑧ 以 降 の 操作 は 必要 あり ませ ん 。 
⑧ 同 様 の 手順 で 以下 の ドラ イ バ を 組み 込み ます 。 
・ [NEC OPL Synthesizer Driver] 
・ [NEC MIDI Driver] 
・ [NEC Mixer Driver] 


[シス テム 設定 の 変更 ] ダイ アロ グ ボ ックス で [再起 動 し な い ] を クリ ッ ク し ます 。 
[終了 ] を クリ ッ ク し 、 ド ライ バ の 組み 込み を 終了 し ます 。 

[アク セ サ リ ] グル ー プ の [メモ 帳 ] を 起動 し て 、「SYSTEM.INI」 フ ァイル の 次 
の 行 を 削除 し ます 。 


[386Enh] 
device=vsbd.386 


⑨Windows 3.1 を 再起 動 す る と 、 サ ウン ド 機 能 が 使え る よう に な り ま す 。 


信 音 量 の 調節 
サウ ンド の 音量 調節 を 行う ツー ル と し て 、[ ボ リュ ー ム コン トロール ] (VOLUME.EXE) 
が あり ます 。 
[ファ イル マネ ー ジ ャ ] で マウ スポ イン タ を Windows デ ィ レ クト リ の VOLUME.EXE に 合 
わせ 、 ダ ブル クリ ッ ク し て ボリ ュー ムコ ント ロー ル ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 し 、 音 量 を 調整 
し て くだ さい 。 
ボリ ュー ムコ ント ロー ルル ユー ティ リティ の 使用 方 法 は 、 [ボリ ュー ムコ ユ コントロール] 
の ヘル プ を ご 覧 くだ さい 。 
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・ ボ リュ ー ム コン トロ ー ル ユー ティ リティ で は 、 サ ウン ド ボ ー ド (PC-9801- 
抽 86) の 音量 調節 は で きま せん 。 詳 し く は [ボリ ュー ムコ ント ロー ル ] の へ 
は ルプ を ご 覧 くだ さい 。 
・98NOTE メ ニュ ー の マイ クボ リュ ー ム に 関す る 設定 は 、Windows 3.1 上 で 
は 無効 に な り ま す 。 


較 Windows 3.1 の 強化 機能 
ここ で は 、 ア ッ プ グレ ー ド し た Windows 3.1 の 強化 機能 に つい て 説明 し ます 。 


@⑱CRT デ ィ ス プレ イ の パワ ー マ ネ ジメント 機能 
CRT デ ィ ス プレ イ の 省 電 力 の 機能 を 利用 する に は 、 次 の 手順 で 設定 し ます 。 


@ の 半 選 半 RtN H エ テ ご S 計 購 N 弓 


パワ ー マ ネ ジメント 機能 に 対応 し て いな い CRT デ ィ ス プレ イ で は 、 こ の 機能 は 
利用 で きま せん 。 


①[ メ イン] グル ー プ の [コン トロ ー ル パネ ル ] か ら 、 [画面 の デザ イン ] アイ コン 
を 選択 し ます 。 
[画面 デザ イン の 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 。 
② ス クリ ー ン セー バー と し て 、 [パワ ー マ ネ ジメント ] を 選択 し ます 。 
な お 、 こ の 機能 が 働く まで の 時 間 は 、 [実行 まで の 待ち 時 間 ] で 設定 で きま す 。 
③ [設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
[パワ ー マ ネ ジメント の 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 。 
④ 使 用 する 動作 モー ド を 選択 し 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
・CRT 表 示 OFF モ ー ド 
ディ スプ レイ の 「 サ スペ ンド モー ド 」 に 対応 し て いま す 。 
・CRT 電 源 OFF モ ー ド 
ディ スプ レイ の 「 オ フ モ ー ド 」 に 対応 し て いま す 。 
・CPU 節 電 &CRT 電 源 OFF モ ー ド 
CRT デ ィ ス プレ イ と 本 体 の 両方 を 節電 し ます 。 「CPU 節 電 」 は ご く 短 い 時 間 の 
間隔 で CPU の 動作 ・ 停 止 を 繰り 返す こと で 節電 し ます 。 


[CRT 電 源 OFF モ ー ド ] は [CRT 表 示 OFF モ ー ド ] より 、 さ ら に 消費 電力 を 
1 削減 する こと が で きま す が 、 画 面 が 再 表示 され る まで の 時 間 が 遅く な る 場合 が 
Es 衝 あり ます 。 ま た 、 [CRT 電 源 OFF モ ー ド ] は 、CRT 電 源 OFF モ ー ド 機能 に 対 
応 し た CRT デ ィ ス プレ イ で の み 利 用 する こと が で きま す 。 


⑤ [画面 デザ イン の 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス に 戻り ます の で 、 [OK] ボタ ン を ク 
リッ ク し て くだ さい 。 
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@19200bps の 通信 速度 の 利用 
Windows 3.1 で 19200bps の 通信 速度 を 利用 する 場合 に は 、 次 の 設定 を 行い ます 。 


・RS-232C で の 通信 は 、 CPU な どの 通信 先 の ハー ドウ ェ ア 性 能 や 利用 する ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト 、 ま た は マル チタ スク で 使用 し て いる か な どの 条件 に 
よっ て 大 きく 影響 され ます 。 こ の た め 、19200bps で 安定 し た 通信 が で き な 
い 場 合 が あり ます 。 

・Windows の [アク セ サ リ ] グル ー プ に ある [イメ ー ジ スキ ャ ナ ] で 指定 で 
きる デー タ 転送 速 度 は 9600bps ま で で す 。19200bps で の デー タ 転送 は で 
きま せん 。 

・COM4 の シリ アル ボート を 指定 し た 場合 に は 、75bps、150bps の 通信 速度 
は 使用 で きま せん 。 


7| ・Windows 3.1 上 で は 19200bps ま で の 通信 速度 が 利用 可能 で す 。 
キ 意 


[」 MS-DOS の SPEED コマ ンド と SWITCH コ マン ド で も 、 従 来 の 通信 速度 に 加え 
ーー | て 19200bps を 指定 する こと が で きま す 。 指 定 方 法 は 、 他 の 通信 速度 と 同じ で 
す の で 、MS-DOS の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


・ シ リア ルポ ボ ポート (コント ロー ル パ ネ ル ) 
シリ アル ポー ト の 通信 条件 を 設定 する 場合 に 使用 し ます 。 
①[ メ イン ] グル ー プ の [コン トロ ー ル パネ ル ] を 選択 し 、[ シ リア ルポ ー ト ] を 選択 
し ます 。 
[シリ アル ポー ト の 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 。 
② 設 定 を 変更 する ボー ト を 選択 し て [設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク し 、 設 定 を 行い ます 。 


・ カ ー ド ファ イル 
カー ド フ ァイル に 記入 し た 電話 番号 に 電話 を か ける 場合 に 使用 し ます 。 
① [アクセサリ] グル ー プ の [カー ド フ ァイル ] を 選択 し 、 [カード ] メニ ュー を 選択 
し まま 。 


② [自動 ダイ ヤル ] コマ ンド を 選択 し ます 。 
[自動 ダイ ヤル ] ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 。 


③ [詳細 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 設 定 を 行い ます 。 


・ タ ー ミ ナル 
他 の コン ピュ ー タ と 接続 し て 情報 交換 (パソ コン 通信 な ど ) を 行う 場合 に 使用 し ます 。 
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① [アクセサリ] グル ー プ の [ター ミナ ル ] を 選択 し 、 [設定 ] メニ ュー を 選択 し ま 
きち 

② [通信 条件 ] コマ ンド を 選択 し ます 。 

③ [通信 条件 の 設定 ] ダイ アロ グ ボ ックス で 設定 を 行い ます 。 


圏 Windows 3.1 の 注意 事項 


@ ス ワッ プ フ ァ イ ル を 利用 する 場合 の ご 注意 
Windows を エン ハン ス ドモ ー ド で 実行 する 場合 、 情 報 を 一 時 的 に メモ リ か ら ハ ー ド 
ディ スク に 移し 、 メ モリ の 空き 容量 を 確保 レ し ます 。 そ の 際 、 情 報 を スワ ッ プ ファ イル 
に 格納 し ます 。 
スワ ッ プ ファ イル の 設定 は 、 コ ント ロー ル パ ネ ル の [エン ハン ス ドモ ー ド ] ア イコ ユン で 
行い ます 。 [スワップ フ ァイル の 設定 ] ダ イア ログ ボッ クス の 「 最 大 の サイ ズ 」、「 望 ま 
し い サ イズ 」 に 表示 され る 容量 は ハー ド デ ィ スク の 空き 容量 だ け で 決定 され る わけ で 
は あり ませ ん 。 
「 最 大 の サイ ズ 」 は ハー ド デ ィ スク の 空き 容量 に 依存 し ます が 、「 望 まし い サ イズ 」 は 
コン ピュ ー タ に 実装 され て いる メモ リ が 少な い 場 合 や 、Windows を 起動 する 前 に 大 量 
の メモ リ を 消費 し て いる 場合 、 ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 に 関係 な く 、「 望 まし い サ イ 
ズ 」 の 容量 は 増加 し ませ ん 。 
「 新 し い サ イズ 」 に は 、 指 定 し た ドラ イブ の 空き 容量 分 を 確保 する こと が で きま す が 、 メ 
モリ 容量 が 少な い 場 合 に は 「 望 まし い サ イズ 」 以 上 の 値 を 指定 し て も 、 実 際 に は 「 望 
まし い サ イズ 」 に 表示 され た 容量 分 の み を スワ ッ プ ファ イル と し て 使用 し ます 。 


@ の 叶 角 半 N H サ テーJ ぐ S 計 叶 N 絹 
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2.2 Windows 3.1 (英語 版 ) の 利用 


本 機 で Microsoft Windows 3.1 (英語 版 ) (以降 、Windows (英語 版 ) を 利用 する に 
は 、 次 の 作業 が 必要 で す 。 


・ ア ッ プ グレ ー ド ディ スク を 作成 する 
・Windows (英語 版 ) を イン スト ー ル する 
・Windows (英語 版 ) を アッ プ グ レー ド す る 


また 、 本 体内 蔵 サウ ンド を 利用 する に は 、 さ ら に 次 の 作業 が 必要 で す 。 
・ サ ウン ドド ライ バ を 組み 込む 
・ サ ウン ド の 音量 を 調節 する 
一 Windows (英語 版 ) を アッ プ グ レー ド す る 


Windows (英語 版 ) を アッ プ グ レー ド す る 作業 に つい て 説明 し ます 。 


スク の 作成 」 を 行っ た 後 で 、 ア ッ プ グレ ー ド 済 の MS-DOS 5.0A を イン スト ー 
ル し て くだ さい 。 ア ッ プ グレ ー ド の 手順 は 、「1.1 MS-DOS 6.2/5.0A の 利 
用 」 を 参照 し て くだ さい 。 


Windows 3.1 (英語 版 ) を イン スト ー ル する 前 に 、「(1) アッ プ グ レー ド デ ィ 
ま 


(1) ア ッ プ グレ ー ド ディ スク の 作成 


以下 の 手順 で は 、 次 の も の が 必要 で す 。 あ ら か じ め 準 備 し て お いて くだ さい 。 
・1.2M バ イト フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 


この フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、 あ ら か じ め 「Windows( 英 語 版 ) 
UpgradeDisk」 と 書い た ラベ ル を 貼っ て お いて くだ さい 、。 


① 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら Windows 95 を 起動 し ます 。 

② [スタ ー ト ] メニ ュー の [Windows の 終了 ] を クリ ッ ク し 、 [MS-DOS モ ー ド で 
コン ピュ ー タ を 再起 動 す る ] を 選択 し て 、MS-DOS モ ー ド を 起動 し ます 。 

③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し 、 カ レン トディ レク トリ を EWIN31 ディ 
レク トリ に 変更 し ます 。 


CD \EWIN31 


④ 準 備 し た 「Windows( 英 語 版 )UpgradeDisk」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ドラ イブ に セッ ト 
し ます 。 

⑤ カ レン トディ レク トリ が 正しい こと を 確認 し 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入 
し ます 。 
(ドラ イブ 名 ) に は 「Windows( 英 語 版 )UpgradeDisk」 を セッ ト し た フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 
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COPY *.* < ドラ イブ 名 >: 
これ で アッ プ グ レー ド デ ィ スク が 作成 され ま し た 。 


(2)Windows (英語 版 ) を イン スト ー ル する 
次 の 手順 で Windows (英語 版 ) を イン スト ー ル し て くだ さい 。 


①Windows (英語 版 ) に 添付 され て いる 『Installation Guide』 に 従っ て イン スト ー 

ル を 行い ます 。 
『Select the hardware environment』 の 前 まで 作業 を 進め て くだ さい 。 

②『Select the hardware environment』 の [Display] 選択 時 に 、[Other 
(Requires disk provided by a hardware manufacturer] を 選択 し ます 。 

③「Windows( 英 語 版 )UpgradeDisk」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ ト し 、 
敵 キ ー を 押し ます 。 

④ 表 示さ れ た ディ スプ レイ の 一 覧 か ら 、 デ ィ ス プレ イ を 選択 し て くだ さい 。 

⑤ 以 降 は 、『Installation Guide』 を 参照 し な が ら 、 画 面 の 指示 に 従っ て イン スト ー 
ル を 完了 し て くだ さい 。 


」 Windows (英語 版 ) を イン スト ー ル する と 、 ド ライ ブ の 割り 当て は 次 の よう 


し | に な り ま す 。 
ョ ・ 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 5 過 (て R ラ イプ) 
・ 内 蔵 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ :O、D、…… (ドラ イブ) 


(3)Windows (英語 版 ) を アッ プ グ レー ド す る 
「(1) ア ッ プ グレ ー ド ディ スク を 作成 する 」 で 作成 し た 「Windows( 英 語 版 ) 
UpgradeDisk」 を 使っ て 、Windows (英語 版 ) を アッ プ グ レー ド し ます 。 
①Windows (英語 版 ) を イン スト ー ル し た ドラ イブ か ら MS-DOS を 起動 し 、 コ マン 
ド プ ロン プ ト の 状態 に し て くだ さい (ここ で は D ド ライ ブ か ら 起 動 す る も の と し ま 
9 。 
D : \> 
②「Windows( 英 語 版 )UpgradeDisk」 を 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に セッ ト し 
ます 。 そ の あと で 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を カレ ント ドラ イブ に し ます 。 
D : \>A: 
A : \> 
③ カ レン トド ライ ブ が 正しい こと を 確認 し 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 
し まず 。 
(ドラ イブ 名 ) 、( デ ィ レ クト リ 名 ) に は 、Windows (英語 版 ) が イン スト ー ル さ 
れ て いる ドラ イブ 名 と ディ レク トリ 名 を 指定 し ます 。 
A : \> UPEWIN < ドラ イブ 名 > :\ く < ディ レク トリ 名 > 
アデ アップグレード が 終了 する と 、「 ア ッ プ デー ト が 終了 し まし た 。 シス テム の 再起 
動 を 行っ て か ら 英 語 版 Windows を 起動 し て くだ さい 。」 の メッ セー ジ が 表示 され 
ます 。 
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の 慎 了 RtNH 二 テリ で 8 詩 叶 N 剖 


④「Windows( 英 語 版 )UpgradeDisk」 を ドラ イブ か ら 取 り 出 し て か ら 本 機 の リセ ッ 
トス イッ チ を 押し て 、 シ ステ ム を 再起 動 し て くだ さい 。 


作業 は これ で 終了 で す 。 ア ッ プ グレ ー ド し た Windows( 英 語 版 ) を お 使い くだ さい 。 


一 本 機内 蔵 の サウ ンド 機能 を 使用 する 


Windows (英語 版 ) で 本 機内 蔵 の サウ ンド 機能 を 利用 する に は 、 サ ウン ドド ライ バ を 
組み 込む 必要 が あり ます 。 

また 、 サ ウン ド の 音量 調節 を 可能 に する た め に も 設定 が 必要 で す 。 

ここ で は 、 そ れ ぞ れ の 手順 に つい て 説明 し ます 。 


・[NEC Soundboard (PC-9801-26K) MIDI] 
・[NEC Soundboard (PC-9801-73) Wave&MIDI] 
・[NEC Soundboard (PC-9801-86) Wave&MIDI] 


削除 の 手順 は 次 の と お り で す 。 


①Windows( 英 語 版 ) を 起動 し ます 。 

②[Control Panel] の [Drivers] を 起動 し ます 。 

③ 表 示さ れ た ダイ アロ グ ボ ックス で 上 記 の ドラ イ バ を 選択 し 、 [Remove] ボ 
タン を クリ ッ ク し ます 。 

④Windows( 英 語 版 ) を 終了 し ます 。 


7| 次 の ドラ イ バ が 組み 込ま れ て いる 場合 は 、 あ ら か じ め 削 除 し て くだ さい 。 
意 


(1) サ ウン ドド ライ バ を 組み 込む 
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①Windows (英語 版 ) を 起動 し ます 。 
② [Control Panel] の [Drivers] を ダブ ルク リッ ク し ます 。 
③ [Add] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
④ 表 示さ れ た ダイ アロ グ ボ ックス で [NEC PCM Sound Driver] を 選択 し 、 [OK] 
凌 ウ ま な リッ みしま す 。 
⑤ 新 し い ド ライ バ と 既存 の ドラ イ バ の どちら を 使用 する か 選択 する ダイ アロ グ ボ ッ ク 
ス で 、「Current」 を 選択 し ます 。 
⑥Windows を 再起 動 す る か どう か 選択 する ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され ます 。 
・PC-9821Nb10 を お 使い の 場合 
手順 の ⑦ に 進み ます 。 
・PC-9821Na12 を お 使い の 場合 
再起 動 せ ず に ② て ⑧⑤ と 同様 の 手順 で 以下 の ドラ イ バ を 組み 込み ます 。 
[NEC OPL Synthesizer Driver] 
[NEC MIDI Driver] 
[NEC Mixer Driver] 
ドラ イ バ の 組み 込み が 終了 し た ら 再 起動 する 前 に 、[Accessories] グル ー プ の 
[Notepad] を 起動 し て 、Windows( 英 語 版 ) が イン スト ー ル され て いる ディ レク ト 
リ の 下 に ある 「SYSTEM.INI」 フ ァイル の 次 の 行 を 削除 し ます 。 


[386Enh] 
device=vsbd.386 


⑦ 設 定 を 有効 に する た め に 、 本 機 を 再起 動 し て くだ さい 。 


(2) サ ウン ド の 音量 を 調節 する 
① [File Manager] を 起動 し て くだ さい 。 


②Windows (英語 版 ) が イン スト ー ル され て いる ディ レク トリ の 下 に 
「VOLUME.EXE」 と いう ファ イル が あり ます 。 マ ウス ポイ ンタ を 「VOLUME. 
EXE」 に 合わ せ て ダブ ルク リッ ク し て 起動 し 、 音 量 を 調節 し て くだ さい 。 


2.3 Windows NT 3.51 の 利用 


本 機 に Microsofte Windows NTe Workstation 3.51* (以降 Windows NT) を イン ス 
トー ル す る 場合 、 基 本 の セッ ト ア ッ プ 以外 に いく つか の モジ ュー ル を アデ アップデート す 
る 必要 が あり ます 。 こ こ で は セッ ト ア ッ プ に つい て の 手順 を 説明 し ます 。 


* Microsofte Windows NTe Workstation Operating System Version 3.51 
セッ ト ア ッ プ で は 、 次 の も の が 必要 で す 。 あ ら か じ め 用 意 し て お いて くだ さい 。 


・1.44 M バイ ト フ ォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク 2 枚 
フォ ー マ ッ ト 時 に シス テム の 転送 は 行なわ な いで くだ さい 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、 そ れ ぞ れ 次 の ラベ ル を 貼っ て お いて くだ さい 。 
Windows NT 修復 ディ スク 
Windows NT 3.51 アテ アップデート ディ スク 


ドラ イ バ の イン スト ー ル を 行う 場合 は 、Administrators 権 限 を 持っ た ユー ザー 
7 で 行っ て くだ さい 。 
es 本 本 機 に 添付 され て いる ドラ イ バ は 、 本 機 専 用 ドラ イ バ で す 。 他 機種 で は 使用 し 
な いで くだ さい 。 
セッ ト ア ッ プ 時 の ディ スプ レイ の 設定 は 「 解 像 度 640X400、 ノ ー マ ル モー 
ド 16 色 」 で 行っ て くだ さい 。 
本 機 で Microsofts Windows NTs Server 3.51** は ご 利用 いた だ け ま せん 。 


** Microsofte Windows NTs Server Operating Systerm Version 3.51 


本 機 で Windows NT を セッ ト ア ッ プ する に は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


(1)「Windows NT 3.51 アッ プ デ ー ト ディ スク 」 を 作成 する 
(2) Windows NT を セッ ト ア ッ プ する 
(3③) Windows NT の パワ ー ア ッ プ 
① 内 蔵 テ アク セラ レー タ を 利用 する 
②FAX モ デム カー ド を 利用 する 
(4) Windows NT 3.51 アッ プ デ ー ト サー ビス Service Pack 4 を 利用 する 
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の 角間 人 NH サテ ご こら 詩 書 N 引 


(1)「Windows NT 3.51 ア ッ プ デー トディ スク 」 を 作成 する 


ここ で は 、「Windows NT 3.51 アッ プ デ ー ト ディ スク 」 の 作成 を 行い ます 。 


内 蔵 ハ ー ド ディ スク に は Windows NT の ドラ イ バ が コピ ー さ れ て いま す 。 これ ら の 
ドラ イ バ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に ヨ ピ ー し ます 。 


Windows NT の ドラ イ バ が コピ ー さ れ て いる 内 蔵 ハ ー ド ディ スク の ドラ イブ を ドラ 


イブ A、 フ ロッ ピー ディ スク ライ ブ を ドラ イブ B と し て 説明 し ます 。 お 使い の 環境 と 
異な る 場合 は 、 読 みか えて くだ さい 。 


①Windows 95 の [MS-DOS プ ロン プ ト ] を 起動 し ます 。 
② 用 意 し て お いた 「Windows NT 3.51 アッ プ デ ー ト ディ スク 」 を フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク ドラ イブ に セッ ト し ます 。 
⑨③MS-DOS プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
A: 
CD \NT351 
⑤⑥ カ レン トディ レク トリ が NT351 で ある こと を 確認 し 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 
の よう に 入力 し ます 。 こ の と き 、 フ ロッ ピー ディ スク の ドラ イブ 名 に コロ ン 「:」 
を 付け な いで くだ さい 。 
CDNTUP B 


⑥ 画 面 の 表示 に し た が っ て 、 モ ジュ ー ル を コピ ー し ます 。 
⑦ 作 成 し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 今後 Windows NT を セッ ト ア ッ プ する 際 必 要 と 
な り ま す の で 、 な くさ な いよ うに し て くだ さい 。 


(2) Windows NT を セッ ト ア ッ プ する 


本 機 に Windows NT を セッ ト ア ッ プ し ます 。 セ ッ ト ア ッ プ を 行う 場合 以下 の 点 に 注 
意 し て くだ さい 。 


ディ スプ レイ の 設定 は 「 解 像 度 640X400、/- マ エー- ト ′ 16 色 」 で 行っ て くだ さい 。 
それ 以外 に つい て は 、 マ ニュ アル を 参照 し て Windows NT を セッ ト ア ッ プ し て くだ さい 。 


(3) Windows NT の パワ ー ア ッ プ 
(3)-① 内 蔵 ア クセ ラレー タ を 利用 する 
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本 機 で は 、「Windows NT 3.51 アッ プ デ ー ト ディ スク 」 に 含ま れ て いる ディ スプ レ 
イド ライ バ を 使っ て 、 以 下 の 画面 モー ド が 利用 で きま す 。 


機 種 解像度 | 
PC-9821Na12/S10F、Na12/S8 


PC-9821Nb10/S10F、 Nb107S8、 Nb105 0480 256 色 , 64K 色 , 16M 色 


内 蔵 ア クセ ラレー タ 800 X 600 まき 1 256 色 , 64K 色 
(CIRRUS LOGIC 社 製 GD7548) | 1024 X 768 まき 2 | 256 色 


注 1 PC-9821Nb10/5 で は 、 カ ラー 液晶 ディ スプ レイ に は 何 も 表 示さ れ ま せん 。 
別売 の CRT ディ スプ レイ で の み 表 示さ れ ま す 。 

注 2 本 機 の カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ に は 、 何 も 表示 され ませ ん 。 別売 の CRT デ ィ ス プレ 
イ で の み 表 示さ れ ま す 。 


設定 は 次 の 手順 で 行い ます 。 


ここ で は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を ドラ イブ B と し て 説明 し ます 。 実 際 と 異な 
る 場合 は 、 読 みか えて くだ さい 。 


①⑰[ メ イン ] グル ー プ に ある [コント ロール パネ ル ] の [ディスプレイ] を 起動 し ます 。 
②[ デ ィ ス プレ イ の 変更 ] ボタ ン を 選択 し ます 。 
③[ 変 更 ] ボタ ン を 選択 し ます 。 
④[ そ の 他 ] ボタ ン を 選択 し ます 。 
ドラ イ バ の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト す る よう に 指示 され ます 。 
⑤「Windows NT 3.51 アッ プ デ ー ト ディ スク 」 を フロ ッ ピ ー ディ スク ライ ブ に 
セッ ト し ます 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ た ドラ イブ の CIRRUS デ ィ レ クト リ を 指定 し て 、[OK] 
ボタ ン を 押し ます 。 


B:\CIRRUS 


⑥[ 組 み 込む ] ボタ ン を 選択 し ます 。 

⑦[ は い ] ボタ ン を 選択 し ます 。 
既存 の ドラ イ バ が 存在 する 場合 は 、 既 存 の ドラ イ バ を 使用 する か どう か を 聞い て く 
る の で 、[ 新 し い ド ライ バ ] ボタ ン を 選択 し ます 。 
ドラ イ バ の 入っ た フロ ッ ピ ーー ディスク を セッ ト す る よう に 指示 され ます 。 

⑧ ド ライ バ の 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト す る よう 指示 する メッ セー ジ が 表示 
され た ら 、 ド ライ ブ 名 と ディ レク トリ 名 を 確認 し ます 。 
B:\CIRRUS を 指定 し て [続行 ] ボタ ン を 押し ます 。 

⑨ ド ライ バ 組 み 込 み 結果 が 表示 され る の で 、[OK] ボタ ン を 押し ます 。 

ドラ イ バ 起 動 に 関す る メッ セー ジ が 表示 され る の で 、[OK] ボタ ン を 押し ます 。 

⑪「 新 し い 設 定 を 有効 に する に は Windows NT を 終了 し て 再起 動 す る 必要 が あり ま 
す 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ より 
「Windows NT 3.51 アッ プ デ ー ト ディ スク 」 を 取り 出し 、[ 再 起動 する ] ボタ ン 
を 選択 し ます 。 
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の 慎 通 汗 NH サ テー て S 計 亜紀 


(3)-② FAX モデ ムカ ー ド を 利用 する 
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FAX モデ ム 内 蔵 モ デル に 内 蔵 さ きれ て いる 「FAX モ デム カー ド (PC-9801N-J15)」 を 
お 使い に な る 場合 、 ドライバ 、 リ モー ト アク セス サー ビス の 設定 以外 に 、Windows 
NT の MODEML.INF を 編集 する 必要 が あり ます 。 ま た モデ ムカ ー ド の IRQ を 変更 す 
る 場合 、 レ ジス トリ を 編集 する 必要 が あり ます 。 こ こ で は 、MODEM.INF の 編集 方 
法 、 レ ジス トリ の 編集 方 法 に つい て 説明 し ます 。 ドラ イ バ 、 リ モー ト アク セス サー 
ビス の 設定 に つい て は 、Windows NT の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


・MODEM.INF、 レ ジス トリ の 編集 を 行う 場合 は 、Administrators 権 限 を 
持っ た ユー ザー で 行っ て くだ さい 。 
Es 抽 レジストリ の 編集 前 に 、Windows NT の RDISK.EXE を 使用 し て 、 修 復 デ ィ 
スク の 作成 を 行う こと を お 勧め し ます 。 誤 っ た レジ スト リ に よる Windows 
NT の 誤動作 が 発生 し た 場合 、 シ ステ ム を 復旧 する こと が で きま す 。 
RDISK.EXE、 シ ステ ム の 復旧 に つい て は 、Windows NT の マニ ュ ア ル を 参 
照 し て くだ さい 。 
・MODEM.INF の 編集 後 、Microsoft 。 Windows NT。 3.51 ア ッ プ デー ト サ ー 
ビス 「Service Pack 4」 を 適用 する 場合 、 本 章 の 「Windows NT 3.51 ア ッ 
プ デ ー ト サー ビス Service Pack 4 を 利用 する 」 を 参照 し て くだ さい 。 
・MODEM.INF 編 集 後 に ネッ トワ ー ク の 設定 を 行っ た 場合 、MODEM.INF の 編 
集 内 容 が 元 に 戻る 可能 性 が あり ます 。 その 場合 は 、 バ ッ ク ア ッ プ し た 
MODEM.INF を 使用 する か 、 再 編集 し て くだ さい 。 


・MODEM.INF の 編集 


本 機 で 、「FAX モ デム カー ド 」 を お 使い に な る 場合 、 次 の 記述 を MODEM.INF に 追 
加 し ます 。 


①Windows NT の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 、 次 の よう に メモ 帳 を 起動 し ます 。 
CD 9%systemroot9%%\systerm32\ras 


② カ レン トディ レク トリ が RAS デ ィ レ クト リ で ある こと を 確認 し て 、 次 の よう に 入 
力 し メモ 帳 を 起動 し ます 。 


NOTEPAD modem.inf 


③ メ モ 帳 に MODEM.INF が 表示 され た ら 、 キ ー ボ ー ド の [CTRL]+[HELP] を 押し 
て 、MODEMI.INF の 最後 に 移動 し ます 。 


④ 次 の 内 容 を 、 間 違え な いよ うに 入力 し ます 。 
な お 三角 「 人 へ 」 記 号 は 、 ス ペー ス (空白 ) 一 つ 分 を さ しま す 。 


[NEC PC-9801N-J15] 
CALLBACKTIME=10 
DEFAULTOFF= 
MAXCARRIERBPS=28800 
MAXCONNECTBPS=115200 
<speaker_on>=M1 
<speaker_off>=MO 


<hwflowcontrol_on>= 和 &K3 
<hwflowcontrol_off>= 代 KO 
<compression_on>=96C3 
<compression off>=96CO 
<protocol_on>= 演 N3 
<protocol_off>= 半 壮 NO 
<autodial_on>=ATDT 
<autodial_off>=AT 双 3D 


DETECT_STRING=ATTIS3<cr> 
DETECT_RESPONSE=NECA^ PC-9801N-J15 


COMMAND_INIT=AT&FAS0=OA^S2=256A^S7=50<speaker> く <cr> 
COMMAND_INIT=AT<speaker><compression><hwflowcontro 必 <protocoI><cr> 


COMMAND_LISTEN=ATS0=1<cr> 
COMMAND_DLIAL=<autodia><phonenumber><cr> 


の 半角 RMN H サ テテ こら 計 剖 N 引 


⑤ 入 力 後 、 追 加 し た 内 容 に 間違い が な いこ と を 確認 し て 、 メ モ 帳 の [ファイル] 一 [上 
書き 保存 ] を 選択 し MODEM.INF を 保存 し ます 。 
⑥ メ モ 帳 を 終了 し ます 。 
⑦ 編 集 し た MODEM.INF の バッ クア ッ プ を 行い ます 。 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の 
よう に 入力 し て くだ さい 》 
COPY modem.inf modem.up[ 思 


⑧ コ マン ド プ ロン プ ト を 終了 し て 、Windows NT を 再起 動 し ます 。 


以上 で MODEML.INF の 編集 は 終了 しま し た 。 次 回 起動 時 より 「FAX モ デム カー ド 」 
を 利用 で きま す 。 


・ レ ジス トリ の 編集 
FAX モデ ムカ ー ド の IRQ を 変更 する 場合 は 、 次 の レジ スト リエ ント リ を 変更 し ま 
29 
他 の 拡張 ボー ド と IRQ の 競合 が 生じ た 場合 は 、 拡 張 ボ ー ド の IRQ を 変更 する か 、 下 記 
の 方 法 で 対応 し て くだ さい 。 
①Windows NT の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 、 次 の よう に 入力 し レジ スト リエ ディ タ 
を 起動 し ます 。 
regedt32[ 思 
② レ ジス トリ を 次 の よう に 編集 し ます 。 
\HKEY LOCAL_MACHINE\SYSTEM 半 CurrentContro1Set 半 Services 


\Pcmcia\DataBase\NEC の 下 に 、 キ ー : PC-9801N-J15 を 作成 し 、 キ ー の 値 
を 下記 の 通り 設定 し ます 。 


値 の 名 前 デー タタ イプ 


InterruptNumber REG_DWORD この 値 を 変更 し ます 。 注 1 
( 例 : Ox0a) 


注 1 : FAX モデ ムカ ー ド で 使用 で きる IRQ 0x3、0x5、0x6、Oxa、Oxc (16 進 ) 
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変更 する IRQ は 、 他 の ボー ド と 重複 し な い 値 を 指定 し て くだ さい 。 
③ レ ジス トリ エディ タ を 終了 し て 、Windows NT を 再起 動 し ます 。 


(4) Windows NT 3.51 アッ プ デ ー ト サー ビス Service Pack 4 
を 利用 する 


本 機 で Microsofts Windows NTs 3.51 ア ッ プ デー ト サ ー ビ ス 「Service Pack 4」( 以 

下 Service Pack 4) を 適用 する 場合 、 特 別 な 手順 は あり ませ ん 。Service Pack 4 の 中 

に ある 「README.TXT」 を 参照 し て 適用 し て くだ さい 。 た だ し 、 MODEM.INF を 
「FAX モ デム カー ド 」 用 に 編集 し て いる 場合 は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


・Service Pack 4 を 適用 する と 、MODEM.INF ファ イル が 上 書き され ます 。 
MODEM.INF を 「FAX モ デム カー ド 」 用 に 編集 し て いる 場合 は 、Service 
Pack 4 を 適用 する 前 に 必ず MODEM.INF を フロ ッ ピ ー ディ スク な ど に バッ 
クア ッ プ し て くだ さい 。 こ の と き 、 バ ッ ク ア ッ プ する MODEMI.INF の 名 前 
を 、MODEM.ORG に は し な いで くだ さい 。 


・Service Pack 4 を 適用 後 、 新 し い MODEM.INF に は 「FAX モ デム カー ド 」 
の 記述 は あり ませ ん の で 、「FAX モ デム カー ド を 利用 する 」 を 参照 し て 再編 集 
する か 、 バ ッ ク ア ッ プ し た MODEM.INF を 使用 し て くだ さい 。 


Microsofts Windows NTs 3.51 ア ッ プ デー ト サー ビス 「Service Pack 4」 に つい て 
の 詳し い 内 容 に 関す る お 問い 合わ せ は 、NEC パ ソン コン イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 
か 、NEC パ ソコ ン 情 報 FAX サ ービス へ お 願い し ます 。 


誠 | 弊社 製 以外 の Windows NT 並び に Service Pack を ご 利用 の 方 は 、 各 OS メー 
カ に お 問い 合わ せく だ さい 。 
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第 3 草 OS/2 を 利用 する 


本 章 で は 、OS/2 を 本 機 で 利用 する 場合 に 必要 と な る 作業 に つい て 説明 し ます 。 


3.1 日 本 語 MS OS/2 Ver1.21 1B の 利用 


Eh OS/2 ver 21B を ご ご 利用 に な る 場合 、 場合 、 内 蔵 ハー ドー グ は 間 選 が | 


540M バ イト 以下 の も の を ご 利用 くだ さい 。 1 
PC-9821Na12、PC-9821Nb10/S10F、Nb10/S8 で は 日 本 語 MS OS/2 | 
In .21 0 人 


@ の 情 半 NH サテ JI へ ぐ S 詩 叶 N 絹 


MK2RK28ACO5ES92DS2 な 


日 本 語 MS OS/2 Ver1.21B を 本 機 で お 使い に な る 場合 は 、 ア ッ プ グレ ー ド が 必要 で 
す 。 ア ッ プ グレ ー ド は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 実行 する こと が で きま す 。 
・OS/2 Ver1.21B の イン スト ー ル 前 に 、「OS/2 シ ステ ム デ ィ ス ク 」 に 対し て 実 
行 する 
・OS/2 Ver1.21B の イン ス トー ル 後 に 、 イ ンス トー ル 先 の ハー ド デ ィ スク に 対し 
て 実行 する 
ここ で は 、 そ れ ぞ れ の 手順 に つい て 説明 し ます 。 
| 以降 の 手順 で は 次 の も の が 必要 で す 。 あら か じ め 準 備 し て お いて くだ さい 。 
・1.2M バ イト フォ ー マ ッ ト 済 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク : 1 枚 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 看 2( 複 製 )) と 書い た ラベ ル を 貼っ て お | 
いて くだ さい 。 ] 


PPRH29RR9ORRCRHCPERR205O95RERHZRSO5592022050CK25RSIERRSOERROECNS5555SPO5COOP52C26 52O52055225CO2R5ICOORRSIS0SESTSRS0eO 52020SOROZRO5RRO7RCRSSOCSOOROOWRORERZRRO5RCRO5RRORDRCERGOG552RSer55566655Eoofoefod 


(1) シ ステ ム デ ィ ス ク の アッ プ グ レー ド 
① 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら Windows 95 を 起動 し ます 。 
[スタ ー ト ] メニ ュー の 「Windows の 終了 」 を クリ ッ ク し 、「MS-DOS モ ー ド 
で コン ピュ ー タ を 再起 動 す る 」 を 選択 し て 、MS- DOS モ ー ド を 起動 し ます 。 
② フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 左 2」 を セッ ト し ます 。 
⑨③DISKCOPY コ マン ド を 使用 し 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 尋 2」 の 複製 を 「 シ ステ ム デ ィ 
スク 昔 2( 複 製 )」 に 作成 し ます 。 
〈④ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し 、 フ ァイル の 上 書き コピ ー を 行い ま 
す 。 
(FD ド ライ ブ 名 〉) に は 「 シ ステ ム デ ィ ス ク #2( 複 製 )) を セッ ト し た フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ の ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 
COPY <Windows 95 の ドラ イブ 名 > : \OS2\121B\DISKXO1.SYS < ぐ D ド ライ ブ 名 > : 回 


⑤⑥ フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し ます 。 
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これ で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に 対す る アッ プ グ レー ド 作 業 は 終了 で す 。 
上 記 の 手順 で 作成 し た 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 菩 2( 複 製 ))」 を 利用 し て 、OS/2 を イン ス 
トー ル し で ぐ く 混 さ し 05 


(2) イ ンス トー ル 済 み ハ ー ド ディ スク の アッ プ グ レー ド 
①「(1) シ ステ ム デ ィ ス ク の アッ プ グ レー ド 」 の 操作 を 行い ます 。 
②OS/2 を 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら 起 動 し ます 。 
この と き 2 枚 目 の フ ロッ ピー ディ スク に は (1) で アッ プ グ レー ド を 行っ た 「 シ ステ 
ム デ ィ ス ク #2( 複 製 )」 を 使用 し ます 。 
③ イ ンス トー ルコ マン ド の 画面 が 表示 され た ら 、 キー を 押し て イン スト ー ル 
コマ ンド を 終了 し ます 。 
④ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
(ドラ イブ 名 1〉) に は 、「 シ ステ ム デ ィ ス ク 弁 2( 複 製 )) を セッ ト し た フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ の ドラ イブ 名 を (ドラ イブ 名 2) に は OS/2 を イン スト ー ル し た 
ドラ イブ の ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 
COPY < ドラ イブ 名 1> : \DISKX01.SYS < ドラ イブ 名 2> : 回 
⑤ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 、「 日 本 語 MS OS/2 Ver1.21B シ ステ ム デ ィ ス 
ク 厚 1」 を 挿入 し た あと 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
A : \SHUTDOWN 
⑥ シ ャ ッ ト ダ ウン が 終了 し た ら フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し て 、 本 機 を 再起 動 し 
で くだ きい 。 


3.2 OS/2 J2.11 の 利用 


嘩 | CD-ROM ド ライ ブ 内 蔵 モ デル で OS/2 J2.11 を ご 利用 に な る 場合 、 本 体内 蔵 
の CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する こと は で きま せん 。 


一 ディ スプ レイ の 設定 


イン スト ー ル 途中 また は イン スト ー ル 後 の デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ の ソフ トウ ェ ア 設 
定 は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


本 機 に 搭載 され て いる ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ は 利用 で きま せん 。 
主意 
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(1) イ ンス トー ル 途 中 の ディ スプ レイ 設定 
イン スト ー ル 途中 で 、 本 機 が 再起 動 す る と [シス テム 構成 ]】 ウィ ンド ウ が 表示 され ま 
す 。 こ こ で 、 [ディ スプ レイ ] を 選択 する と 、 デ ィ ス プレ イ 一 覧 が 表示 され 、 使 用 し 
た い デ ィ ス プレ イ を 選択 する こと が で きま す 。 


| WIN-OS/2 を 利用 する 場合 、 次 に 示す ディ スプ レイ モー ド は 使用 し な いで くだ 
さい 、。 
は ・ 本 体 640x480 256 色 モー ド 


(2) イ ンス トー ル 後 の ディ スプ レイ 設定 
[シス テム メ 構 成 機能 の 追加 オプ ジェ クト を 選択 する と [シス テム 構成 ] ウィ ンド 
ウ が 表示 され ます 。 こ こ で [ディ スプ レイ ] を 選択 する と 、 デ ィ ス プレ イ 一 覧 が 表示 
され 、 使 用 し た い デ ィ ス プレ イ を 選択 する こと が で きま す 。 


の 通常 tNH サ テ で お 詩 選 N 引 


M4 WIN-OS/2 を 利用 する 場合 、 次 に 示す ディ スプ レイ モー ド は 使用 し な いで くだ 


さい 。 
ーー ・ 本 体 640x480 256 色 モー ド 
一 拡張 電源 管理 の 設定 


本 機 で OS/2 J2.11 の 拡張 電源 管理 機能 は 利用 で きま せん 。 イ ンス トー ル 途 中 の 
[OS/2 の 設定 と イン スト ー ル ] ウィ ンド ウ で [拡張 電源 管理 (APM)] の チェ ッ ク 
ボッ クス を クリ ア し て くだ さい 。 


3.3 OS/2 Warp V3- 日 本 語 版 お よび 
OS/2 Warp Connect V3- 日 本 語 版 の 利用 


デ ィ ス プレ イ の 設定 


本 機 で 、OS/2 Warp V3- 日 本 語 版 、OS/2 Warp Connect V3- 日 本 語 版 を ご 利用 に 
な る 場合 、 イ ンス トー ル 途 中 また は イン スト ー ル 後 の デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ の ソフ ト 
ウェ ア 設 定 は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 、。 
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本 機 に 搭載 され て いる ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ を 使用 する 場合 、 次 の 作業 が 
| 必要 で す 。 
は ・ デ ィ ス プレ イド ライ バディ スク の 作成 
・ イ ンス トー ル し た OS/2 を アッ プ グ レー ド す る 
アッ プ グ レー ド 手 順に つい て は 「(3) ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ の 設定 」 を 参 
照 し て くだ さい 。 


(1) ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ の 設定 

@ デ ィ ス プレ イド ライ バディ スク の 作成 

「 デ ィ ス プレ イド ライ バディ スク 」 を 作成 する 手順 に つい て 説明 し ます 。 

① フ ロッ ピー ディ スク を 1 枚 用 意 し ます 。1.2M バ イト フォ ー マ ッ ト を 行い 、PC- 
9821Na12 で は 「NA12DISP」、PC-9821Nb10 で は 「OS2DISP」 と ボリ ュー 
ムラ ベル を つけ て くだ さい 。 フ ロッ ピー ディ スク に は 「 デ ィ ス プレ イド ライ バ 
ディ スク 」 と 書い た ラベ ル を 貼っ て お いて くだ さい 。 

② 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら MS-DOS モ ー- ド を 起動 し ます 。Windows95 が 起動 し て 
いる 場合 は 、[ ス ター ト ] ボ タン を 押し 、[Windows の 終了 ] か ら [MS-DOS モ ー ド 
で コン ピュ ー タ を 再起 動 す る ] を 選択 し ます 。 

③ コ マン ド プ ロン プ ト よ り 次 の よう に 入力 し ます 。 

CD \OS2 


④ 用 意 し て お いた 「 デ ィ ス プレ イド ライ バディ スク 」 を 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ 
イブ ヘ へ セッ ト し ます 。 
⑤ カ レン トディ レク トリ が OS2 で ある こと を 確認 し 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の 
表 う に 凡才 和 まま 。 
COPY *.* < ドラ イブ 名 >: /V 回 


< ドラ イブ 名 > に は 手順 の めで 「 デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ デ ィ ス ク 」 を セッ ト し た ドラ 
イブ 名 を 指定 し ます 。 


@ イ ンス トー ル し た OS/2 を アッ プ グ レー ド す る 

作成 し た 「 デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ デ ィ ス ク 」 を 使用 し て 、 イ ンス トー ル し た OS/2 を 
アデ アップグレード する 手順 に つい て 説明 し ます 。OS/2 の イン スト ー ル 方 法 は OS/2 に 添 
付 の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


本 機 搭載 の ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ を 使用 する 場合 、OS/2 Warp V3- 日 本 
す | 語 版 ま た は OS/2 Warp Connect V3- 日 本 語 版 を 、「(2) イン スト ー ル 途中 
ms 抽 の ディ スプ レイ 設定 」 に お いて ディ スプ レイ の 設定 を 「 本 体 640x400 16 色 
モー ド 」 に し て イン スト ー ル し 、 そ の 後 、 次 の 手順 で ウィ ンド ウ ア クセ ラレー 
タ の 設定 を 行っ て くだ さい 。 
また 、 本 機 の 液晶 ディ スプ レイ を 使用 する 場合 (別売 の CRT デ ィ ス プレ イ 接 続 
時 以外 ) は 、800X600 ド ッ ト (PC-9821Nb10/5 で は 640xX480 ド ッ ト ) よ り 
高い 解像度 を 選択 し な いで くだ さい 。 
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① イ ンス トー ル 完 了 後 、OS/2 を 再起 動 後 「OS/2 ウ ィ ン ド ウ 表 示 」 を 起動 し ます 。 
②「 デ ィ ス プレ イド ライ バディ スク 」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ドラ イブ に セッ ト し ます 。 
コマンド プロ ンプ ト で 次 の よう に 入力 し ます 。 
C: 較 
INSTC: A: 回 
(「 デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ デ ィ ス ク 」 を セッ ト し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ドラ イブ を 
C、OS/2 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ を A と し て 説明 し て いま す 。 お 使い 
の シス テム メ 構 成 と 異な る 場合 は 読み 替え て くだ さい 。) 
④「OS/2 の 終了 」 を 選択 し し 「 デ ィ ス プレ イド ライ バディ スク 」 を フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ より 取り 出し た 後 、 シ ステ ム を 再起 動 し ます 。 
OS/2 が 再起 動 し た ら 、 再 び 「OS/2 ウ ィ ン ド ツウ 表 示 」 を 起動 し ます 。 
コマ ンド プロ ンプ ト よ り 次 の よう に 入力 し ます 。 
DSPINSTL 


⑥「 デ ィ ス プレ イド ライ バ の イン スト ー ル 」 ウィン ドウ が 表示 され ます 。 

「 主 ディ スプ レイ 」 チ ェ ッ クボ ックス に チェ ッ ク マ ー ク を つけ 「 丁 解 」 ボ タン を 
押し ます 。 

⑦ デ ィ ス プレ イ ドラ イ バ の 一 覧 が 表示 され ます の で 、 お 使い の 機種 の ディ スプ レイ 
ドラ イ バ を 選択 し 「 了 解 」 ボ タン を 押し ます 。 

「 ソ ー ス ディ レク トリ 」 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます の で 、「 デ ィ ス プレ イド ライ 
バディ スク 」 を フロ ッッ ピー ディスク ドラ イブ に 挿入 し 、 ソ ー ス ディ レク トリ を フ 
ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 変更 し 、「 イ ンス トー ル 」 ボ タン を 押し ます 。 

⑨ デ ィ ス プレ イド ライ バ の イン スト ー ル が 終了 し まし た ら 、「OS/2 の 終了 」 を 選 
択 し し 「 デ ィ ス プレ イド ライ バディ スク 」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ より 取 
り 出 し た 後 、 シ ステ ム を 再起 動 し ます 。 


ディ スプ レイ ドライバ の 解像度 を 変更 する 場合 は 、 再 度 ⑤ 以 降 の 手順 を 行う 必 
1 | 偽 あ り ます 。 


注意 


(2) イ ンス トール 途 中 の ディ スプ レイ 設定 
イン スト ー ル 途中 で 、 本 機 が 再起 動 す る と [シス テム 構成 ]】 ウィ ンド ウ が 表示 され ま 
す 。 こ こ で 、 [ディ スプ レイ ] を 選択 する と 、 デ ィ ス プレ イ 一 覧 が 表示 され 、 使 用 し 
た い デ ィ ス プレ イ を 選択 する こと が で きま す 。 


4 WIN-OS/2 を 利用 する 場合 、 次 に 示す ディ スプ レイ モー ド は 使用 し な いで くだ 
さい 。 
ES 失 ・ 本 体 640x480 256 色 モー ド 
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の 慎 陣 半 tN HH サテ ぐら S 詩 書 N 引 


(3) イ ンス トー ル 後 の ディ スプ レイ 設定 
[シス テム 構成 機能 の 追加 オブ ジェ クト を 選択 する と [シス テム メ 構 成 ] ウィ ンド 
ウ が 表示 され ます 。 こ こ で [ディ スプ レイ ] を 選択 する と 、 デ ィ ス プレ イ 一 覧 が 表示 
され 、 使 用 し た い デ ィ ス プレ イ を 選択 する こと が で きま す 。 


さい 。 
注 ・ 本 体 640x480 256 色 モー ド 


4 WIN-OS/2 を 利用 する 場合 、 次 に 示す ディ スプ レイ モー ド は 使用 し な いで くだ 


一 CD-ROM の 設定 
OS/2 Warp V3- 日 本 語 版 、OS/2 Warp Connect V3- 日 本 語 版 を ご 利用 に な る 場 
合 、CD-ROM ド ライ バ の ソフ トウ ェ ア 設 定 は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


イン スト ー ル 途中 で 、 本 機 が 再起 動 す る と [シス テム 構成 ] ウィ ンド ウ が 表示 され ま 
す 。 こ こ で [CD-ROM 装 置 ] を 選択 する と 、CD-ROM 一 覧 が 表示 され 、 使 用 し た 
い CD-ROM を 選択 する こと が で きま す 。 


CD-ROM ド ライ ブ 内 蔵 モ デル で 内 蔵 CD-ROM を ご 使用 に な る 場合 、 “その 他 
の 専用 イン タフ ェ ー ス CD-ROM" を 選択 し て くだ さい 。 


圏 サ ウン ド の 設定 


OS/2 Warp V39- 日 本 語 版 の み に 関す る 内 容 で す 。 


PC-9821Na12 を お 使い の 場合 の み 以 下 の 作業 が 必要 で す 。 
その 他 の 機種 を お 使い の 場合 は 以下 の 作業 は 不要 で す 。 


本 機 で OS/2 Warp V3- 日 本 語 版 を ご 利用 に な る 場合 、PCM サ ウン ド 機 能 は 使用 で 
きま せん の で 、 組 み 込 まな いよ う 、 以 下 の 手 順 で 設定 し て くだ さい 。 

イン スト ー ル 途中 で 再起 動 す る と [シス テム メ 構 成 】] ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 ここ 
で [マル チ メ デ ィ ア ] を 選択 する と [装置 選択 と 設定 ] ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
この 際 、 [シス テム の 装置 と し て イン スト ー ル する ] に [PC-9821X シ リー ズ サ ウン 
ドド ライ バ ] が ある 場合 、 [くく 除 去 ] を 選択 し て くだ さい 。 
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第 4 章 その 他 の ソフ トウ ェ ア 
を 利用 する 


本 章 で は 、 別 売 の ソフ トウ ェ ア を 本 機 で 利用 する 場合 に 必要 と な る 作業 に つい て 説明 
喝 抽 赤 。 


4.1 Nas- 日 本 語 BASIC(86) の 利用 


(1) テ キス ト 画 面 に つい て の ご 注意 
Nss- 日 本 語 BASIC(86)* で テキ スト 画面 を 使用 する 場合 、WIDTH 命 令 を 使用 し て 、 
表示 する く 桁 数 > を 40 桁 に 設定 する こと は で きま せん 。 
* PC-9821Nb10 で は 、Ness- 日 本 語 BASIC(86)(MS-DOS 版 ) お よび Nss-BASIC(86)、PC- 
9821Na12 で は Nss- 日 本 語 BASIC(86)(MS-DOS 版 )、Nss- 日 本 語 BASIC(86)、Nss-BASIC 


(86) す べ て 含み ます 。 
(2) グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に つい て の 注意 


@ 違 月 RN H テ ご お寺 書 N 選 


MK 


28242292022RK282822 


PC-9821Nb10 に 関連 し た 内 容 で す 。 目 
5 ミ シ ダシ ダシ ち EeEE く て レラ 
Nss- 日 本 語 BASIC(86)** で グラ フィ ッ ク 画 面 を 使用 する 場合 、SCREEN 命 令 を 使用 し て 、 
< 画面 モー ド > を 白黒 モー ド ま た は 高 分 解 能 白黒 モー ド に 設定 する こと は で きま せん 。 
* Nee- 日 本 語 BASIC(86)(MS-DOS 版 ) お よび Nas-BASIC 


ua Ver6.3 の サウ ン ド 機 能 に つい て の ご 注意 


69WY090932809900869493950960K89904649968C199960 人 0960863999005299029C200969 が 0266599808908008082c08920oC82C0C0Co0090609 の CC2099e000oK20Y20008006860065o0o00oocto900000800080o0e090808080906C91900060n02030c900044400096060096089y80262050666690200295m2c2 人 20000 の 002026b00o ー 


四 PC-9821Na12 に 関連 し た 内 容 で す 。 


fPo06 之 3CS99204968 と 309oe 人 263226oNcco0o026300060439684 や 0800200002 人 202 人 00982097 の 6002002026000202 の 020602626200 の oc060 な 2 の ct の 0 


の 


Nss- 日 本 語 BASIC(86) Ver6.3 の サ ウ ャ ッ シ レ ド 機 能 を 利用 する 場合 は 次 の 手順 が 必要 で す 。 
・BASIC の セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ (setup.n88) を 利用 し て 「 サ ウン ド 拡 張 
モー ド の 設定 」 で 「 拡 張 ROM モ ー ド 」 を 選択 し て くだ さい 。 
セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ に つい て は 、Nss- 日 本 語 BASIC(86) Ver6.3 の マ 
ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 


(4)Nss- 日 本 語 BASIC(86) (MS-DOS 版 ) Ver6.2 に つい て の ご 注意 
Nss- 日 本 語 BASIC(86) (MS-DOS 版 ) Ver6.2 は 、Windows 95 の [MS-DOS プ ロン 
プ ト ] を 起動 し て 利用 する こと は で きま せん 。Windows 95 を 終了 し 、MS-DOS モ ー 
ド を 起動 し て ご 利用 くだ さい 、。 
スタ ー ト メニ ュー か ら [Windows の 終了 ] を クリ ッ ク し 、 [MS-DOS モ ー ド で コン 
ー タ を 再起 動 す る ] を 選択 し て くだ さい 。 
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4.2 LAN マ ネー ジャ リモ ー ト アク セス サー ビス 
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で 38400bps の 通信 速度 を 利用 する 


まま Windows 95 で は 、MS LAN マ ネー ジャ リモ ー ト アク セス サー ビス は 利用 で 
きま せん 。 


注意 


本 機 で は 、MS LAN マ ネー ジャ 2.1x (以下 LAN マ ネー ジャ ) リモ ー ト アク セス サー 
ビス で 38400bps の 通信 速度 を 利用 する こと が で きま す 。 


4 ・ 本 機能 を 利用 する に は あら か じ め 、 次 の ソフ トウ ェ ア が シス テム に イン ス 
トー ル さ れ て いる こと が 必要 で す 。 


・ 日 本 語 MS-DOS 5.0A 以 上 
「1.1 MS-DOS 6.2/5.0A を アッ プ グ レー ド す る 」 を 参照 し 、 イ ンス トー ル 
と アッ プ グ レー ド を 行っ て くだ さい 。 
・ 以 下 の い ずれ か の LAN マ ネー ジャ 
・ 日 本 語 MS マ ル チ ベ ンダ LAN マ ネー ジャ 2.1A 
MS-DOS ク ライ アン ト パ ッ ク 
・ 日 本 語 MS マ ル チ ベ ンダ LAN マ ネー ジャ 2.1A 
サー ババ パッ ク 内 の MS-DOS LAN マ ネー ジャ ワー クス テー ショ ン 
・ 日 本 語 MS マ ル チ ベ ンダ LAN マ ネー ジャ 2.1c 
・LAN マ ネー ジャ リモ ー ト アク セス サー ビス 


注意 


本 機能 を 利用 する に は 、 以 下 の 手順 で ドラ イ バ の イン スト ー ル を 行なっ て くだ さい 。 
た だ し 、「Microsoft Windows NT Server 3.51」* 添 付 の MS LAN マ ネー ジャ リモ ー 
ト ア クセ ス サ ー ビ ス を 使用 する 場合 、 ド ライ バ を イン スト ー ル する 必要 は あり ませ 
ん 。 

* Microsofts Windows NTsServer Network Operating System Version 3.51 


以下 の 手順 で は 次 の も の が 必要 で す 。 準備 し て お いて くだ さい 。 


・ フ フォー マット 済み 2HD フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 


① 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら MS-DOS を 起動 し ます 。 
Windows 3.1 が 起動 し て いる 場合 は 終了 させ て 、 コ マン ド プ ロン プ ト の 状態 に し 
ます 。 
② の フォー マット 済 み の 2HD フ ロッ ピー ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 
セッ ト し ます 。 
③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 デ ィ レ クト リ を 作成 し ます 。 
MD < フロ ッッ ピー ディス ク ド ラ イブ 名 >:\LANMAN 


例 : フロッピー ディスク ド ライ ブ が C ド ライ ブ の 場合 
MD C:\LANMAN 
④ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 ア ッ プ グレ ー ド ディ スク を 作成 し 
表す 。 
XCOPY < ドラ イブ 名 >\LANMAN く < フロッピー ディス ク ド ラ イブ 名 >\LANMAN /S 


< ドラ イブ 名 > は 、Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ハー ド デ ィ スク の ドラ イ 
プ ブ 名 を 指定 し ます 。 


例 : Windows 95 が イン スト ー ル され て いる の が A ド ライ ブ で 、 フ ロッ ピー ディ ス 
ク ド ラ イブ が C ド ライ ブ の 場合 
XCOPY  A:\LANMAN  C:\LANMAN /S 
⑤ 作 成 し た フロ ッッ ピー ディスク に は 、「LAN マネ ー ジ ャ アッ プ グ レー ド デ ィ スク 
(機種 名 ) 用 」 と 書い た ラベ ル を 貼っ て お きま す 。( 機 種 名 ) に は お 使い の 機種 名 を 書 
いて くだ さい 。 
⑥' ア ッ プ グレ ー ド ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ ト し 、 コ マン ド プ 
ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て カレ ント ドラ イブ を 変更 し ます 。 
< フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 >: 
例 : フロッピー ディスク ドラ イブ が C ド ライ ブ の 場合 
C: 
⑦ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トディ レク トリ を LANMAN 
ディ レク トリ に 変更 し ます 。 
CD LANMAN 
⑧ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 イ ンス トー ルプ ログ ラム を 実行 し ま 
科 き 
INSTRAS < ドラ イブ 名 >:\ く ディ レク トリ 名 > 


く < ドラ イブ 名 >、< デ ィ レ クト リ 名 > は 、LAN マ ネー ジャ が イン スト ー ル され て いる 
ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ 名 、 デ ィ レ クト リ 名 を 指定 し ます 。 
例 : B ド ライ ブ の LANMAN.DOS デ ィ レ クト リ に LAN マ ネー ジャ を イン スト ー ル 
し て いる 場合 
INSTRAS _B:\LANMAN.DOS 


⑨ し ば らく する と 、 自 動 的 に リモ ー ト アク セス サー ビス の セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム が 
起動 し ます 。 こ こ で [構成 ] を 選択 し 、 ポ ー ト と モデ ム の 再 構成 を 行っ て くだ さ 
い 。 


な お 、 リ モー ト ア クセ ス サ ー ビ ス の イン スト ー ル / 構 成 方 法 に つい て は 、 下 記 の それ ぞ 
れ の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


第 4 章 その 他 の ソフ トウ ェ ア を 利用 する 159 


@ の 慎 角 半 RtN HH サテ ご S 詩 選 N 共 


160 


・LAN マ ネー ジャ 2.1A を ご 使用 の 場合 


「MS LAN マ ネー ジャ リモ ー ト アク セス サー ビス 管理 者 ガイ ド 」 
「MS LAN マ ネー ジャ 2.1A ご 使用 に 際 し て 」 


・LAN マ ネー ジャ 2.1c を ご 使用 の 場合 


「MS LAN マ ネー ジャ リモ ー ト アク セス サー ビス 管理 者 ガイ ド 」 
「Microsoft Windows NT Server3.51* 本 製品 の 内 容 に つい て 」 
* Microsofts Windows NTsServer Network Operating System Version 3.51 


・PC-9801-101 RS-232C (第 2 一 第 3 回 線 用 ) 拡張 イン ター フェ イス ボー 
ド を 使用 する 場合 は 、 イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド に 添付 され て いる ドラ イ バ は 
イン スト ー ル し な いで くだ さい 。 

・PC-9861K ま た は 、PC-9801-101 拡 張 イ ンタ ー フ ェ イ ス ボ ー ド を 使用 す 
る 場合 は 、 そ れ ぞ れ の イン ター フェ イス ボー ド で サポ ー ト され て いる 最高 の 
通信 速度 まで ご 利用 に な れ ま す 。 


Windows 上 で ご 利用 の 場合 は 、19200bps よ り 速 い 通信 速度 は ご 利用 に な れ 
ませ ん 。 


モデ ムカ ー ド 2400 (PC-9801N-JO1) また は FAX モデ ムカ ー ド (PC- 
9801N-JO5) を 使用 する 場合 は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


・ 活 線 挿 抜 機能 は 使用 で き な い 。 
・ 通 信 速 度 は 、 そ れ ぞ れ の PC カー ド で サポ ー ト され て いる 最高 通信 速度 ま 
で 使用 で きる 。 
また 、FAX モ デム カー ド (PC-9801N-JO5) を 使用 する 前 に 、 次 の 点 に 注意 
し 、 あ ら か じ め FAX モ デム カー ド セ ッ ト の FAX モデ ムカ ー ド メニ ュー 
(MODEMSET.EXE) を 使用 し て 以下 の 設定 を 行っ て くだ さい 。 


・RS-232C 回 線 番号 を COM2 ま た は COM3 に 設定 する 。 


FAX モデ ムカ ー ド メニ ュー の 使用 方 法 に つい て は 、FAX モ デム カー ド 添 付 の 
『FAX モ デム カー ド セ ッ ト ご 使用 に 際 し て 』 を ご 覧 くだ さい 。 


4.3 PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア の 利用 


MS-DOS ま た は Windows3.1 で PC カー ド を ご 利用 に な る 場合 は 、「PC カ ー ド サポ ー 
ト ソ フト ウェ ア 」 を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 


(1) PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ アイ ンス トー ルディ スク の 作成 
次 の 手順 で 、 あ ら か じ め 「PC カ ー ド サポ ー ト ソン フトウェア イン スト ー ル ディ スク 」 
(以降 「 イ ンス トー ルディ スク 」) を 作成 し て くだ さい 。 


以下 の 手順 で は 、 次 の も の が 必要 で す 。 準 備 し て お いて くだ さい 。 
・2HD フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 


この フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、 あ ら か じ め 「 イ ンス トー ルディ スク 」 と 書い 
た ラベ ル を 貼っ て お いて くだ さい 。 


① 本 機 の 電源 を ON に し ます 。「Windows 95 を 起動 し て いま す ……」 と いう メッ 
セー ジ が 表示 され ます の で 、(f・8J キ ー を 押し て 、Windows 95 起 動 メ ニュ ー を 表 
示さ せま す 。 
②Windows 95 起 動 メ ニュ ー か ら 、「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 を 選択 し ます 。 
③ コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
CD \PCCARD 
CPCRDCFG < フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 >: 


④ 画 面 に 表示 され る メッ セー ジ に し た が っ て 、 フ ォ ー マ ッ ト し て よい 2HD フ ロッ 
ピー ディ スク (「 イ ンス トー ルディ スク 」) を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ 
ト し て くだ さい 。 

⑤ 何 か の キー を 押す と 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト を 開始 し ます 。 フォー 
マッ ト し た 後 、「 イ ンス トー ルディ スク 」 の 作成 が 行わ れ ま す 。 
な お 、 イ ンス トー ル の 作業 を 行う 前 に 、「 イ ンス トー ルディ スク 」 の 
README.PCC フ ァイル を よく お 読み くだ さい 。 


(2) PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア の イン スト ー ル 
「PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア マ ニュ アル 」 の 「 第 2 章 PC カー ドサ ポー ト ソ フト 
ウェ ア の イン スト ー ル 」 を 参照 し て 、PC こ カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア を イン スト ー ル 
で 大 SM 
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付録 


本 機 を 利用 する た め の 補 足 情報 で す 。 


付録 A 本 機 の 便利 な 機能 
付録 B 固定 ディ スク 起動 メニ ュー 


付録 A 本 機 の 便利 な 機能 


ツー ル 一 覧 


本 機 の [スター ト ] メニ ュー か ら [ プ ログラム ] を 選択 する と 、 次 の アイ コン や フォ 
ル ダ が 表示 され ます 。 


@ 表 の 見 方 
* ま が ある も の は 本 書 で 説明 し て いる 機能 で す 。 
式 が ある も の は FAX モデ ム 内 蔵 モ デル の み の 機 能 で す 。 く わし く は FAX モデ ム 内 蔵 モ 
デル 添付 の 「 イ ンタ ーネット スタ ー ト ガイ ド 」 を 参照 し て くだ さい 。 
その 他 の 機能 に つい て は それ ぞ れ の オン ライ ン ヘ ルプ を 参照 し て くだ さい 。 


DOS ア プリ ケー ショ ン | DOS AP ショ ー ト カッ ト の 作成 * 
DOS AP の 登録 * 


NEC ユー ス フ ル バ パック | FD/CD 表 示 * 
FontAvenue イ ンス トー ルネ 
FontAvenue 外 字 コ ン バ ー タ ネ 
FontAvenue 文 字 セ ッ ト 切 り 奉 え * 
JADE ScanVakzin Limited ネ 

NEC ユー ス フ ル バッ ク Readme 
イメ ー ジ スキ ャ ナ ユ ー テ ィ リ ティ ネ 
カラ ー イ メー ジ ユ ー テ ィ リ ティ キキ 
テキ スト リー ダネ 

日 英 辞書 引き 君 ( 単 文 変換 版 )* 

日 英 辞書 引き 君 ヘ ルプ 


TranXit TranXit 
TranXit ア ッ プ グレ ー ド 情報 
TranXit ア ン イ ンス トー ル 
TranXit ヘ ルプ 

TranXit 説 明 フ ァイル 
TranXit 殆 録 
ディ スク 作成 


FAX( 注 1) FAX メッ セー ジ の 要求 
新しい FAX メッ セー ジ の 送信 


送付 状 エ ディ タ 


イン ター ネッ ト ツ ー ル イン ター ネッ ト 


エク スプ ロー ラ 38 


イン ター ネッ ト 
エク スプ ロー ラ 3 
イン ター ネッ ト 
セッ ト ア ッ プ 38 
イン ター ネッ ト 
ヘル プ 3 
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アク セ サ リ イン ター ネッ ト ツ ー ル mesh オン ライ ン サ イン アッ プ 凛 
イン ター ネッ ト エ クス プロ ー ラ 
イン ター ネッ ト セ ッ ト ア ッ プ ウィ 
ザー ドキ ※ 

まず 初め に ご 覧 くだ さい 凛 
英 日 ちょ っ と 辞書 引き 君 


シス テム モニ ター 
スキ ャ ン デ ィ ス ク 
デン ラグ 

ドラ イブ スベ ー ス 
バッ クア ッ プ 
リソー ス メ ー タ ー 
受信 トレ イ 修 復 ツ ー ル 


マル チ メ デ ィ ア 98 プ レー ヤー キネ 
CD プレ ー ヤ ー 
サウ ンド レ ュ コー ダー 

ボリ ュー ムコ ント ロー ル 
久 デ イア ジア ツー デー ギー 


98NOTE メ ニュ ー ニ ユー ティ リティ 
オン ライ ン 登 録 

ダイ アラ ー 

ダイ アル アッ プ ネ ットワーク ( 注 2) 
ッ ペ パイパー 一 ミナ ル : 
ヒン ト と Windows 入 門 


密度 変換 ユー ティ リティ ( 注 3) 


mesh オ ン ラ イン サイ ン ア ッ プ * 
PC-VAN ナビ ゲー タネ 
PC-VAN ナビ ゲー タ ヘ ルプ 
オン ライ ン サ イン アッ プ ※ 


ペグ トッ グ スケ ジュ ー ラ for JADE Scan Vakzin ネ 


英 日 翻訳 アダ プ タ 式 英 日 ちょ っ と 辞書 引き 君 
英 日 翻訳 エン ジン 凛 
英 日 翻訳 アダ プ タ の ご 紹介 凛 


Microsoft Exchange 
MS-DOS プ ロン プ ト 
The Microsoft Network 
エク スプ ロー ラ 
パソ コン 用 語 集 
補足 説明 


注 1 : FAX モデ ム 内 蔵 モ デル の み 、 購 入 時 に 表示 され ます 。 そ の 他 の モデ ル の 場合 、Microsoft FAX を 使う 設定 に 
する と 表示 され ます 。 

注 2 : 購入 時 に は 表示 され ませ ん 。 

注 3 : PC-9821Nb10/5 に は あり ませ ん 。 
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付録 B 固定 ディ スク 起動 メニ ュー 


ここ で は 、 本 機 で 固定 ディ スク 起動 メニ ュー を 利用 する 上 で の 必要 事項 に つい て 説明 
し ます 。 


固定 ディ スク 起動 メニ ュー 


「 固 定 デ ィ ス ク 起 動 メ ニュ ー」 で は 、 ハ ー ド ディ スク の どの 領域 (ドラ イブ ) か ら 、 
シス テム を 起動 する か を 選択 する こと が で きま す 。 

本 機 の ご 購入 時 に は 、「 固 定 デ ィ ス ク 起 動 メ ニュ ー」 は 表示 され ず に 、 内 蔵 ハ ー ド 
ディ スク の Windows 95 が 起動 し ます 。 

「 固 定 デ ィ ス ク 起 動 メ ニュ ー」 を 表示 させ る に は 、[TAB] キ ー を 押し な が ら 、 電 源 を 
ON に し て くだ さい 。 

操作 方 法 に つい て は 、 画 面 上 に 表示 され て いる 説明 を ご 覧 くだ さい 。 
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